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詞林　第57号　2015年4月

は
じ
め
に

従
来
、
北
村
季
吟
の
源
氏
学
に
つ
い
て
は
、『
湖
月
抄
』
へ
の
言
及

が
そ
の
大
多
数
を
占
め
、
そ
の
他
の
著
述
や
関
連
書
に
及
ぶ
こ
と
は
稀

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
以
降
数
稿
に
わ
た
り
、『
源
氏
物
語
』
に

関
す
る
季
吟
の
著
述
等
に
つ
い
て
概
観
し
、
そ
の
う
ち
の
い
く
ら
か
の

翻
刻
を
供
し
、
以
て
季
吟
の
源
氏
学
の
再
検
討
を
企
図
す
る
も
の
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
季
吟
『
源
氏
物
語
微
意
』
の
基
礎
的
研
究

を
行
う
。一　

『
古
今
集
并
歌
書
品
々
御
伝
受
之
書
』
に
つ
い
て

日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
に
は
、『
教
端
抄
』『
源
氏
物
語

微
意
』
な
ど
七
種
十
九
冊
の
伝
授
書
類
を
一
箱
に
ま
と
め
た
『
古
今
集

并
歌
書
品
々
御
伝
受
之
書（

１
）』（

以
下
、「
歌
書
伝
受
書
」
と
称
す
る
）
が
蔵

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
季
吟
か
ら
柳
沢
吉
保
へ
の
伝
授
書
で
あ
り
、

箱
書
に
「
古
今
集
并
歌
書
品
々
御
伝
受
之
書
」
と
記
す
朱
の
塗
箱
に
納

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
「
歌
書
伝
受
書
」
の
書
誌
を
記
す
。

日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
。
請
求
記
号
：911.104/

K
i.68

。
写
本
。
楮
紙
袋
綴
。
縦
二
十
二
・
九
糎
×
横
十
六
・
九
糎
。

茶
色
地
菊
花
唐
草
文
様
裂
表
紙
。
中
央
金
紙
題
簽
「
教
端
抄　

一
（
～

八
）」
な
ど
。
見
返
し
、
菊
花
唐
草
文
様
布
目
金
紙
。
一
面
概
ね
八
行
書
、

一
行
十
五
～
二
十
二
字
程
度
。
朱
で
清
濁
点
や
振
仮
名
を
附
す
こ
と
が

あ
る
。
本
文
は
吉
保
方
の
書
写
者
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
吉

保
自
身
の
筆
で
は
な
い
。
な
お
、
相
伝
奥
書
お
よ
び
『
教
端
抄
』
の
題

簽
は
季
吟
自
筆
で
あ
る
。
印
記
、「
日
本
大
学
図
書
館
蔵
」（
朱
）。
故

佐
藤
運
雄
氏
（
元
理
事
長
）
寄
贈
（
昭
31
・
2
・
11
付
）。
以
下
、
他
の
伝

本
と
の
比
較
の
際
に
は
、
日
大
本
と
称
す
る
。

「
歌
書
伝
受
書
」
は
、『
教
端
抄（

２
）』
八
冊
（
一
～
八
）、『
十
如
是
和
歌

集（
３
）』
一
冊
、『
八
代
集
口
訣（

４
）』
一
冊
、『
新
勅
撰
和
歌
集
口
実（

５
）』
四
冊
（
上

一
・
上
二
・
下
一
・
下
二
）、『
万
葉
集
口
訣
』一
冊
、『
詠
歌
大
概
拾
穂
抄
』

一
冊
、『
源
氏
物
語
微
意
』
三
冊
（
上
・
中
・
下
）
か
ら
な
る
。
そ
れ
ぞ

れ
墨
付
丁
数
お
よ
び
遊
紙
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

北
村
季
吟
の
源
氏
学
（
一
）

―
―
附
・
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
『
源
氏
物
語
微
意　

上
』
翻
刻
―
―

　
　
　
　
　
　
　

宮
川　

真
弥
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『
教
端
抄
』
第
一
冊
140
丁
・
第
二
冊
195
丁
・
第
三
冊
160
丁
・
第
四
冊
211

丁
・
第
五
冊
96
丁
・
第
六
冊
136
丁
・
第
七
冊
163
丁
・
第
八
冊
175
丁

（
す
べ
て
遊
紙
前
1
丁
、
後
2
丁
）

『
十
如
是
和
歌
集
』
24
丁
（
遊
紙
前
1
丁
、
後
2
丁
）

『
八
代
集
口
訣
』
40
丁
（
遊
紙
前
1
丁
、
後
2
丁
）

『
新
勅
撰
和
歌
集
口
実
』第
一
冊
125
丁
・
第
二
冊
111
丁
・
第
三
冊
123
丁
・

第
四
冊
127
丁
（
す
べ
て
遊
紙
前
1
丁
、
後
2
丁
）

『
万
葉
集
口
訣
』
23
丁
（
遊
紙
前
1
丁
、
後
2
丁
）

『
詠
歌
大
概
拾
穂
抄
』
144
丁
（
遊
紙
前
1
丁
、
後
2
丁
）

『
源
氏
物
語
微
意
』
第
一
冊
101
丁
（
遊
紙
前
1
丁
、
後
2
丁
）・
第
二
冊
104

丁
（
遊
紙
前
1
丁
、
後
2
丁
）・
第
三
冊
104
丁
（
遊
紙
前
1
丁
、
後
1
丁
）

な
お
、『
八
代
集
口
訣
』
は
「
後
撰
和
歌
集
口
訣
」（
1
ヶ
条
）、「
拾

遺
和
歌
集
口
訣
」（
4
ヶ
条
）、「
後
拾
遺
和
歌
集
口
訣
」（
2
ヶ
条
）、「
千

載
和
歌
集
口
訣
」（
4
ヶ
条
）、「
新
古
今
和
歌
集
口
訣
」（
18
ヶ
条
）、「
新

古
今
集
口
訣
追
加
」（
6
ヶ
条
）
か
ら
な
り
、
そ
の
末
に
は
「
枕
草
子
春

曙
抄
口
訣
」（
10
ヶ
条
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。

重
要
な
事
項
と
し
て
、
柳
沢
文
庫
蔵
『
古
今
集
并
歌
書
品
々
御
伝
受

御
書
付（

６
）』

が
収
め
ら
れ
て
い
る
塗
箱
が
、
本
資
料
の
塗
箱
と
同
種
で
あ

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る（

７
）。
現
在
は
別
の
機
関
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、

も
と
は
揃
い
で
季
吟
か
ら
吉
保
へ
伝
授
さ
れ
、
柳
沢
家
に
伝
え
ら
れ
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

書
写
の
時
期

本
章
で
は
、
季
吟
自
筆
に
よ
る
相
伝
奥
書
を
確
認
し
、
書
写
の
時
期

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
な
お
、
本
稿
末
尾
に
そ
の
他
の
奥
書
を
含
め
た

奥
書
一
覧
を
掲
載
し
た
。

本
稿
末
尾
に
掲
載
し
た
季
吟
筆
相
伝
奥
書
の
年
紀
を
整
理
す
る
と
、

元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
十
月
十
四
日

『
八
代
集
口
訣
』、『
新
勅
撰
和
歌
集
口
実
』、『
万
葉
集
口
訣
』

元
禄
十
五
年
十
月
吉
祥
日

『
源
氏
物
語
微
意
』

元
禄
十
五
年
十
一
月
十
八
日

『
教
端
抄
』、『
十
如
是
和
歌
集
』

年
紀
不
明

『
詠
歌
大
概
拾
穂
抄
』

と
な
り
、
少
な
く
と
も
二
種
類
の
年
紀
が
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
。
以

下
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
前
述
の
『
古
今
集
并
歌
書
品
々

御
伝
受
御
書
付
』
の
一
部
で
あ
る
「
覚
」
に
、
書
写
の
事
情
を
窺
わ
せ

る
以
下
の
記
述
が
あ
る
。
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覚一　

御
本
之
教
端
抄
〈
八
／
冊
〉
任
二
御
意
一
外
題
染
二
愚
筆
一
返

進
仕
候
。
并
青
紙
御
不
審
之
所
々
、
委
細
改
返
進
仕
候
。
其

中
ニ
御
不
審
難
二
心
得
一
奉
レ
存
候
事
、
五
・
六
所
御
座
候
者
、

其
分
ニ
而
指
置
申
候
。
奥
書
仕
候
。

一　

十
如
是
之
注
本
、
是
亦
任
二
貴
意
一
加
二
奥
書
一
進
上
申
候
。

一　

封
之
印
別
ニ
包
進
上
仕
候
。

吉
保
か
ら
の
依
頼
で
『
教
端
抄
』
の
題
簽
を
書
い
た
こ
と
、
吉
保
が

青
紙
で
不
審
箇
所
に
つ
い
て
尋
ね
た
も
の
に
対
し
て
改
め
て
返
し
た
こ

と
、
そ
の
不
審
箇
所
の
う
ち
季
吟
が
理
解
し
が
た
か
っ
た
五
・
六
箇
所

に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
こ
と
、『
教
端
抄
』
の
奥
書
を
記
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、『
十
如
是
和
歌
集
』（「
十
如
是
之
注
本
」）

に
つ
い
て
も
吉
保
の
求
め
に
応
じ
て
奥
書
を
加
え
て
送
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
る
。
こ
の
記
述
の
通
り
、
日
大
本
『
教
端
抄
』
の
題
簽
は
季
吟
自

筆
と
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
そ
の
他
の
「
歌
書
伝
受
書
」
の
題
簽
は
本

文
と
同
筆
で
あ
る
。青
紙
に
つ
い
て
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、季
吟
の「
委

細
改
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
は
詳
ら
か
で
な
い
。
他
の
伝
本
と

の
比
較
検
討
を
要
す
る
た
め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

さ
て
、「
覚
」
に
『
教
端
抄
』
と
『
十
如
是
和
歌
集
』
の
名
が
見
え

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
両
書
の
「
元
禄
十
五
年
十
一
月
十
八
日
」
の
相

伝
奥
書
と
、『
八
代
集
口
訣
』
な
ど
の
「
元
禄
十
五
年
十
月
十
四
日
」

の
相
伝
奥
書
と
は
、
実
際
に
記
さ
れ
た
時
期
が
異
な
っ
て
い
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
理
由
を
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
は
吉

保
へ
の
古
今
伝
授
に
関
す
る
記
事
を
整
理
し
よ
う（

８
）。

吉
保
の
公
用
日
記
で
あ
る
『
楽
只
堂
年
録（

９
）』

に
は
、
元
禄
十
三
年
八

月
二
十
七
日
に
「
一
、
今
日
、
再
昌
院
法
印
季
吟
よ
り
、
古
今
の
秘
訣

を
伝
授
す
」
と
あ
る
。
そ
の
後
、
元
禄
十
五
年
四
月
六
日
に
吉
保
邸
の

失
火
が
あ
り
、
同
年
七
月
十
二
日
に
「
一
、
北
村
再
昌
院
法
印
季
吟
を

請
し
て
、
再
び
古
今
和
歌
集
の
口
訣
を
伝
受
す
、
去

（
さ
り
し
と
し
）

年
伝
受
し
た
れ
ど

も
、
書
籍
焼
亡
す
る
に
よ
り
て
也
、
時
服
三
つ
・
重
硯
箱
一
通
り
を
贈

る
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
再
度
の
伝
授
が
行
わ
れ
て
い
る
。
翌
日
に
は
「
一
、

北
村
再
昌
院
法
印
季
吟
へ
、
鮮
鯛
壱
折
・
樽
代
千
疋
を
贈
る
」
と
あ
る
。

一
方
で
、『
古
今
集
并
歌
書
品
々
御
伝
受
御
書
付
』
の
「
師
伝
之
血

脈
二
通
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
元
禄
十
三
〈
庚
辰
〉
九
月
二
十
七
日
奉
授

之　

再
昌
院
法
印
」
と
あ
り
、
ま
た
、
無
窮
会
蔵
『
北
村
季
任
聞
書）

（（
（

』

に
も
「
吉
保
〈
元
禄
十
三
年
九
月
二
十
七
日
／
松
平
美
濃
守
〉」
と
あ
り
、

古
今
伝
授
の
公
式
な
日
付
は
元
禄
十
三
年
九
月
二
十
七
日
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。『
楽
只
堂
年
録
』
の
記
事
が
伝
授
の
開
始
を
意
味
す
る

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
北
村
湖
春
の
「
誓
戒
文
」
の
例
を
見
る

に
、
吉
保
は
元
禄
十
三
年
九
月
二
十
七
日
に
切
紙
伝
授
を
受
け
、
お
そ

ら
く
同
日
に
誓
詞
を
提
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、『
古
今
集
并
歌
書
品
々
御
伝
受
御
書
付
』
の
「
詠
歌
大
概

之
口
訣
」
に
は
「
元
禄
十
五
年
七
月
十
六
日　

再
昌
院
法
印
」（
他
二

葉
に
は
「
元
禄
十
五
年
七
月
吉
祥
日
」）
と
あ
る）

（（
（

。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
相
伝
奥
書
の
「
十
月
十
四
日
」
か
ら
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「
十
一
月
十
八
日
」
の
ほ
ぼ
一
月
の
ず
れ
は
、「
覚
」
に
記
さ
れ
る
よ
う

に
、
吉
保
が
『
教
端
抄
』
を
読
み
込
み
、
不
審
箇
所
に
つ
い
て
検
討
す

る
た
め
の
期
間
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か）

（（
（

。

川
上
本『
古
今
拾
穂
抄
』に
は
元
禄
十
二
年
十
二
月
二
十
九
日
に
、『
古

今
拾
穂
抄
』
を
『
教
端
抄
』
と
改
名
し
て
「
五
丸
様
」
に
献
上
し
た
旨

が
記
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
吉
保
へ
の
初
度
の
古
今
伝
授
の
際
に
は
既
に

『
教
端
抄
』
は
成
立
し
て
お
り
、
吉
保
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
日
大
本
『
教
端
抄
』
に
よ
れ
ば
、
元
禄
十
四
年

か
ら
翌
十
五
年
に
か
け
て
再
度
の
書
写
を
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お

り
、
川
上
本
と
比
較
す
る
に
本
文
の
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
再
度
の
古
今
伝
授
の
際
に
改
め
て
不
審
を
尋
ね

る
機
会
が
設
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、『
十
如
是
和
歌
集
』
は
奥
書
に
「
八
半
之
小
本
」
な
ど
と
記

す
こ
と
か
ら
推
す
に
、
は
じ
め
は
伝
授
書
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
相
伝
奥
書
に
「
家
伝
」
や
「
秘
説
」
と
な
い
こ
と
も
、
そ
の
感
を

強
く
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
、
初
度
の
古
今
伝
授
の
際
に
は
伝
え
て
お
ら

ず
、
再
度
の
古
今
伝
授
の
際
に
吉
保
の
要
望
に
よ
り
与
え
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
元
禄
十
五
年
十
月
十
四
日
」
の
相
伝
奥
書
を
有
す
る
書
籍
は
、『
教

端
抄
』
と
異
な
り
、
初
度
の
古
今
伝
授
が
行
わ
れ
た
元
禄
十
三
年
以
降

の
奥
書
（
相
伝
奥
書
を
除
く
）
を
有
さ
な
い
。
既
に
授
与
し
た
も
の
か

ら
更
改
が
な
い
た
め
、
書
写
を
終
え
た
時
点
で
即
座
に
相
伝
奥
書
を
加

え
た
と
す
れ
ば
、
年
紀
の
ず
れ
は
ひ
と
ま
ず
説
明
で
き
よ
う
。

な
お
、
少
々
余
談
に
流
れ
る
が
、『
北
村
季
任
聞
書
』
に
よ
る
と
、『
教

端
抄
』
の
献
上
に
先
立
ち
、
元
禄
五
年
三
月
五
日
付
で
「
五
之
丸
様
」、

す
な
わ
ち
瑞
春
院）

（（
（

に
古
今
伝
授
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
日
は
『
寛
政
重

修
諸
家
譜）

（（
（

』
に
「（
稿
者
注
：
元
禄
）
五
年
三
月
五
日
仰
に
よ
り
古
今
和

歌
集
伝
授
の
切
紙
を
献
じ
、
紅
裏
の
呉
服
を
た
ま
は
る
」
と
あ
る
こ
と

に
よ
り
、
従
来
、
季
吟
が
綱
吉
に
古
今
伝
授
を
行
っ
た
日
と
理
解
さ
れ

て
き
た
が
、『
北
村
季
任
聞
書
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
切
紙
を
献
じ
た

対
象
は
綱
吉
で
は
な
く
、
そ
の
室
の
瑞
春
院
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る）

（（
（

。

『
北
村
季
任
聞
書
』に
記
さ
れ
る
湖
春
や
吉
保
へ
の
古
今
伝
授
の
日
付
は
、

湖
春
の
誓
紙
や
吉
保
の
『
古
今
集
并
歌
書
品
々
御
伝
受
御
書
付
』
と
一

致
し
て
お
り
、
資
料
の
信
憑
性
は
高
い）

（（
（

。
ま
た
、
川
上
本
『
古
今
拾
穂

抄
』（『
教
端
抄
』）
に
は
元
禄
十
二
年
十
二
月
二
十
九
日
に
瑞
春
院
に
九

冊
本
の
『
教
端
抄
』
を
献
上
し
た
旨
が
記
さ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、
季
吟
を
江
戸
に
呼
び
寄
せ
た
背
景
に
も
瑞
春
院
の
意
思
を

考
慮
す
べ
き
可
能
性
が
生
じ
る
。
今
後
、
考
究
す
べ
き
重
要
な
課
題
で

あ
る
。

三　
『
源
氏
物
語
微
意
』
に
つ
い
て

「
歌
書
伝
受
書
」
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
始
め
に
書
誌
を
あ

げ
よ
う
。

日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
。
請
求
記
号
：911.104/

K
i.68/17

～19

。
写
本
。
楮
紙
袋
綴
。
3
冊
。
縦
二
十
二
・
九
糎
×
横

十
六
・
九
糎
。
茶
色
地
菊
花
唐
草
文
様
裂
表
紙
、
中
央
金
紙
題
簽
「
源
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氏
物
語
微
意　

上
（
中
・
下
）」。
内
題
「
源
氏
物
語
微
意
」（
上
巻
）。

見
返
し
、
菊
花
唐
草
文
様
布
目
金
紙
。
墨
付
丁
数
、
上
巻
101
丁
・
中
巻

104
丁
・
下
巻
104
丁
。
一
面
概
ね
八
行
書
、
一
行
十
五
～
十
七
字
程
度
。

印
記
、「
日
本
大
学
図
書
館
蔵
」（
朱
）。
下
巻
末
尾
に
「
源
氏
物
語
日

本
紀
准
拠
」「
源
氏
物
語
止
観
説
」「
て
に
を
は
少
々
」
が
記
さ
れ
る
。

孤
本
で
あ
る
。

『
源
氏
物
語
微
意
』（
以
下
、『
微
意
』
と
称
す
る
）
に
つ
い
て
、
野
村

氏
は
、季

吟
の
源
氏
研
究
の
極
意
を
卑
近
な
譬
喩
を
用
い
て
云
々
す
る
の

は
、冒
瀆
の
そ
し
り
を
免
れ
ぬ
で
は
あ
ろ
う
が
、『
源
氏
物
語
微
意
』

は
濃
厚
な
儒
教
的
訓
戒
の
染
料
を
以
て
各
巻
々
を
色
揚
げ
し
た
よ

う
に
み
え
る
。
さ
き
に
引
用
し
た
『
俳
諧
用
意
風
躰
』
中
の
源
氏

観
な
ど
、
季
吟
な
ら
ず
と
も
以
前
か
ら
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
は

あ
る
が
、
そ
れ
を
各
項
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
て
色
揚
げ
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
彼
の
工
夫
が
あ
り
、
従
っ
て
秘
伝
た
る
所
以
が

存
在
す
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。〔
中
略
〕結
局
季
吟
の
根
底
に『
徒

然
草
』
が
教
訓
書
と
し
て
最
適
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
よ
り
著
名
な

『
源
氏
物
語
』
も
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
そ
の
よ
う
に

読
む
の
が
正
解
だ
と
の
考
え
が
あ
っ
た
た
め
と
思
う
の
で
あ
る）

（（
（

。

と
、『
微
意
』
の
花
宴
巻
と
花
散
里
巻
の
各
条
を
列
挙
し
、『
湖
月
抄
』

と
比
較
の
上
で
述
べ
ら
れ
た）

（（
（

。
た
だ
し
、
そ
こ
で
は
季
吟
の
伝
授
観
へ

の
言
及
に
主
眼
が
置
か
れ
、『
微
意
』
そ
の
も
の
に
関
す
る
言
及
は
少

な
い
。
そ
こ
で
、
改
め
て
成
立
や
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

四　

成
立
時
期
に
つ
い
て

『
微
意
』
に
つ
い
て
は
、
成
立
時
の
一
幕
を
物
語
る
書
簡
が
存
在
す
る
。

野
村
氏
が
紹
介
さ
れ
た
「
北
村
季
吟
書
簡
：
北
村
正
立
宛
」
で
あ
る
。

（
稿
者
注
：
元
禄
八
年
）
五
月
十
二
日
〔
中
略
〕

一　

内
々
所
望
之
古
今
集
、
老
筆
雖
二
見
苦
候
一
、
即
染
レ
筆
一
校

合
申
レ
為
指
上
候
。
湖
春
後
撰
も
出
来
候
故
、
一
所
ニ
上
候
。
源

氏
之
微
意
三
巻
之
内
、
上
一
巻
清
書
出
来
候
間
、
草
案
之
本
遣
候
。

是
者
源
氏
熟
読
之
上
ニ
見
而
、
可
レ
為
二
家
珍
一
候
。
殊
講
談
之
時
、

此
所
々
ヲ
読
聞
せ
侯
ニ
ハ
深
秘
之
故
、
多
年
之
有
増
に
候
処
、
今

度
成
就
申
候
、
必
々
よ
み
聞
せ
候
而
、
写
さ
せ
候
事
有
間
敷
候
。

此
方
ニ
ハ
伝
授
之
箱
之
内
ニ
納
置
候
。
跡
々
出
来
次
第
上
せ
可

レ
申
候）

（（
（

。〔
後
略
〕

『
微
意
』
三
巻
の
う
ち
、
上
巻
の
清
書
を
終
え
た
の
で
草
稿
本
を
次

男
正
立
に
送
る
こ
と
、
清
書
本
は
季
吟
方
の
「
伝
授
之
箱
」
に
納
め
て

お
く
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
長
年
の
企
図
が
よ
う
や
く
成
就
し
た

も
の
で
あ
り
、
深
秘
で
あ
る
た
め
、
講
談
の
際
に
は
読
み
聞
か
せ
る
だ

け
で
、
決
し
て
写
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
指
示
し
て
い
る
。

野
村
氏
は
当
該
書
簡
を
元
禄
九
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
た
が
、
元
禄
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八
年
の
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
微
意
』
下
巻
の
奥
書
を
以

下
に
掲
げ
よ
う
。

元
禄
七
年
八
月
十
五
日
向
南
月
下
染
レ
筆
而
同
年
十
月
廿
五
日
北

野
影
前
終
レ
功
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
眼
季
吟

元
禄
八
年
六
月
三
日
重
而
清
書
レ
之

源
氏
物
語
日
本
紀
准
拠

〔
中
略
〕

元
禄
乙
亥
林
鐘
（
稿
者
注
：
元
禄
八
年
六
月
）
初
六
染
レ
筆
レ
於
二
近

水
亭
一
而
欲
レ
伝
二
児
孫
一
。
不
レ
可
レ
有
二
外
見
一
者
也
。

同
十
一
日
校
合
畢　
　
　
　
　

七
松
子

以
下
、
季
吟
筆
の
相
伝
奥
書
が
続
く
。
野
村
氏
は
「
元
禄
九
年
と
推

定
し
た
の
は
、『
源
氏
物
語
微
意
』
の
成
立
が
注
13
の
識
語
（
稿
者
注
：

前
掲
奥
書
傍
線
部
）
の
ご
と
く
同
八
年
六
月
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る）
（（
（

」
と
述
べ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
二
重
傍
線
部
と
波
線
部
に
よ
り
、『
微

意
』
の
「
源
氏
物
語
日
本
紀
准
拠
」
以
下
を
除
く
部
分
の
成
立
は
元
禄

七
年
十
月
二
十
五
日
で
あ
り
、
清
書
を
終
え
た
の
が
元
禄
八
年
六
月
三

日
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
上
巻
の
清
書
を
元
禄
八
年
五

月
十
二
日
に
終
え
て
い
た
と
し
て
矛
盾
は
無
い
。
傍
線
部
は
「
源
氏
物

語
日
本
紀
准
拠
」「
源
氏
物
語
止
観
説
」「
て
に
を
は
少
々
」
を
後
に
記

し
た
こ
と
を
示
す
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
、『
微
意
』
に
関
す
る
略
年
譜
を
記
す

と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。『
微
意
』
奥
書
以
外
は
根
拠
と
な
る
資
料
を

文
末
に
示
す
。

・
元
禄
七
年
八
月
十
五
日
、『
微
意
』
執
筆
開
始
。

・
同
年
十
月
二
十
五
日
、『
微
意
』（「
源
氏
物
語
日
本
紀
准
拠
」
以
下
を
除

く
）
成
立
。

・
元
禄
八
年
五
月
十
二
日
、『
微
意
』
上
巻
の
清
書
を
終
え
、
正
立
に

草
稿
本
を
送
る
。（
正
立
宛
書
簡
）

・
同
年
六
月
三
日
、『
微
意
』
全
巻
（「
源
氏
物
語
日
本
紀
准
拠
」
以
下
を

除
く
）
の
清
書
を
終
え
る
。

・
同
年
同
月
六
日
、「
源
氏
物
語
日
本
紀
准
拠
」
以
下
を
追
加
す
る
。

・
同
年
同
月
十
一
日
、
校
合
を
終
え
る
。

・
元
禄
十
三
年
八
月
二
十
七
日
頃
、
吉
保
に
伝
授
か
。（『
楽
只
堂
年
録
』）

・
元
禄
十
五
年
十
月
某
日
（
十
四
日
か
）、
吉
保
に
伝
授
す
る
。

な
お
、奥
書
の
成
立
時
期
に
関
す
る
記
述
は
、『
微
意
』の
序
文
の「
み

や
づ
か
え
い
そ
が
は
し
き
い
と
ま
に
ふ
ん
で
を
は
し
ら
し
め
」
た
と
す

る
記
述
や
、
後
述
す
る
注
記
35
の
元
禄
七
年
七
月
十
四
日
に
湖
春
と
と

も
に
無
縁
寺
に
参
詣
し
た
と
す
る
記
述
、
あ
る
い
は
注
記
中
に
し
ば
し

ば
『
湖
月
抄
』
の
名
が
見
え
る
こ
と
と
矛
盾
せ
ず
、
信
ず
べ
き
も
の
で

あ
ろ
う
。
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五　

執
筆
の
意
図
に
つ
い
て

前
掲
の
『
微
意
』
の
相
伝
奥
書
に
は
「
欲
レ
伝
二
児
孫
一
」
と
あ
り
、「
正

立
宛
書
簡
」
に
は
「
可
レ
為
二
家
珍
一
」
と
あ
り
、『
微
意
』
の
序
文
に
は
、

や
つ
が
れ
七
そ
ぢ
に
あ
ま
る
よ
は
ひ
ま
で
に
、
八
た
び
の
か
う
ぜ

ち
を
と
げ
て
、
人
に
と
ひ
人
に
こ
た
へ
つ
ゝ
、
わ
づ
か
に
く
う
づ

き
に
た
る
し
る
し
ば
か
り
、
み
や
づ
か
え
い
そ
が
は
し
き
い
と
ま

に
ふ
ん
で
を
は
し
ら
し
め
て
、
源
氏
物
語
の
微
意
と
な
づ
け
て
鐘

愛
の
児
孫
に
あ
た
へ
む
と
な
ら
し
。
ふ
か
き
窓
の
中
に
ひ
め
を
か

し
め
て
、
ひ
ろ
き
よ
に
さ
し
出
す
べ
く
も
あ
ら
ぬ
物
な
れ
ば
、
を

ろ
か
に
い
や
し
き
は
ゞ
か
り
を
も
し
ゐ
て
か
へ
り
み
お
も
ふ
べ
き

に
あ
ら
ず
と
な
ん
。

と
傍
線
部
の
ご
と
く
あ
り
、
い
ず
れ
も
児
孫
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
注
記
に
も
、
そ
れ
を
証
す
る
事
例
が
あ
る
。
賢
木
巻
の
注

記
73
、
桐
壺
帝
崩
御
の
場
面
で
あ
る
。

院
の
御
な
や
み
神
無
月
に
な
り
て
は

桐
壺
の
帝
此
巻
に
て
崩
御
也
。
う
き
世
の
生
老
病
死
は
帝
王
も

の
が
れ
ま
し
ま
さ
ぬ
こ
と
は
り
を
示
す
物
也
。
但
仙
院
な
ど
に

て
此
物
語
を
講
ぜ
ん
に
は
こ
ゝ
よ
り
「
御
位
を
さ
ら
せ
給
ふ
と

い
ふ
ば
か
り
こ
そ
あ
れ
」
と
い
ふ
ま
で
を
よ
み
侍
ま
じ
く
や
。

傍
線
部
で
は
、
仙
院
で
の
講
説
の
際
に
、
桐
壺
院
の
崩
御
の
場
面
を

省
略
す
る
こ
と
を
指
示
す
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
歌
学
方
を
継
い
で
い
く

で
あ
ろ
う
子
孫
に
対
す
る
も
の
と
見
な
せ
よ
う
。
実
際
に
省
略
が
行
わ

れ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
講
説
の
実
態
を
示
唆
す
る
記
述

と
し
て
興
味
深
い
。

た
だ
し
、
全
体
を
俯
瞰
す
る
と
、
注
記
の
多
く
は
身
の
処
し
方
に
関

す
る
言
及
で
あ
る
。
執
筆
の
方
針
は
桐
壺
巻
冒
頭
に
明
ら
か
で
あ
る
。

此
巻
に
て
光
源
氏
生
れ
給
へ
り
。
此
君
は
桐
壺
の
帝
の
み
こ
に
て

容
貌
閑
雅
に
文
学
の
ざ
え
高
く
和
哥
管
絃
の
道
も
す
ぐ
れ
給
へ
れ

ど
、
好
色
に
す
ぎ
給
ひ
さ
ま
〴
〵
奇
怪
の
御
ふ
る
ま
ひ
有
て
、
終

に
朧
月
夜
の
尚
侍
の
故
に
須
磨
の
う
れ
へ
な
ど
お
は
し
け
る
事
を

か
き
て
み
る
人
の
い
ま
し
め
と
せ
り
。

人
と
し
て
敬
の
一
字
を
忘
れ
て
は
身
の
た
め
家
の
た
め
あ
ぢ
き
な

か
る
べ
し
。
君
子
の
管
絃
を
た
し
な
む
は
礼
楽
と
て
国
家
を
お
さ

む
る
も
と
な
れ
ば
也
。
和
哥
の
道
も
同
く
国
の
風
俗
を
正
し
士
の

才
を
え
ら
び
て
治
国
平
天
下
の
た
す
け
な
る
べ
き
を
、
か
へ
り
て

相
如
が
文
君
を
い
と
み

（
マ
マ
）し

が
ご
と
く
哥
道
も
花
鳥
の
使
ひ
と
の
み

な
り
ゆ
く
は
敬
な
き
が
故
也
。
此
物
語
は
全
篇
此
心
ば
せ
を
さ
し

は
さ
み
て
見
る
事
、
紫
式
部
の
本
意
と
か
や
。

「
敬
の
一
字
を
忘
れ
」
な
い
よ
う
に
と
の
戒
め
が
「
紫
式
部
の
本
意
」

で
あ
る
と
記
し
、
実
際
に
そ
れ
を
全
篇
に
わ
た
っ
て
詳
述
し
て
い
く
。



北村季吟の源氏学（一）（宮川）

― 43 ―

た
と
え
ば
、
続
く
注
記
2
で
は
、

此
草
子
お
も
て
は
好
色
妖
艶
の
こ
と
わ
ざ
を
か
き
て
、
下
に
は
好

色
妖
艶
の
人
を
そ
こ
な
ふ
こ
と
を
い
ま
し
め
て
、
か
み
一
人
よ
り

し
も
万
民
ま
で
こ
ゝ
に
至
て
平
生
を
あ
や
ま
た
ざ
れ
と
の
微
意
あ

り
。

と
好
色
に
よ
っ
て
、
人
生
を
誤
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
と
の
戒
め
で
あ

る
と
す
る
。『
源
氏
物
語
』
が
む
し
ろ
好
色
を
戒
め
て
い
る
の
だ
と
す

る
言
説
は
珍
し
く
な
い
が
、
季
吟
の
言
及
は
そ
こ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

同
じ
く
桐
壺
巻
の
注
記
4
、
源
氏
の
袴
着
の
場
面
で
は
、

そ
れ
に
つ
け
て
世
の
そ
し
り
の
み

適
子
衆
子
品
あ
る
べ
き
事
の
い
ま
し
め
な
る
べ
し
。
父
母
と
し

て
適
子
よ
り
弟
を
愛
し
て
、
兄
に
ひ
と
し
か
ら
し
む
る
た
め
し

ま
ゝ
有
て
、
鄭
の
荘
公
の
弟
大
叔
段
、
母
武
姜
の
寵
に
の
り
て

都
城
百
雉
に
過
た
る
も
終
に
み
だ
れ
の
も
と
な
り
し
。
孤
竹
の

君
の
二
子
の
た
が
ひ
に
ゆ
づ
り
し
た
ぐ
ひ
、
我
朝
に
も
宇
治
の

み
こ
の
ご
と
き
人
は
よ
に
ま
れ
な
る
べ
き
わ
ざ
な
れ
ば
父
母
た

る
人
の
心
す
べ
き
所
な
る
べ
し
。

と
、
父
母
は
兄
弟
の
序
列
を
違
え
る
べ
き
で
な
い
と
説
き
、
葵
巻
の
注

記
62
、
車
争
い
の
場
面
で
は
、

わ
か
き
も
の
ど
も
ゑ
ひ
過
立
さ
は
ぎ
た
る
ほ
ど
の
事
は
え
し
た
ゝ

め
あ
へ
ず

下
部
に
酒
の
ま
す
る
事
は
心
す
る
こ
と
、
昔
も
今
も
大
切
の
い

ま
し
め
也
。〔
中
略
〕
夏
の
禹
王
の
旨
酒
を
う
と
み
給
ひ
し
を

は
じ
め
、
乱
に
及
ぼ
さ
ぬ
孔
子
の
御
こ
と
、
ま
し
て
飲
酒
の
戒

め
、
後
の
世
ま
で
も
い
と
お
そ
ろ
し
。
紫
式
部
の
微
意
浅
か
ら

ぬ
わ
ざ
也
。

と
飲
酒
の
戒
め
に
つ
い
て
説
く
。
全
体
と
し
て
教
訓
色
が
強
く
、
教
戒

の
対
象
は
君
臣
、
老
若
男
女
に
お
よ
ぶ
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
と
り
わ
け
て
特
定
の
人
物
に
あ
て
て
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と

認
め
ら
れ
る
。

六　
『
湖
月
抄
』
と
の
か
か
わ
り

『
八
代
集
抄
』
と
『
八
代
集
口
訣
』、『
万
葉
拾
穂
抄
』
と
『
万
葉
集

口
訣
』
の
場
合
は
、
板
本
に
「
口
訣
有
」
な
ど
と
記
さ
れ
、
口
訣
と
対

応
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る）

（（
（

。
一
方
、『
湖
月
抄
』
と
『
微
意
』
に
は
、

成
立
時
期
に
懸
隔
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
対
応
関
係
は
見

ら
れ
な
い
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
以
下
、『
湖
月
抄
』

と
『
微
意
』
と
の
関
係
性
が
窺
え
る
注
記
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

若
紫
巻
の
注
記
35
で
は
、
以
下
の
通
り
、『
細
流
抄
』
の
説
に
言
及

す
る
。
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こ
ん
が
う
じ
の
ず
ゞ
の
玉
の
さ
う
ぞ
く
し
た
る

細
流
云
、
或
人
法
隆
寺
に
太
子
の
念
珠
一
連
あ
り
。
彼
寺
の
縁

起
に
も
み
え
た
り
〈
云
／
々
〉。
花
鳥
餘
情
に
は
聖
徳
太
子
の

数
珠
の
事
い
ま
だ
み
出
し
侍
ら
ず
と
の
給
へ
り
。

元
禄
七
年
七
月
十
四
日
、
法
隆
寺
の
古
物
を
江
戸
に
も
て
来
て

無
縁
寺
に
て
見
せ
た
り
し
を
、
湖
春
と
ゝ
も
に
お
が
み
に
ま
う

で
侍
る
に
金
剛
子
の
ず
ゞ
有
て
金
銀
瑠
璃
等
の
玉
の
さ
う
ろ

（
マ
マ
）く

し
た
り
。
即
縁
起
に
も
あ
る
よ
し
堂
僧
か
た
り
し
。
細
流
の
説
、

無
レ
疑
物
な
る
べ
し
。

し
か
し
、「
細
流
云
」
と
さ
れ
る
「
太
子
の
念
珠
」
の
注
記
は
、
実

際
に
は『
河
海
抄
』を
出
所
と
す
る
記
事
で
あ
っ
て
、『
細
流
抄
』や『
明

星
抄
』
に
は
見
え
ず
、
他
の
注
釈
書
に
お
い
て
も
こ
の
注
記
を
『
細
流

抄
』
の
も
の
と
す
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
誤
認
が
生
じ
た

か
に
つ
い
て
は
、『
湖
月
抄
』
の
注
記
を
参
照
す
る
と
明
ら
か
に
な
る
。

『
湖
月
抄
』
に
は
、
若
紫
巻
の
頭
注
「
聖
徳
太
子
の
く
だ
ら
よ
り
」
に
、

〈
細
〉
僧
都
引
出
物
申
さ
る
ゝ
也
。

〈
河
〉
本
朝
神
仙
伝
を
引
て
欽
明
天

皇
ノ
御
宇
ニ
聖
徳
太
子
六
歳
冬
十

月
ニ
自
二
百
済
国
一
経
論
律
師
禅
師

比
丘
尼
以
下
を
始
て
種
々
の
宝	

」
20
丁
オ

を
奉
る
〈
云
／
々
〉。
但）

（（
（

太
子
金
剛
子
ノ

念
珠
ハ
書
伝
以
下
ニ
無
二
所
見
一
〈
云
／
々
〉。

或
人
云
法
隆
寺
ニ
太
子
ノ
念
珠

一
連
あ
り
。
又
彼
寺
の
縁
起
に
も

見
え
た
り
〈
云
／
々
〉。〈
花
〉
百
済
国
よ
り

金
剛
子
の
わ
た
り
た
る
事
は
〔
中
略
〕

〈
云
／
々
〉。
但
聖
徳
太
子
の
数
珠
の

事
は
い
ま
だ
見
出
し
侍
ら
ず
。
さ

も
あ
り
ぬ
べ
く
よ
り
き
た
る
事

を
ば
つ
く
り゙
事
に
い
ひ
な
す
常
ノ
事
也）

（（
（

。	

」
20
丁
ウ

（
20
丁
オ
～
ウ
。
改
行
を
忠
実
に
行
っ
た
。）

と
あ
り
、『
細
流
抄
』『
河
海
抄
』『
花
鳥
余
情
』
の
順
に
記
事
が
並
べ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
の
「
河
」
の
肩
付
を
見
落
と
し
た
た
め
に
、

本
来
『
河
海
抄
』
の
記
事
で
あ
る
「
太
子
の
念
珠
」
の
注
記
を
、『
細

流
抄
』
の
記
事
と
誤
認
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る）

（（
（

。

こ
の
事
象
は
、
季
吟
が
伝
授
書
で
あ
る
『
微
意
』
を
執
筆
す
る
際
に
、

板
本
『
湖
月
抄
』
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
仮
に
板
本
そ

の
も
の
で
な
く
手
控
本
な
ど
を
参
照
し
て
い
た
と
し
て
も
、
参
照
し
た

本
と
板
本
『
湖
月
抄
』
と
が
、
記
事
の
並
び
順
な
ど
、
極
め
て
近
し
い

関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

ま
た
、
初
音
巻
冒
頭
の
注
記
197
に
は
、
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泯
（
マ
マ
）江
入
楚
に
或
説
云
、
玉
か
づ
ら
の
巻
の
末
十
二
月
に
き
ぬ
く
ば

り
と
て
有
し
其
明
る
正
月
也
。
二
条
六
条
院
す
み
分
て
さ
ら
た
め

た
る
正
月
也
〈
云
／
々
〉。
此
説
花
鳥
等
の
諸
抄
の
様
に
か
は
り

て
此
巻
を
源
氏
君
卅
五
歳
と
い
ふ
に
相
か
な
へ
り
。
尤
用
ゆ
べ
し
。

猶
湖
月
抄
に
委
。	

（『
微
意
』
中
巻
）

と
あ
り
、『
湖
月
抄
』
の
対
応
箇
所
に
は
、

〈
花
〉
源
氏
卅
六
歳
の
正
月
の
事
を
か
け
り
。
并
の
事
、
玉
鬘
の

巻
ノ
翌ヨ

ク
ネ
ン年
の
事
な
れ
ば
竪
の
并
也
。〈
孟
同
〉〈
細
〉
竪
の
并
也
。

行
幸
ノ
卷
ま
で
月
次
に
書
て
行ユ

ク

也
。〈
愚
按
〉
抄
に
、
玉
鬘
ノ
卷
の

す
ゑ
、
十
二
月
に
き
ぬ
く
ば
り
と
て
あ
り
し
、
其
あ
く
る
正
月
な

り
。
二
条
六
条
ノ
院
住ス

ミ

わ
き
て
さ
ら
た
め
た
る
正
月
也
と
い
へ
る

説
あ
り
。
是
彼
一
説
の
義
に
同
じ
。
い
づ
れ
の
御
説
と
は
分
明
な

ら
ね
ど
、
此
説
は
此
卷
源
氏
卅
五
歳
と
云
な
る
べ
し
。

（
初
音
巻
、
1
丁
オ
）

と
あ
る
。
な
お
、『
湖
月
抄
』
点
線
部
「
彼
一
説
」
は
玉
鬘
巻
冒
頭
に

記
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
年
立
の
記
述
に
、「
愚
案
」
と
し
て
1
丁
ほ
ど

の
分
量
を
費
や
し
て
お
り
、
こ
の
注
記
に
つ
い
て
の
季
吟
の
思
い
入
れ

の
深
さ
が
窺
え
る
。

『
微
意
』
の
傍
線
部
に
「
猶
湖
月
抄
に
委
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
湖
月

抄
』
に
記
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
詳
述
を
避
け
て
い
る
。
こ
の
箇
所
以

外
に
も
『
湖
月
抄
』
に
記
し
た
こ
と
を
省
略
す
る
注
記
は
し
ば
し
ば
現

れ
る
。
当
該
箇
所
は
季
吟
説
に
関
わ
る
事
で
あ
る
が
、
他
書
か
ら
の
引

用
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
季
吟
が
執
筆
時
に
『
湖
月
抄
』
を
参
照
し
て
い
た
こ

と
に
加
え
、『
微
意
』
を
読
む
際
に
は
『
湖
月
抄
』
を
手
元
に
置
く
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
前
述
の
注
記
197
の
波
線
部
に
『
岷
江
入
楚
』
の
名
が
見
え
る

こ
と
に
は
注
意
を
要
し
よ
う
。『
微
意
』
に
は
『
岷
江
入
楚
』
の
「
或
説
」

と
あ
る
の
に
対
し
て
、『
湖
月
抄
』で
は
波
線
部
の
よ
う
に「
抄
」と
な
っ

て
い
た
。『
湖
月
抄
』
に
お
け
る
『
岷
江
入
楚
』
利
用
に
つ
い
て
は
、

松
本
大
氏
の
論
考）

（（
（

が
備
わ
る
。
松
本
氏
は
注
記
の
比
較
に
よ
っ
て
論
証

さ
れ
て
い
る
が
、『
微
意
』
の
当
該
注
記
に
よ
っ
て
、
季
吟
の
『
岷
江

入
楚
』
利
用
が
資
料
面
か
ら
も
証
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
当
該
注
記
以

外
に
も
た
と
え
ば
以
下
の
注
記
に
『
岷
江
入
楚
』
の
名
が
見
え
る
。

位
な
き
人
は
と
て
む
も
ん
の
御
な
を
し

公
儀
を
恐
給
ふ
礼
儀
な
る
べ
し
。
此
巻
仁
義
五
常
朋
友
の
中
ら

ひ
迄
い
へ
り
と
泯

（
マ
マ
）江
入
楚
に
も
云
る
可
レ
付
レ
心
也
。
称
名
院

源
氏
物
語
を
盛
者
必
衰
の
心
に
て
見
よ
と
也
と
孟
津
抄
に
い
へ

る
さ
る
事
に
や
。	

（『
微
意
』
上
巻
、
須
磨
巻
、
注
記
93
）

か
う
く
ち
お
し
き
に
ご
り
の
す
ゑ
に

濁
悪
世
に
さ
ば
か
り
す
ゝ
ぎ
給
ふ
ほ
ど
す
む
べ
き
水
は
有
が
た
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か
ら
ん
と
な
り
。
一
た
び
夕
霧
ゆ
へ
に
け
が
れ
給
へ
る
雲
ゐ
の

雁
の
名
は
き
よ
め
が
た
か
ら
ん
と
也
。
湖
月
抄
に
は
岷
江
入
楚

の
儀
を
用
ゆ
。
所
好
に
し
た
が
ふ
べ
し
。

（『
微
意
』
中
巻
、
行
幸
巻
、
注
記
243
）

稿
者
は
か
つ
て
板
本
『
春
曙
抄
』
の
修
訂
で
『
円
機
活
法
』
の
名
が

抹
消
さ
れ
る
事
例
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る）

（（
（

。
そ
の
一
方
で
、
天
理
本

『
埋
木
』
に
合
綴
さ
れ
る
「
誹
諧
会
法
」
の
「
追
考
」
に
は
、『
円
機
活

法
』
の
名
が
明
示
さ
れ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
そ
の
事
例
と
同
様
に
、

板
本
『
湖
月
抄
』
中
に
は
「
抄
」
な
ど
と
の
み
記
す
『
岷
江
入
楚
』
に

つ
い
て
、
伝
授
書
『
微
意
』
中
に
は
そ
の
名
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
は
、
板
本
で
は
全
て
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
手
の
内
を
、
伝

授
書
に
お
い
て
は
こ
だ
わ
り
な
く
見
せ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
板
本
と
伝
授
書
で
の
季
吟
の
態
度
の
差
が
窺
え
る
好
例
で

あ
る
。

な
お
、『
微
意
』
に
は
、「
私
案
」「
予
案
」
と
し
て
説
を
述
べ
る
箇

所
が
あ
る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
に
他
書
か
ら
の
引
用
の
後
に
自
説
を

述
べ
る
場
合
に
限
ら
れ
、
自
他
の
説
を
区
別
す
る
た
め
の
処
置
で
あ
る
。

も
て
し
づ
め
す
く
よ
か
な
る
う
は
べ
ば
か
り

細
流
云
、
人
は
実
法
ば
か
り
に
て
も
叶
ぬ
物
也
。
花
実
を
相
兼

ず
し
て
は
と
也
。〈
私
案
〉
是
夕
霧
を
ほ
め
給
ふ
詞
也
。
人
の

教
也
。	

（『
微
意
』
中
巻
、
初
音
巻
、
注
記
201
）

七　
『
源
氏
物
語
微
意
』
と
い
う
書
名

最
後
に
、
書
名
に
も
用
い
ら
れ
、
注
記
に
も
た
び
た
び
見
え
る
「
微

意
」の
語
義
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。「
微
意
」は
た
と
え
ば『
大

漢
和
辞
典
』
に
は
、「（
一
）
い
さ
さ
か
の
意
。
己
の
志
の
謙
称
。
微
志
。

微
衷
。〔
中
略
〕（
二
）
お
く
深
い
心
。
微
妙
の
心）

（（
（

」
と
あ
る
。
前
者
は

山
東
京
伝
『
青
楼
昼
之
世
界
錦
之
裏
』
附
言
の
、

予わ
れ

屡
し
ば
〳
〵

妄み
だ
り

の
著ち

よ
じ
ゆ
つ述
を
な
し
、
淫

ど
う
ら
く
な
こ
と
蕩
を
伝つ

た

ふ
る
に
似に

た
れ
ど
も
、

必
か
な
ら
ず

其そ
の

戒
を
忘
れ
ず
、
喜

よ
ろ
こ
び

怒い
か
り

哀
か
な
し
み

楽
た
の
し
む

の
人じ

ん
じ
や
う情
を
述
て
、

勧ぜ
ん
に
す
ゝ
め善

懲あ
く
を
こ
ら
す悪

の
微

す
こ
し
き

意
こ
ゝ
ろ
ざ
し

あ
り）

（（
（

。

を
、
後
者
は
伊
藤
仁
斎
『
童
子
問
』
の
、

註
家
聖
人
微
意
の
在
る
所
を
知
ず
、
乃
前
章
に
於
て
は
之
を
解
し

て
曰
、『
礼
は
中
を
得
る
こ
と
を
貴
ぶ
。
奢
る
と
き
は
則
過
ぐ
。

倹
な
る
と
き
は
則
及
ず
。
二
の
者
皆
礼
に
合
は
ず
』
と
。

又
後
章
を
解
し
て
曰
、『
奢
倹
倶
に
中
を
失
す
。
已
む
こ
と
を
得

ず
し
て
時
の
幣
を
救
ふ
な
り
』
と）

（（
（

。	

（
巻
の
下
、
第
二
十
六
章
）

を
参
考
と
し
て
挙
げ
て
お
こ
う
。
前
述
の
注
記
62
に
は
「
紫
式
部
の
微

意
浅
か
ら
ぬ
わ
ざ
也
」
と
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
「
紫
式
部
の
」
と
あ
る

か
ら
に
は
前
者
の
意
で
は
あ
り
得
な
い
。
ま
た
、
そ
の
他
の
箇
所
で
も
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季
吟
が
「
微
意
」
の
主
体
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
で
は
後
者
か
と
い
う

と
「
浅
か
ら
ぬ
」
と
あ
る
点
が
問
題
と
な
る
。
他
の
注
記
で
も
、
若
紫

巻
の
注
記
36
、

と
よ
ら
の
て
ら
の
に
し
な
る
や

弁
の
君
此
哥
を
う
た
ふ
に
鞍
馬
寺
の
よ
し
あ
る
の
み
に
あ
ら
ず
、

深
き
微
意
あ
り
。

の
傍
線
部
の
よ
う
に
、「
微
意
」
に
は
深
浅
が
あ
り
得
る
こ
と
が
記
さ

れ
る
。
従
っ
て
「
お
く
深
い
心
」
と
理
解
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
特
徴
的
な
用
例
と
し
て
、

人
の
く
に
な
ど
に
侍
る
海
山
の
有
さ
ま

す
ま
明
石
の
巻
か
く
べ
き
微
意
也

（『
微
意
』
上
巻
、
若
紫
巻
、
注
記
34
）

つ
ゝ
ま
し
き
こ
と
な
か
ら
ん
見
付
て
し
が
な

〔
中
略
〕
さ
て
末
摘
花
の
君
を
書
出
ん
と
て
の
微
意
也
。

（『
微
意
』
上
巻
、
末
摘
花
巻
、
注
記
39
）

色
々
の
願
は
た
し
申
べ
き
よ
し
御
使
し
て

水
尾
尽
巻
住
吉
詣
有
べ
き
微
意
也
。

（『
微
意
』
上
巻
、
明
石
巻
、
注
記
103
）

な
ど
の
よ
う
に
、「
書
く
べ
き
」「
微
意
」、「
有
べ
き
」「
微
意
」
と
、

現
在
の
「
伏
線
」
に
近
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
存
在
す
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
文
の
用
例
を
閲
す
る
に
、
本
文
中
の

「
微
意
」
は
「
隠
れ
た
意
図
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
微
」
は
「
隠
す
」
の
義
を
有
す
る
。

し
か
し
、
一
方
で
書
名
の
『
微
意
』
の
「
微
意
」
の
語
義
に
つ
い
て

は
、
別
に
一
考
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。
書
名
に
謙
辞
を
用
い
る
こ
と

は
一
般
的
で
あ
り
、
謙
辞
で
も
あ
り
得
る
「
微
意
」
に
季
吟
が
そ
の
意

を
含
め
な
か
っ
た
と
は
断
じ
え
な
い
。
書
名
に
限
っ
て
は
、「
源
氏
物

語
に
お
け
る
（
紫
式
部
の
）
隠
れ
た
意
図
」
と
「
源
氏
物
語
に
つ
い
て

の
（
季
吟
の
）
微
か
な
意
志
」（
謙
辞
）
の
両
義
を
認
め
る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。

終
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
「
歌
書
伝
受
書
」
お
よ
び
『
源
氏
物
語
微
意
』
の

基
礎
的
研
究
を
行
っ
た
。

『
微
意
』
は
『
湖
月
抄
』
に
比
し
て
先
行
諸
注
か
ら
の
引
用
が
少
な
く
、

季
吟
の
源
氏
物
語
理
解
を
察
知
す
る
に
格
好
の
資
料
で
あ
る
。
従
来
、

季
吟
の
学
問
に
つ
い
て
は
板
本
の
記
述
を
も
っ
て
諸
注
集
成
の
側
面
が

強
調
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
理
解
に
つ
い
て
も
再
考
を
迫
る
資
料

と
い
え
よ
う
。

次
稿
で
は
、
季
吟
周
辺
の
『
源
氏
物
語
』
関
連
書
に
つ
い
て
、
写
本

類
を
中
心
に
、
個
別
具
体
的
な
調
査
報
告
と
考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
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注（１
）「
歌
書
伝
受
書
」
全
体
に
触
れ
る
研
究
と
し
て
、
野
村
貴
次
『
北
村
季
吟

の
人
と
仕
事
』（
新
典
社
、
昭
52
・
11
）、
同
『
北
村
季
吟
古
注
釈
集
成
解
説

　

季
吟
本
へ
の
道
の
り
』（
新
典
社
、
昭
58
・
3
、
北
村
季
吟
古
註
釈
集
成

別
1
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
の
「
第
三
章　

人
と
仕
事
」、
後
者
の
「
第

四
章　

継
ぐ
べ
か
り
し
人
正
立
」
に
特
に
詳
し
い
。

ま
た
、
影
印
・
解
題
は
以
下
の
資
料
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
塗
箱
は
前
者

で
確
認
で
き
る
。

・
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
古
典
籍
・
貴
重
書
資
料
展
覧
会
実

施
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
『
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
貴
重
書
展

　

書
物
が
伝
え
る
日
本
の
美
―
―
書
写
と
印
刷
文
化
―
―
』（
日
本
大
学
総

合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
、
平
13
・
10
）。

・
古
典
籍
資
料
目
録
編
集
委
員
会
編
『
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
所

蔵　

古
典
籍
資
料
目
録
5
―
―
歌
書
編
（
三
）
―
―
』（
日
本
大
学
総
合
学

術
情
報
セ
ン
タ
ー
、
平
20
・
3
）。

な
お
、
塗
箱
は
仕
切
板
で
左
右
に
区
切
ら
れ
て
い
る
。
寸
法
は
蓋
が
縦
三

七
・
八
糎
×
横
二
六
・
二
糎
×
高
さ
一
五
・
〇
糎
、箱（
内
部
）が
縦
二
三
・

八
糎
×
横
一
七
・
四
糎
×
深
さ
一
五
・
四
糎
で
あ
り
、
台
座
の
高
さ
が
三
・

五
糎
で
あ
る
。

（
２
）『
教
端
抄
』
は
、
片
桐
洋
一
編
『
教
端
抄
：
初
雁
文
庫
本
古
今
和
歌
集
』

（
新
典
社
、
昭
54
・
11
）
に
初
雁
文
庫
本
の
影
印
と
片
桐
洋
一
氏
の
「
解
説
」

が
、『
古
今
拾
穂
抄
』（
勉
誠
出
版
、
平
20
・
11
、
古
今
集
注
釈
書
影
印
叢
刊
）

に
川
上
新
一
郎
氏
蔵
本
の
影
印
と
川
上
新
一
郎
氏
の
「
解
説
」
が
備
わ
る
。

川
上
新
一
郎
「
北
村
季
吟
『
古
今
拾
穂
抄
』
に
つ
い
て
―
―
教
端
抄
の
成
立

―
―
」『
斯
道
文
庫
論
集
』（
第
41
輯
、
平
19
・
2
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。
ま

た
、
島
内
景
二
「
第
Ⅱ
章　

六
義
園
の
心
と
は
」『
柳
沢
吉
保
と
江
戸
の
夢
』

（
笠
間
書
院
、
平
21
・
8
）
に
も
日
大
本
『
教
端
抄
』
へ
の
言
及
が
あ
る
。

以
下
に
、
日
大
本
『
教
端
抄
』
第
七
冊
末
尾
に
記
さ
れ
る
跋
文
を
翻
刻
す

る
。
こ
れ
は
他
の
伝
本
に
は
見
え
な
い
記
述
で
あ
る
。

逍
遊
軒
貞
徳
老
人
は
源
氏
物
語
を
東九
条
殿
稙
通
公

光
院
殿
に
承
り
て
孟
津
抄
を
書
写

し
て
奥
書
を
も
申
給
は
り
細
川
玄
旨
法
印
に
哥
の
引
直
し
を
か
う
ふ
り

詠
歌
大
概
百
人
一
首
伊
勢
物
語
を
も
購
読
の
席
に
つ
ら
な
り
古
今
和
歌

集
の
清
濁
を
も
伝
授
仕
り
し
人
な
れ
は
其
門
人
に
く
は
ゝ
り
て
詠
歌
大

概
は
伊
勢
小
町
等
の
類
な
り
と
い
へ
る
所
の
切
紙
を
も
伝
は
れ
り
百
人

一
首
は
五
哥
の
秘
訣
伊
勢
物
語
は
七
ヶ
の
大
事
ま
て
問
聞　

源
氏
の

三
ヶ
の
大
事
も
彼
家
の
止
観
の
説
を
伝
授
せ
し
古
今
和
歌
集
は
清
濁
句

読
は
こ
ま
や
か
に
伝
え
蓮
心
院
聞
書
栄
雅
抄
な
と
ま
て
伝
へ
な
か
ら
年

齢
い
ま
た
〈
廿
九
歳
〉
四
十
歳
に
及
は
す
と
て
三
鳥
三
ヶ
大
事
等
は
ゆ

る
さ
れ
ぬ
ほ
と
に
八
十
六
歳
に
て
う
せ
侍
り
き
霊
瑞
院
権
大
僧
都
法
印

〈
従
高
或
号
暫
酔
〉
は
東
泰
院
大
僧
正
〈
光
従
〉
の
第
二
子
な
る
に
父

君
よ
り
和
泉
の
堺
の
く
え
ん
か
う
寺
祐
心
坊
か
牡
丹
花
老
人
の
古
今
伝

授
を
授
け
た
り
し
を
受
伝
は
り
七
条
道
場
の
一
華
堂
切
臨
に
二
条
家
流

　

議
（
マ
マ
）の
諸
家
の
説
を
聞
冷
泉
家
の
儀
を
も
伺
ひ
其
抄
物
数
巻
を
う
つ
し
と

り
貞
徳
老
人
に
も
親
煮
（
マ
マ
）し
て
江
別
長
浜
の
大
通
寺
を
隠
居
の
ゝ
ち
高
倉

の
六
角
浅
井
氏
の
家
に
や
と
り
て
和
歌
誹
諧
を
友
に
て
あ
か
し
く
ら
し

給
へ
り
し
に
や
つ
か
れ
二
日
閑
話
の
つ
ゐ
て
に
彼
貞
徳
に
伝
え
の
こ
せ

し
ほ
と
に
老
人
に
別
侍
し
歎
き
を
愁
申
せ
し
か
は
い
た
く
な
侘
そ
我
伝

て
ん
と
の
給
ひ
て
祇
注
一
華
抄
其
外
諸
家
の
抄
物
ま
て
誰
に
か
見
せ
て

伝
ふ
へ
き
と
て
の
こ
ら
す
授
け
血
脈
相
承
ま
て
に
ま
こ
と
に
浅
か
ら
ぬ

情
千
尋
に
も
限
る
へ
か
ら
す
其
故
に
教
端
抄
に
師
説
と
て
書
つ
る
事
と

も
に
貞
徳
口
授
の
所
も
あ
り
お
ほ
く
は
此
従
高
法
印
の
説
な
り
け
り
此

法
印
水
無
瀬
大
納
言
に
近
き
ゆ
か
り
也
万
里
小
路
大
納
言
い
も
う
と
の
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故
に
い
と
し
た
し
か
り
し
二
条
太
閤
〈
康
通
公
誹
諧
名
千
丸
〉
叔
父に

お

は
し
ま
せ
は
折
々
和
哥
誹
諧
連
歌
の
会
な
と
有
し
氷
場
の
音
羽
川
の
辺

に
幽
居
の
後
は
か
や
う
の
人
々
に
も
さ
し
て
交
は
ら
す
平
生
か
ら
や
ま

と
の
ふ
み
を
か
た
は
ら
さ
ら
ぬ
も
の
と
し
給
ひ
て
只
や
つ
か
れ
を
ま
つ

は
し
か
た
ら
ひ
給
ひ
つ
る
身
の
終
り
ち
か
く
覚
え
給
ひ
し
果
に
は
ひ
ん

か
し
の
六
条
土
手
町
と
い
ふ
所
に
か
く
れ
か
し
て
仏
の
み
な
を
事
と
し

て
年
比
の
詠
草
三
四
冊
有
し
を
も
か
の
浄
弁
か
焼
捨
に
け
る
心
高
さ
を

こ
ひ
ね
か
ひ
て
は
ふ
ら
れ
な
ん
ひ
つ
き
の
中
に
随
身
せ
ん
と
遺
言
し
て

つ
ゐ
に
其
ほ
い
の
こ
と
く
と
り
を
こ
な
ひ
侍
し
適
物
の
は
し
に
か
き
給

ひ
つ
る
う
た
よ
み
か
は
せ
し
詠
草
な
と
の
残
り
と
ゝ
ま
れ
る
か
五
六
七

首
侍
る
を
み
る
に
今
の
世
の
さ
か
り
に
こ
の
み
よ
む
人
々
の
及
は
ぬ
所

に
な
ん
有
け
る
お
し
む
へ
し
〳
〵
い
か
に
透
（
マ
マ
）逸
の
あ
ま
た
侍
け
ん
其
好

め
る
風
体
心
は
へ
は
此
抄
の
所
々
に
古
哥
を
注
釈
し
給
へ
る
詞
の
末
に

て
を
し
は
か
る
へ
し
流
俗
の
た
く
ひ
に
は
侍
ら
さ
る
へ
し

こ
の
跋
文
は
多
く
の
情
報
を
含
む
が
、
こ
こ
で
は
以
下
の
三
点
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

一
点
目
は
、
季
吟
は
貞
徳
か
ら
『
源
氏
物
語
』
の
「
三
ヶ
の
大
事
」
を
伝

授
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
湖
月
抄
』「
凡
例
」
に
「
此
物
語
の

口
伝
等
再
聞
し
侍
し
」
と
あ
る
「
口
伝
等
」
は
、
具
体
的
に
は
「
三
ヶ
の
大

事
」
を
含
む
こ
と
が
判
明
す
る
。

二
点
目
は
、『
教
端
抄
』
に
記
す
「
師
説
」
の
多
く
は
従
高
の
説
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
片
桐
氏
は
前
掲
「
解
説
」
で
、「
季
吟
が
最
も
重
ん
じ
、

み
ず
か
ら
の
解
釈
を
支
え
る
大
き
な
柱
に
し
た
の
は〔
中
略
〕宗
祇
説
と
、「
貞

徳
云
…
…
」
と
か
「
師
云
…
…
」
と
い
う
形
で
引
か
れ
て
い
た
松
永
貞
徳
の

説
」
と
述
べ
ら
れ
る
が
、「
師
説
」
は
多
く
従
高
の
説
で
あ
る
た
め
、
再
考

の
余
地
が
あ
る
。

三
点
目
は
、
季
吟
が
古
今
伝
授
は
四
十
歳
ま
で
許
さ
れ
な
い
と
理
解
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
榎
坂
浩
尚
氏
は
「
湖
春
研
究
」『
北
村
季
吟
論
考
』

（
新
典
社
、
平
8
・
6
）
で
、

湖
春
が
古
今
伝
授
を
父
か
ら
受
け
た
の
は
、

古
今
和
歌
集
伝
授
一
十
之
式
目
令
違
背
者
左
之
誓
文
之
罰
歴
前
可

罷
蒙
者
也
敬
白
誓
戒
文
梵
天
帝
釈
四
大
天
王
惣
而
日
本
国
中
六
十

余
州
大
小
神
祇
別
而
住
吉
玉
津
鳴
両
所
大
明
神
天
満
神
等
神
罰
冥

罰
深
厚
可
罷
蒙
者
也

貞
享
〈
丁
／
卯
〉
歳
四
月
十
八
日

北
村
湖
春

北
村
季
吟
様

と
あ
る
通
り
、
こ
れ
は
江
戸
に
召
さ
れ
る
二
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
季

吟
の
子
息
と
し
て
、
歌
学
に
よ
り
強
い
志
向
を
も
っ
て
お
れ
ば
、
も
っ

と
早
く
古
今
伝
授
を
受
け
て
い
た
筈
で
あ
る	

（
97
頁
）

と
述
べ
、「
湖
春
に
は
、
季
吟
ほ
ど
の
歌
学
へ
の
執
心
は
見
ら
れ
」（
84
頁
）

な
い
こ
と
の
証
左
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
湖
春
の
生
年
は
慶
安
元
年
（
一
六

四
八
）
が
有
力
と
考
え
ら
れ
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
は
四
十
歳
で
あ

る
。
湖
春
が
四
十
歳
に
な
る
や
否
や
、
古
今
伝
授
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

む
し
ろ
歌
学
へ
の
志
は
強
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
と
は
全
く
逆
転
す
る
の

で
あ
る
。

（
３
）
辻
勝
美
・
那
須
陽
一
郎
「
日
本
大
学
所
蔵
『
十
如
是
和
歌
集
』
に
つ
い

て
―
―
翻
刻
紹
介
・
付
初
句
索
引
―
―
」（『
語
文
』（
日
本
大
学
）、
第
123
輯
、

平
17
・
12
）
に
『
十
如
是
和
歌
集
』
の
翻
刻
・
解
題
が
備
わ
る
。

（
４
）
山
岸
徳
平
編
『
八
代
集
全
註　

第
一
・
二
巻
』（
有
精
堂
出
版
、
昭
35
・

7
）
に
「
枕
草
子
春
曙
抄
口
訣
」
を
除
い
た
『
八
代
集
口
訣
』
の
翻
刻
と
山

岸
氏
の
解
説
が
、
新
古
今
集
古
注
集
成
の
会
編
『
新
古
今
集
古
注
集
成　

近
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世
旧
注
編
3
』（
笠
間
書
院
、
平
12
・
2
）
に
「
新
古
今
和
歌
集
口
訣
」「
新

古
今
集
口
訣
追
加
」
の
翻
刻
と
青
木
賢
豪
氏
の
解
題
が
、
野
村
貴
次
『
北
村

季
吟
の
人
と
仕
事
』（
444
～
447
頁
）
に
「
枕
草
子
春
曙
抄
口
訣
」
の
翻
刻
が

備
わ
る
。

（
５
）『
新
勅
撰
和
歌
集
口
実
』
に
つ
い
て
は
、
野
村
貴
次
「
第
三
章　

人
と
仕

事　

第
二
節　

献
上
と
『
新
勅
撰
和
歌
集
口
実
』」『
北
村
季
吟
の
人
と
仕
事
』

に
詳
し
い
。
ま
た
、
関
連
す
る
論
考
と
し
て
、
那
須
陽
一
郎
「『
訳
和
和
歌
集
』

享
受
の
様
相
―
―
『
新
勅
撰
和
歌
集
口
実
』
を
中
心
と
し
て
―
―
」『
日
本

大
学
大
学
院
国
文
学
専
攻
論
集
』
第
2
号
、
平
17
・
9
）
が
あ
る
。

（
６
）
所
蔵
番
号
：
〇
一
―
一
四
。
原
本
閲
覧
停
止
中
の
た
め
、
実
物
は
未
見
。

宮
川
葉
子
『
柳
澤
家
の
古
典
学
（
下
）
―
文
芸
の
諸
相
と
環
境
―
』（
青
簡
舎
、

平
24
・
2
）
に
翻
刻
・
解
題
が
備
わ
る
。
以
下
、
切
紙
の
呼
称
は
宮
川
氏
に

従
う
。
ま
た
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
マ
イ
ク
ロ
請

求
記
号
：350-1-8-E

）
を
所
蔵
し
て
い
る
。

（
７
）『
古
今
集
并
歌
書
品
々
御
伝
受
御
書
付
』
の
塗
箱
は
以
下
の
図
録
や
柳
沢

文
庫
の
図
録
で
確
認
で
き
る
。

・
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
編
『
特
別
展　

北
村
季
吟
』（
昭
53
・
5
、
近
江

先
覚
者
シ
リ
ー
ズ
⑥
）、（
白
黒
）

・
銅
鐸
博
物
館
（
野
洲
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
）
編
『
町
制
四
十
周
年
記
念
特

別
展
図
録　

北
村
季
吟
―
―
俳
諧
・
和
歌
・
古
典
の
師
―
―
』（
平
7
・
10
）、

（
白
黒
、
37
頁
）

・
野
洲
市
歴
史
民
俗
博
物
館
（
銅
鐸
博
物
館
）
編
『
野
洲
市
誕
生
記
念
企
画
展

図
録　

北
村
季
吟
―
―
没
後
三
〇
〇
年
記
念
展
―
―
』（
平
17
・
4
）、（
口

絵
・
カ
ラ
ー
、
（7）
頁
、
白
黒
、
31
頁
）

ま
た
、『
楽
只
堂
年
録　

第
三
』（
八
木
書
店
、
平
26
・
6
、
史
料
纂
集
古

記
録
編
）
の
口
絵
に
も
カ
ラ
ー
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
季
吟
周
辺
の
古
今
伝
授
に
つ
い
て
は
、
日
下
幸
男
『
近
世
古
今
伝
授
史

の
研
究　

地
下
篇
』（
新
典
社
、
平
10
・
10
）
に
詳
し
い
。

（
９
）
以
下
、『
楽
只
堂
年
録
』
の
引
用
は
、『
楽
只
堂
年
録　

第
三
』（
八
木
書

店
、
平
26
・
6
、
史
料
纂
集
古
記
録
編
）
に
拠
る
。

（
10
）
平
沼
文
庫
、
請
求
記
号
：
二
一
〇
五
九
。
写
本
。
列
帖
装
。
横
本
。
縦

一
〇
・
〇
糎
×
横
一
九
・
五
糎
。
墨
付
丁
数
12
丁
。
8
丁
オ
に
、
季
吟
か
ら

朱
線
を
引
き
、
以
下
の
人
々
に
伝
授
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

　

湖
春
〈
貞
享
四
年
四
月
十
八
日
〉

　

正
立
〈
元
禄
二
年
十
二
月
十
九
日
〉

（
稿
者
注
：「
二
年
」
以
降
を
一
度
消
し
て
い
る
か
。）

五
之
丸
様
〈
元
禄
五
年
三
月
五
日
〉（
稿
者
注
：
一
字
台
頭
）

　

吉
保
〈
元
禄
十
三
年
九
月
二
十
七
日
／
松
平
美
濃
守
〉

　

直
重
〈
元
禄
十
四
年
九
月
五
日
／
黒
田
豊
前
守
〉

（
稿
者
注
：
黒
田
直
邦
の
こ
と
。）

　

湖
元
〈
宝
永
元
年
四
月
六
日
〉

　

季
任
〈
同
年
同
月
同
日
〉

ま
た
、
直
前
に
『
古
今
集
并
歌
書
品
々
御
伝
受
御
書
付
』
の
「
師
伝
之
血

脈
二
通
」
と
同
様
の
血
脈
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
貞
徳
の
項
目
に
「
貞
徳

ハ
非
直
伝
／
箱
伝
受
也
」
と
あ
る
こ
と
は
「
師
伝
之
血
脈
二
通
」
と
の
大
き

な
差
違
と
い
え
よ
う
。「
師
伝
之
血
脈
二
通
」に
は
同
様
の
記
述
は
な
い
。「
師

伝
之
血
脈
二
通
」
の
「
女
説
口
伝
」
の
裏
書
に
「
世
上
ニ
箱
伝
授
ニ
モ
血
脈

ナ
ケ
レ
ハ
真
実
之
古
今
伝
受
ト
ハ
云
ヘ
カ
ラ
ス
ト
師
伝
也
」
と
あ
る
こ
と
を

併
せ
考
え
る
と
、
季
吟
の
配
慮
を
読
み
取
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。

な
お
、
正
立
の
項
に
つ
い
て
は
、
本
資
料
の
5
丁
ウ
に
「
三
鳥
之
口
伝
」

の
奥
書
と
し
て
、「
右
以
師
伝
之
趣
授
与
正
立
生
者
也
。
明
十
日
東
行
／
之

節
依
無
寸
隙
而
使
正
立
生
書
写
以
加
奥
書
／
而
已
／
元
禄
二
年
十
二
月
九
日
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北
村
季
吟
〈
朱
印
〉」
と
あ
る
通
り
、
元
禄
二
年
十
二
月
九
日
に
伝
え
ら

れ
た
と
み
ら
れ
る
。
文
字
を
消
し
た
跡
が
あ
り
、
意
図
は
不
明
で
あ
る
が
、

何
者
か
に
よ
る
修
正
が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
黒
田
直
邦
へ
の
古
今
伝
授
が
元
禄
十
四
年
九
月
五
日
に
行
わ
れ

た
こ
と
が
本
資
料
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。『
楽
只
堂
年
録
』
に
よ
る
と
、
吉

保
は
元
禄
十
三
年
八
月
十
五
日
に
「
詩
歌
の
会
」（
季
吟
・
北
村
湖
元
、
参
会
）、

元
禄
十
四
年
同
月
同
日
に
も
「
詩
歌
の
会
」（
季
吟
・
正
立
・
湖
元
、
参
会
）、

元
禄
十
五
年
同
月
同
日
に
は
「
和
歌
の
会
」（
季
吟
・
湖
元
、
参
会
）
を
開

催
し
て
い
る
。
吉
保
は
元
禄
十
二
年
以
前
の
同
月
同
日
に
は
詩
歌
に
関
わ
る

会
を
開
催
し
て
お
ら
ず
、「
詩
歌
（
和
歌
）
の
会
」
の
開
催
は
吉
保
へ
の
古

今
伝
授
が
元
禄
十
三
年
九
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
た
こ
と
と
軌
を
一
に
し
て

い
る
。
黒
田
直
邦
は
古
今
伝
授
を
受
け
た
後
の
元
禄
十
五
年
の
「
和
歌
の
会
」

で
初
め
て
参
会
し
て
お
り
、
こ
れ
も
ま
た
古
今
伝
授
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。

な
お
、
正
立
は
元
禄
十
五
年
八
月
二
十
一
日
に
没
し
た
。

『
北
村
季
任
聞
書
』
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
季
吟
研
究
上
、
重
要

な
記
述
が
あ
る
た
め
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

（
11
）
宮
川
葉
子
氏
は
『
楽
只
堂
年
録
』
の
記
事
と
併
せ
、「
七
月
十
二
日
に
、

吉
保
は
季
吟
か
ら
新
た
に
四
箇
条
の
切
紙
講
釈
を
受
け
、
季
吟
の
切
紙
を
借

り
て
書
写
、
十
六
日
に
季
吟
の
認
証
を
得
た
」（
注
（
６
）
掲
出
書
、
90
頁
）

と
推
定
す
る
。

（
12
）
冊
数
の
面
か
ら
見
る
と
、
十
月
の
年
紀
を
有
す
る
も
の
が
9
冊
、
十
一

月
の
も
の
が
9
冊
、
不
明
1
冊
と
な
り
、
冊
数
は
ほ
ぼ
半
分
ず
つ
に
分
か
れ

る
が
、
墨
付
丁
数
で
は
十
月
分
が
八
五
八
丁
、
十
一
月
分
が
一
三
〇
〇
丁
で

あ
り
、
そ
の
差
は
大
き
い
。
ま
た
、
再
度
の
古
今
伝
授
の
記
事
が
『
楽
只
堂

年
録
』
の
七
月
十
二
日
条
に
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
か
ら
起
算
す
る
と
十

月
分
は
お
よ
そ
3
ヶ
月
で
9
冊
（
八
五
八
丁
）、
後
者
は
1
ヶ
月
で
9
冊
（
一

三
〇
〇
丁
）
の
書
写
を
行
っ
た
こ
と
に
な
り
、
不
自
然
で
あ
る
。
別
に
要
因

を
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
13
）「
五
之
丸
様
」（
五
丸
様
）
が
瑞
春
院
（
お
伝
の
方
）
で
あ
る
こ
と
は
、

川
上
氏
が
注
（
２
）
掲
出
書
「
解
説
」
で
指
摘
し
て
い
る
。『
楽
只
堂
年
録
』

に
も
「
五
之
丸
様
」
と
記
さ
れ
る
。

（
14
）
林
述
斎
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜　

第
18
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭

40
・
12
）、
巻
第
千
二
百
十
八
。

（
15
）
注
（
10
）
の
通
り
、
綱
吉
の
名
は
見
え
な
い
。
従
来
、
綱
吉
の
記
録
で

あ
る
『
常
憲
院
殿
御
実
紀
』
に
古
今
伝
授
の
記
事
が
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
綱
吉
に
古
今
伝
授
を
行
っ
て
い
な
い
と
す
る
と
、
こ
の
問
題
は

解
決
す
る
。

（
16
）
他
に
も
、
本
書
冒
頭
の
「
古
今
和
歌
集
伝
受
制
法
」
が
、
従
高
自
筆
と

み
ら
れ
る
無
窮
会
蔵
『
古
今
和
歌
集
伝
受
制
法
』（
平
沼
文
庫　

請
求
記
号
：

一
〇
七
五
四
）
と
一
致
す
る
こ
と
や
、
本
書
に
記
さ
れ
る
「
誓
戒
文
」
が
湖

春
の
「
誓
戒
文
」
の
文
章
と
一
致
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
本
書
の
信
頼
性

の
高
さ
が
窺
え
る
。

（
17
）
野
村
貴
次
『
北
村
季
吟
の
人
と
仕
事
』「
第
三
章　

人
と
仕
事　

第
一
節

　

伝
授
と
『
源
氏
物
語
微
意
』」、
初
出
「
季
吟
の
傳
授
観
―
―
晩
年
の
歌
書

一
二
に
よ
る
試
論
―
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』、
昭
49
・
10
）。

（
18
）他
に
、野
村
貴
次『
北
村
季
吟
古
注
釈
集
成
解
説　

季
吟
本
へ
の
道
の
り
』

「
第
四
章　

継
ぐ
べ
か
り
し
人
正
立
、
Ⅰ　

川
越
少
将
と
正
立
翁
」
に
お
い

て
も
、
若
干
触
れ
ら
れ
る
。

（
19
）
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
：
チ06	03890	0029	0002

。

（
20
）
野
村
貴
次
『
北
村
季
吟
の
人
と
仕
事
』、
456
頁
。

（
21
）『
八
代
集
抄
』
に
つ
い
て
は
山
岸
徳
平
編
『
八
代
集
全
註　

第
一
・
二
巻
』

「
解
説
」
に
、『
万
葉
拾
穂
抄
』
に
つ
い
て
は
野
村
貴
次
『
北
村
季
吟
の
人
と
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仕
事
』「
第
二
章　

仕
事　

第
四
節
『
万
葉
拾
穂
抄
』」
に
指
摘
が
あ
る
。
た

だ
し
、
野
村
氏
の
指
摘
は
日
大
本
を
用
い
て
の
も
の
で
は
な
い
。

（
22
）
欠
損
の
た
め
、
人
偏
の
み
見
え
る
。『
河
海
抄
』
に
よ
り
補
う
。

（
23
）『
湖
月
抄
』
の
引
用
に
際
し
て
は
、『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』（
新
典
社
、
昭

52
・
7
～
53
・
7
、
北
村
季
吟
古
註
釈
集
成
7
～
17
）
を
用
い
た
。
同
書
の

底
本
は
早
印
本
で
は
あ
る
が
、
一
部
に
野
村
氏
の
操
作
が
加
わ
る
た
め
、
他

の
伝
本
も
適
宜
参
照
し
、
異
同
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

（
24
）『
岷
江
入
楚
』
の
「
僧
都
引
出
物
を
申
さ
る
ゝ
也
」
の
注
記
は
、「
秘
」

の
肩
付
で
項
目
の
末
尾
に
あ
る
た
め
、『
岷
江
入
楚
』
で
の
「
河
」
の
肩
付

の
脱
落
等
は
想
定
す
る
必
要
が
な
い
。

（
25
）
松
本
大
「『
湖
月
抄
』
の
注
記
編
集
方
法
―
―
『
岷
江
入
楚
』
利
用
と
『
河

海
抄
』
引
用
に
つ
い
て
―
―
」（『
詞
林
』
第
54
号
、
平
25
・
10
）。

（
26
）
拙
稿
「『
枕
草
子
春
曙
抄
』
に
お
け
る
類
書
の
利
用
と
そ
の
隠
匿
―
―
『
円

機
活
法
』『
事
文
類
聚
』
を
中
心
に
―
―
」（『
詞
林
』
第
51
号
、
平
24
・
4
）。

（
27
）
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』（
大
修
館
書
店
、
昭
32
・
3
。
修
訂
第
二
版
、

平
元
・
7
）、
巻
四
、
911
頁
。

（
28
）
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
刊
。『
洒
落
本
大
成　

第
十
六
巻
』（
中
央
公

論
社
、
昭
57
・
5
）。

（
29
）
宝
永
四
年
刊
。
当
該
章
は
元
禄
六
年
成
立
と
み
ら
れ
る
。『
近
世
思
想
家

文
集
』（
岩
波
書
店
、
昭
41
・
6
、
日
本
古
典
文
学
大
系
97
）。

※
引
用
に
際
し
て
、
割
書
・
小
書
・
肩
付
は
〈
〉
で
、
改
行
は
／
で
示

し
た
。
字
体
は
通
行
の
も
の
に
改
め
、
濁
点
や
句
読
点
、
訓
点
を
適

宜
附
し
た
。『
源
氏
物
語
微
意
』
の
注
記
は
翻
刻
の
通
し
番
号
で
所

在
を
示
し
た
。
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『
古
今
集
并
歌
書
品
々
御
伝
受
之
書
』
奥
書
一
覧

【
凡
例
】

一
、
底
本
の
翻
刻
に
際
し
て
は
、
可
能
な
限
り
原
文
の
ま
ま
と
す
る

こ
と
を
原
則
と
し
、
改
行
・
清
濁
・
誤
字
・
脱
字
な
ど
に
操
作
を

加
え
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
字
体
は
適
宜
通
行
の
も

の
に
改
め
た
。

一
、
丁
移
り
の
際
に
は
、
行
末
に
「
」
Ｘ
丁
オ
（
も
し
く
は
ウ
）」
と
、

丁
数
と
丁
の
表
裏
を
示
し
た
。

一
、
そ
の
他
、
備
考
を
「（
）」
で
、
書
写
者
を
【
】
で
示
し
た
。

【
翻
刻
】

『
教
端
抄
』
第
一
冊　

巻
末

第
一
巻
奥
書

　

元
禄
六
年
正
月
廿
二
日
始
述
作
之
三
月
六
日
書
畢	

湖
春

」
140
丁
オ

第
二
巻
奥

　

元
禄
六
年
四
月
二
日
書
畢	
湖
春

元
禄
十
年
九
月
五
日
染
筆
而
霜
月
十
五
終
此
一
巻	

季
吟

元
禄
十
四
年
辛
巳
二
月
社
日
書
向
南
亭
梅
花
下	

再
昌
院
法
印

」
140
丁
ウ

【
以
上
、
書
写
者
筆
】

『
教
端
抄
』
第
八
冊　

141
丁
オ　

仮
名
序
末
尾

元
禄
十
四〈
辛
巳
〉年
十
二
月
廿
七
日
寒
梅
映
雪
閑
窓
下
書
之〈
墨

付
七
十
一
枚
〉	

」
141
丁
オ

【
以
上
、
書
写
者
筆
】

『
教
端
抄
』
第
八
冊　

巻
末

元
禄
十
五
年
〈
壬
午
〉
正
月
上
元
日
終
書
写
之
功
今
日
故
湖
春
忌

月
也

	

再
昌
院
法
印
季
吟
七
十
九
歳

朱
印
有

」
175
丁
オ

	

【
以
上
、
書
写
者
筆
】

古
今
教
端
抄
者
雖
家
伝
之
奥
秘
而
子
孫

之
外
堅
固
不
免
他
見
今
也
川
越
少
将
殿
此

道
之
数
奇
深
切
以
懇
望
不
浅
不
堪
其
厚

志
之
感
而
終
応
其
需
者
也
仍
加
奥
書
畢

元
禄
十
五
年
十
一
月
十
八
日　

再
昌
院
法
印
（
朱
丸
印
・
七
松
）

」
175
丁
ウ

【
以
上
、
季
吟
筆
】

『
十
如
是
和
歌
集
』
巻
末

元
禄
元
年
十
月
五
日
依
冷
泉
中
将
〈
為
綱
朝
臣
〉
御
所
望

抄
出
于
新
玉
津
嶋
菊
籬
下
畢　

仙
洞
御
月
次
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和
歌
冷
泉
中
将
出
題
即
此
十
首
之
題
也
依
之

令
考
之
去
三
日
被
仰
渡
於
今
出
河
之
亭
者	

」
24
丁
オ

也
〈
彼
本
陸
奥
紙
小
本
〉	

北
村
季
吟

（
半
行
空
）

元
禄
二
年
正
月
十
五
日
依
清
水
谷
黄
門
〈
実
葉
卿
〉

御
所
望
之
旨
重
馳
禿
筆
於
新
玉
津
嶋
之
梅
花

下
聊
有
前
後
損
益
者
也
〈
此
本
蝋
地
鳥
子
八
半
之
小
本
〉

同
年
閏
正
月
六
日	

七
松
処
士【

以
上
、
書
写
者
筆
】

（
半
行
空
）

依
川
越
少
将
殿
御
懇
望
奉
免
書
写
矣

元
禄
十
五
年
十
一
月
十
八
日	

再
昌
院
法
印
（
朱
丸
印
・
七
松
）

」
24
丁
ウ

【
以
上
、
季
吟
筆
】

『
八
代
集
口
訣
』
30
丁
ウ

（
新
古
今
和
歌
集
口
訣
の
後
、
新
古
今
集
口
訣
追
加
の
前
）

右
八
色
抄
之
内
註
口
訣
之
処
々
為
後
学
好
事
者

筆
之
畢
不
可
有
外
見
耳

元
禄
十
年
閏
二
月
時
正
日　
　

北
村
法
眼
季
吟	

」
30
丁
ウ

【
以
上
、
書
写
者
筆
】

『
八
代
集
口
訣
』
巻
末

雖
私
家
之
深
秘
依
懇
情
不
浅

而
不
堪
感
心
奉
免
御
書
写
矣

元
禄
十
五
年
陽
月
十
四
日
法
印
季
吟
（
朱
丸
印
・
七
松
）

河
越
少
将
殿	

」
40
丁
ウ

【
以
上
、
季
吟
筆
】

『
新
勅
撰
和
歌
集
口
実
』
第
四
冊　

巻
末

新
勅
撰
集
者
京
極
中
納
言
之
和
歌
骨
髄
実

二
条
家
之
正
風
体
而
此
道
之
学
者
不
可
有
不

知
不
可
有
常
不
握
翫
者
也
固
茲
不
顧
浅
才

之
不
堪
老
眼
〈
之
〉
不
明
以
妄
加
註
解
染
禿
毫
而

遺
子
孫
之
教
矣
今
也
奉
感
御
執
学
不
斜

以
免
御
書
写
而
已

元
禄
十
五
年
陽
月
十
四
日　

再
昌
院
法
印
〈
七
十
八
歳
〉（
朱
方

印
・
向
南
）

河
越
少
将
殿	

」
127
丁
ウ

【
以
上
、
季
吟
筆
】

『
万
葉
集
口
訣
』
20
丁
オ

（
秘
訣
の
後
、「
定
家
卿
玄
旨
…
…
〔
桐
火
桶
に
関
す
る
言
及
〕」
の
前
）

右
二
十
一
ヶ
条
万
葉
拾
穂
抄
之
秘
訣
也
為
伝
執
学

之
人
別
所
令
抄
出
也
此
内
久
米
之
若
子
弱
女
之
惑
玉
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勝
間
者
可
為
此
抄
三
箇
乃
大
事
而
已

貞
享
四
年
正
月
十
三
日
書
新
玉
津
島
月
下　
　

季
吟	

」
20
丁
オ

【
以
上
、
書
写
者
筆
】

『
万
葉
集
口
訣
』
巻
末

貞
享
四
〈
卯
〉
年
上
元
日　
　
　
　

新
玉
津
島
寓
居
士

【
以
上
、
書
写
者
筆
】

（
一
行
空
）不

堪
厚
志
奉
感
不
浅
而
不
残
深
秘
者
也

元
禄
十
五
年
十
月
十
四
日　

再
昌
院
法
印
（
朱
方
印
・
向
南
）

川
越
少
将
殿	

」
23
丁
ウ

【
以
上
、
季
吟
筆
】

『
詠
歌
大
概
拾
穂
抄
』
巻
末

右
詠
哥
大
概
拾
穂
抄
以
相
伝
之
師
説
所
註
也

不
軽
有
漏
脱
歟

貞
享
二
年
臘
月
六
日
染
筆
於
新
玉
津
島
庵
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

季
吟【

以
上
、
書
写
者
筆
】

（
一
行
空
）

不
残
師
伝
之
秘
説
奉
授
与
河
越
少
将
殿
畢

	

法
印
季
吟
（
朱
丸
印
・
七
松
）」
144
丁
ウ

【
以
上
、
季
吟
筆
】

『
源
氏
物
語
微
意
』
第
三
冊　

90
丁
ウ
～
91
丁
オ

（
夢
浮
橋
の
後
、「
源
氏
物
語
日
本
紀
准
拠
」
の
前
）

元
禄
七
年
八
月
十
五
日
向
南
月
下
染
筆
而

同
年
十
月
廿
五
日
北
野
影
前
終
功
畢

	

法
眼
季
吟	

」
90
丁
ウ

元
禄
八
年
六
月
三
日
重
而
清
書
之	

」
91
丁
オ

【
以
上
、
書
写
者
筆
】

『
源
氏
物
語
微
意
』
第
三
冊　

巻
末

元
禄
乙
亥
林
鐘
初
六
染
筆
於
近
水
亭
而
欲

伝
児
孫
不
可
有
外
見
者
也

（
一
行
空
）

同
十
一
日
校
合
畢	

七
松
子

【
以
上
、
書
写
者
筆
】

雖
私
家
伝
不
出
窓
外
依
御
執
学

不
浅
奉
免
御
書
写
者
也

元
禄
十
五
年
小
春
吉
祥
日　

季
吟
法
印
（
朱
方
印
・
向
南
）

川
越
少
将
殿	

」
104
丁
オ

【
以
上
、
季
吟
筆
】
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日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
『
源
氏
物
語
微
意　

上
』
翻
刻

【
凡
例
】

一
、
底
本
に
は
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
、
北
村
季
吟

『
源
氏
物
語
微
意　

上
』（
請
求
記
号
：911.104/K

i.68/17

）
を
用
い

た
。

一
、
底
本
の
翻
刻
に
際
し
て
は
、
可
能
な
限
り
原
文
の
ま
ま
と
す
る

こ
と
を
原
則
と
し
、
改
行
・
清
濁
・
誤
字
・
脱
字
な
ど
に
操
作
を

加
え
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
字
体
は
適
宜
通
行
の
も

の
に
改
め
、
意
の
通
じ
な
い
箇
所
に
は
「（
マ
マ
）」
と
傍
記
し
た
。

一
、
丁
移
り
の
際
に
は
、
行
末
に
「
」
Ｘ
丁
オ
（
も
し
く
は
ウ
）」
と
、

丁
数
と
丁
の
表
裏
を
示
し
た
。

一
、『
源
氏
物
語
』
の
巻
が
変
わ
る
箇
所
に
は
、
行
頭
に
丸
括
弧
囲

み
数
字
で
巻
次
を
示
し
た
。
巻
名
が
注
記
同
様
、
一
字
下
げ
で
記

さ
れ
て
お
り
、
注
記
に
紛
れ
易
い
た
め
の
処
置
で
あ
る
。
ま
た
、

注
記
ご
と
に
通
し
番
号
を
付
し
、
行
頭
に
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
番

号
は
上
・
中
・
下
巻
を
通
し
て
用
い
る
。

一
、
そ
の
他
、
備
考
を
「（
）」
で
示
し
た
。

【
翻
刻
】

（
遊
紙
1
丁
）

光
源
氏
物
語
は
む
ら
さ
き
の
色
こ

の
み
な
る
女
手
の
あ
と
な
か
ら
こ
と

は
美
を
つ
く
し
こ
ゝ
ろ
善
つ
く
し
て

わ
か
や
ま
と
み
こ
と
う
た
の
道
の
人
々

こ
れ
を
み
さ
ら
ん
こ
と
を
は
ち
お
も

へ
り
た
ゝ
此
道
の
た
つ
き
と
す
る

の
み
に
あ
ら
す
や
す
み
し
る
君
と
ひ
と

と
の
心
し
ら
ひ
た
ら
ち
ね
の
お
や
と	

」
1
丁
オ

子
の
む
つ
ま
し
み
い
も
せ
の
山
の
た
ゝ

す
ま
ひ
友
ふ
ね
の
行
か
ふ
道
を
教

ゆ
る
ゆ
へ
よ
し
も
い
と
浅
か
ら
す
す
へ

て
こ
ゝ
の
へ
の
大
宮
所
に
今
も
む
か
し

の
ひ
し
り
の
御
代
の
な
ら
は
し
猶
の
こ

り
て
え
ん
に
う
る
は
し
き
み
や
ひ

あ
る
も
此
物
か
た
り
の
世
に
と
ゝ
ま
り

て
も
て
は
や
さ
る
ゝ
ゆ
へ
と
か
や
さ	

」
1
丁
ウ

れ
は
此
国
の
至
宝
こ
れ
に
す
き

た
る
物
あ
ら
し
と
そ
桃
花
の
さ
か

り
な
る
ふ
み
の
は
し
に
も
し
る
し
お

は
し
ま
し
き
其
い
た
れ
る
く
ま
を

き
は
め
ん
こ
と
は
石
山
の
き
れ
は
い
よ

い
よ
か
た
く
あ
ふ
け
は
い
よ
〳
〵
た
か

き
所
な
か
ら
や
つ
か
れ
七
そ
ち
に

あ
ま
る
よ
は
ひ
ま
て
に
八
た
ひ
の
か
う	

」
2
丁
オ

せ
ち
を
と
け
て
人
に
と
ひ
人
に
こ
た
へ
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つ
ゝ
わ
つ
か
に
く
う
つ
き
に
た
る
し
る
し

は
か
り
み
や
つ
か
へ
い
そ
か
は
し
き
い
と

ま
に
ふ
ん
て
を
は
し
ら
し
め
て
源

氏
物
語
の
微
意
と
な
つ
け
て
鐘
愛

の
児
孫
に
あ
た
へ
む
と
な
ら
し
ふ
か
き

窓
の
中
に
ひ
め
を
か
し
め
て
ひ
ろ
き

よ
に
さ
し
出
す
へ
く
も
あ
ら
ぬ
物
な
れ
は	

」
2
丁
ウ

を
ろ
か
に
い
や
し
き
は
ゝ
か
り
を
も
し
ゐ

て
か
へ
り
み
お
も
ふ
へ
き
に
あ
ら
す
と

な
ん	

」
3
丁
オ

（
白
紙
）	

」
3
丁
ウ

源
氏
物
語
微
意

（1）　

桐
壺

1
此
巻
に
て
光
源
氏
生
れ
給
へ
り
此
君
は

桐
壺
の
帝
の
み
こ
に
て
容
貌
閑
雅

に
文
学
の
さ
え
高
く
和
哥
管
絃
の

道
も
す
く
れ
給
へ
れ
と
好
色
に
す
き
給

ひ
さ
ま
〳
〵
奇
怪
の
御
ふ
る
ま
ひ
有
て

終
に
朧
月
夜
の
尚
侍
の
故
に
須
磨
の	

」
4
丁
オ

う
れ
へ
な
と
お
は
し
け
る
事
を
か
き
て

み
る
人
の
い
ま
し
め
と
せ
り
人
と
し
て

敬
の
一
字
を
忘
れ
て
は
身
の
た
め
家
の

た
め
あ
ち
き
な
か
る
へ
し
君
子
の
管
絃

を
た
し
な
む
は
礼
楽
と
て
国
家
を
お
さ

む
る
も
と
な
れ
は
也
和
哥
の
道
も
同
く

国
の
風
俗
を
正
し
士
の
才
を
え
ら
ひ
て

治
国
平
天
下
の
た
す
け
な
る
へ
き
を
か	

」
4
丁
ウ

へ
り
て
相
如
か
文
君
を
い
と
み

（
マ
マ
）し

か
こ
と

く
哥
道
も
花
鳥
の
使
ひ
と
の
み
な
り

ゆ
く
は
敬
な
き
か
故
也
此
物
語
は
全
篇

此
心
は
せ
を
さ
し
は
さ
み
て
見
る
事

紫
式
部
の
本
意
と
か
や

2
や
う
〳
〵
あ
め
の
し
た
に
も
あ
ち
き
な
う

此
草
子
お
も
て
は
好
色
妖
艶
の
こ
と

わ
さ
を
か
き
て
下
に
は
好
色
妖
艶
の
人	

」
5
丁
オ

を
そ
こ
な
ふ
こ
と
を
い
ま
し
め
て
か
み

一
人
よ
り
し
も
万
民
ま
て
こ
ゝ
に
至
て

平
生
を
あ
や
ま
た
さ
れ
と
の
微
意

あ
り
桐
壺
の
帝
さ
し
も
賢
王

な
り
し
た
に
好
色
に
ま
よ
は
せ
給
ひ

て
は
人
の
そ
し
り
を
も
え
憚
ら
せ
給
は

す
上
達
部
殿
上
人
の
目
に
ふ
れ
あ

ま
ね
く
天
下
の
歎
き
と
な
り
て	

」
5
丁
ウ

五
十
年
太
平
の
天
子
な
り
し
唐
帝

も
蜀
に
み
ゆ
き
の
難
に
あ
は
せ
給
へ

り
つ
る
楊
貴
妃
の
た
め
し
も
ひ
き
出
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つ
へ
し
と
書
て
世
々
の
い
ま
し
め
を

た
れ
て
万
人
こ
れ
を
つ
ゝ
し
む
へ
き

心
は
へ
を
し
め
し
侍
る
に
や
此
物
語
を

よ
み
た
る
人
の
お
も
ふ
へ
き
所
な
る
へ
し

3
其
う
ら
み
ま
し
て
や
ら
ん
か
た
な
し	

」
6
丁
オ

天
子
は
民
の
父
母
に
て
仁
愛
を
の
み

た
れ
さ
せ
給
ひ
内
に
恨
み
の
女
な
く

外
に
う
ら
み
の
男
な
く
こ
そ
お
は
し

ま
す
へ
け
れ
か
く
そ
ゝ
ろ
に
色
を
好
ま

せ
給
ひ
て
あ
ま
た
さ
る
ま
し
き
人
の

そ
し
り
恨
み
を
お
は
せ
給
ふ
事
を
書

し
る
し
て
み
る
人
の
い
ま
し
め
と
し
侍

に
や
す
へ
て
尊
貴
の
大
人
に
は
ま
の	

」
6
丁
ウ

あ
た
り
諫
言
を
い
れ
か
た
き
物
也

た
と
ひ
義
臣
有
て
し
ゐ
て
折
檻

を
な
し
奉
る
と
て
も
機
嫌
あ
し
き

時
は
其
か
ひ
な
き
事
お
ほ
し
さ

れ
は
か
や
う
の
物
語
ゑ
さ
う
し
な
と

に
て
何
と
な
く
い
ま
し
め
を
き
て

み
る
人
み
つ
か
ら
発
明
せ
ん
こ
と
を

微
意
に
て
か
け
る
な
る
へ
し

4
そ
れ
に
つ
け
て
世
の
そ
し
り
の
み	

」
7
丁
オ

適
子
衆
子
品
あ
る
へ
き
事
の
い
ま

し
め
な
る
へ
し
父
母
と
し
て
適
子
よ

り
弟
を
愛
し
て
兄
に
ひ
と
し
か
ら

し
む
る
た
め
し
ま
ゝ
有
て
鄭
の

荘
公
の
弟
大
叔
段
母
武
姜
の
寵

に
の
り
て
都
城
百
雉
に
過
た
る
も

終
に
み
た
れ
の
も
と
な
り
し
孤
竹

の
君
の
二
子
の
た
か
ひ
に
ゆ
つ
り
し	

」
7
丁
ウ

た
く
ひ
我
朝
に
も
宇
治
の
み
こ

の
こ
と
き
人
は
よ
に
ま
れ
な
る
へ

き
わ
さ
な
れ
は
父
母
た
る
人
の

心
す
へ
き
所
な
る
へ
し

5
其
と
し
の
夏
み
や
す
ん
所
は
か
な

き
こ
ゝ
ち
に
わ
つ
ら
ひ
て

此
巻
の
最
初
に
此
更
衣
の
う	

」
8
丁
オ

せ
給
ふ
事
を
か
け
る
は
此
物
語
の
本

意
人
間
の
生
者
必
滅
会
者
定
離

の
理
を
し
ら
し
め
ん
た
め
な
る
へ
し

た
ゝ
紅
顔
の
世
路
に
の
み
ほ
こ
り
て

白
骨
と
な
り
ゆ
く
習
ひ
を
忘
る

人
の
い
ま
し
め
な
る
へ
し

6
ひ
と
の
そ
ね
み
ふ
か
く
や
す
か
ら
ぬ
事
お
ほ
く

君
の
寵
あ
れ
は
必
人
の
妬
み
あ
り	

」
8
丁
ウ

其
寵
に
ほ
こ
ら
は
い
か
て
か
恨
み
も
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ふ
か
く
つ
も
り
て
終
に
よ
こ
さ
ま

の
つ
み
に
も
あ
た
り
身
を
も
う
し
な

ひ
侍
ら
さ
ら
ん
ま
こ
と
に
宮
つ
か
へ

人
の
心
す
へ
き
所
な
る
へ
し
桐
壺
更

衣
は
さ
や
う
に
寵
に
ほ
こ
る
心
も
み

え
す
心
は
せ
の
な
た
ら
か
に
め
や

す
く
に
く
み
か
た
か
り
し
人
と
か
け
り	

」
9
丁
オ

且
又
人
か
ら
の
哀
に
情
有
し
御
心

を
う
へ
の
女
房
な
と
も
恋
忍
ひ
あ

へ
り
と
み
え
た
り
そ
れ
す
ら
か
く
そ

ね
み
ふ
か
ゝ
り
き
さ
れ
は
君
の
寵

に
あ
ひ
ぬ
る
人
は
わ
き
て
身
を
へ

り
く
た
り
人
に
情
あ
る
へ
き
心
は
へ

を
物
こ
と
に
さ
き
と
す
へ
し

7
こ
き
て
ん
に
は
久
し
う
上
の
御
局
に
も
ま
う	
」
9
丁
ウ

の
ほ
り
給
は
す
月
の
面
白
き
に
夜
更
る

ま
て
遊
ひ
を
そ
し
給
ふ
な
る
い
と
冷
し
う

物
し
と
き
こ
し
め
す

弘
徽
殿
の
女
御
は
右
大
臣
の
御
む
す
め

一
宮
の
御
母
な
り
し
威
勢
に
ほ
こ
り

給
ふ
故
に
君
上
の
か
ゝ
る
御
歎
き
あ
る

折
節
に
し
も
月
を
め
て
管
絃
な
と

し
給
ひ
つ
ゝ
事
に
も
あ
ら
す
お
ほ
し
け
ち	

」
10
丁
オ

て
も
て
な
し
給
へ
る
事
い
と
あ
ち
き
な
く

ま
さ
な
し
君
か
く
物
し
と
き
こ
し
め
し

諫
ま
せ
給
へ
る
故
に
終
に
人
よ
り
さ
き

に
参
り
給
ひ
東
宮
の
母
女
御
な
り
し

か
と
藤
壺
に
后
宮
を
引
こ
さ
れ
給
へ
り

し
万
人
す
へ
て
わ
か
権
威
に
ほ
こ
る
ま

し
と
の
い
ま
し
め
な
る
へ
し
是
彼
紅
葉

賀
巻
に
て
藤
壺
き
さ
き
に
ゐ
た	

」
10
丁
ウ

ま
へ
る
ゆ
へ
の
微
意
な
り
と
そ

8
此
御
こ
と
に
ふ
れ
た
る
こ
と
に
は
た
う

り
を
も
う
し
な
は
せ
給
ひ

天
下
に
君
と
し
て
は
た
は
ふ
れ
に
も

道
理
を
う
し
な
は
せ
給
は
ん
事
あ
る

ま
し
き
と
の
教
な
る
へ
し
さ
れ
は

周
の
成
王
の
桐
葉
を
も
て
唐
叔
虞

を
封
し
給
ひ
し
戯
れ
を
も
周
公
旦	

」
11
丁
オ

天
子
に
戯
言
な
し
と
て
終
に
唐

叔
虞
を
ま
こ
と
に
封
せ
し
め
給
へ
り
し

は
道
理
を
う
し
な
ふ
ま
し
き
た
め
な
る
へ

し
然
と
も
好
色
の
故
に
は
お
ほ
く
道

理
を
う
し
な
ふ
た
く
ひ
此
桐
壺
の
帝

に
か
き
ら
す
其
た
め
し
今
古
す
く

な
か
ら
す
一
人
貪
戻
な
れ
は
一
国
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乱
を
お
こ
す
と
か
や
上
一
人
道
理
を
失	

」
11
丁
ウ

は
せ
給
は
ゝ
下
万
人
い
か
て
か
み
た
れ

さ
る
へ
か
ら
ん
こ
れ
好
色
の
物
語
に
て

好
色
を
戒
る
微
意
あ
る
事
を
知
へ
し

9
か
よ
ひ
て
み
え
給
ふ
も
に
け
な
か
ら
す
な
ん

な
と
聞
え
つ
け
給
へ
れ
は
お
さ
な
き
心
ち
に

も
は
か
な
き
花
紅
葉
に
つ
け
て
も
こ
ゝ
ろ

さ
し
を
み
え
奉
り
こ
よ
な
う
心
よ
せ

帝
此
御
ゆ
る
し
ま
し
〳
〵
け
る
故
に
か
く	

」
12
丁
オ

心
よ
せ
し
給
ひ
て
終
に
た
か
ひ
の
心
は

せ
を
通
し
給
ひ
つ
ゝ
ま
さ
な
き
事

の
侍
し
こ
と
を
書
て
後
代
に
男
女

の
中
は
お
さ
な
し
と
て
も
其
心
は
へ

あ
る
へ
き
い
ま
し
め
を
た
れ
た
る
な
り

此
藤
壺
に
か
く
心
よ
せ
の
故
に
嫡
妻

葵
上
を
も
御
中
そ
は
〳
〵
し
か
り
し

夫
婦
の
和
せ
さ
る
は
人
倫
の
大
本
あ
ち	

」
12
丁
ウ

き
な
く
み
た
れ
て
家
も
と
ゝ
の
ほ
ら

す
忠
孝
の
道
も
そ
こ
な
は
れ
侍
へ
し

此
巻
の
末
に
心
の
う
ち
に
は
た
ゝ
藤
つ

ほ
の
御
有
さ
ま
を
た
く
ひ
な
し
と

思
ひ
聞
え
て
お
ほ
い
と
の
ゝ
君
は
心
に

つ
か
す
お
ほ
え
給
ふ
よ
し
を
か
け
り
こ
ゝ

ろ
を
つ
け
て
あ
ち
は
ひ
つ
ゝ
ゆ
る
か

せ
に
み
る
ま
し
き
所
な
り	

」
13
丁
オ

（2）　

帚
木
巻

10
す
へ
て
に
き
は
ゝ
し
き
に
よ
る
へ
き
な
ゝ
り

と
て
わ
ら
ひ
給
ふ
を
こ
と
人
の
い
は
ん
や
う

に
心
え
す
仰
ら
る
ゝ
と
て
中
将
に
く
む

所
詮
と
め
る
に
よ
る
へ
き
と
の
給
へ
る

詞
を
と
か
め
に
く
め
る
也
人
の
詞
は
つ
ゝ

し
む
へ
き
わ
さ
な
る
に
こ
と
に
貴
人

若
き
御
方
な
と
は
心
あ
る
へ
き
わ
さ
な
る	

」
13
丁
ウ

へ
し
此
中
将
は
時
の
左
大
臣
の
長
男
こ

と
に
宮
は
ら
な
れ
は
光
君
に
も
お
さ

お
さ
を
と
り
ま
い
ら
せ
し
と
い
と
む
心

下
に
絶
す
ゐ
ん
ふ
た
き
ゑ
合
せ
な
と

の
勝
負
を
も
あ
ら
そ
ひ
給
へ
り
し
う
へ
は

な
た
ら
か
に
て
下
に
此
心
を
ふ
く
め
り

し
末
々
ま
て
の
心
は
へ
此
に
く
め
る

心
に
こ
も
り
侍
る
に
や
心
を
付
て
見
侍
へ
し	

」
14
丁
オ

11
も
と
の
品
時
よ
の
お
ほ
え
う
ち
あ
ひ
や

む
こ
と
な
き
あ
た
り
の

此
品
定
め
に
左
馬
の
頭
の
申
す
心
は

へ
は
光
君
本
妻
の
葵
上
に
御
心
と
ま

ら
す
そ
は
〳
〵
し
く
お
は
し
ま
す
事
を
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あ
ち
き
な
く
思
ひ
て
い
か
に
も
し
て

御
心
を
改
め
て
本
台
に
心
を
と
ゝ
め

さ
せ
ま
い
ら
せ
ま
ほ
し
き
心
に
て
申
す	

」
14
丁
ウ

と
心
を
付
て
み
侍
る
へ
し
前
後
其
心
を

ふ
く
め
り
と
見
え
侍
り
此
段
も
其
下

心
に
て
い
ひ
出
し
と
し
る
へ
し
も
と
の

品
も
高
く
時
代
の
覚
え
も
有
て
や

こ
と
な
き
人
の
内
々
の
も
て
な
し
を
く

れ
し
な
と
こ
そ
は
い
ふ
か
ひ
な
か
ら
め

本
の
品
高
き
に
時
よ
の
覚
え
も
う

ち
あ
ひ
て
す
く
れ
た
ら
ん
は
さ
る
へ
き	

」
15
丁
オ

事
な
れ
は
更
に
珍
し
き
事
に
も

あ
ら
ぬ
と
い
ふ
は
畢
竟
葵
上
の
あ
り

さ
ま
を
い
へ
り
然
と
も
光
君
頭
君

の
前
に
て
は
あ
ま
り
に
け
や
け
く

聞
ゆ
へ
き
に
つ
き
て
何
か
し
か
及
ふ
へ
き

ほ
と
な
ら
ね
は
か
み
か
か
み
は
う
ち
を
き

侍
る
と
て
申
さ
し
た
る
さ
ま
な
り

諸
抄
に
は
も
て
な
し
の
を
く
れ
た
る
は	

」
15
丁
ウ

女
三
宮
に
あ
た
る
と
い
ひ
う
ち
あ
ひ

て
す
く
れ
た
ら
ん
と
い
へ
る
を
薄
雲
女
院

に
あ
た
る
と
は
か
り
註
し
給
ひ
し
は

此
左
馬
頭
か
本
意
を
よ
く
見
得
た
り
と

は
み
え
侍
ら
す
若
又
態
秘
し
て
抄
の

お
も
て
に
は
し
る
さ
ぬ
に
も
や
侍
け
ん

此
微
意
を
心
得
す
し
て
は
此
品
定
め

の
精
神
な
き
か
こ
と
く
な
る
へ
し	

」
16
丁
オ

12
い
て
や
か
み
の
し
な
と
お
も
ふ
に
た
に
か
た
け

な
る
よ
を
と
君
は
お
ほ
す
へ
し

か
の
左
馬
頭
あ
ま
り
け
や
け
き
を
憚
り
て

申
し
さ
し
て
葎
の
門
に
思
ひ
の
ほ
か
に

心
と
ま
る
事
あ
り
父
兄
な
と
顔
に
く
け

な
れ
と
い
た
く
思
ひ
あ
か
り
て
捨
か
た

き
式
部
か
妹
の
事
な
と
左
馬
頭
か

を
よ
ふ
へ
き
ほ
と
の
こ
と
に
申
ま
き
ら	

」
16
丁
ウ

は
す
と
い
へ
と
光
君
は
や
か
て
葵
上
の

御
事
と
聞
知
給
ひ
け
る
御
有
さ
ま
を

何
と
な
く
こ
ゝ
に
か
く
書
た
る
也
物
語

の
書
さ
ま
の
優
美
言
語
同
断
に
や

13
お
ほ
か
た
の
よ
に
つ
け
て
み
る
に
は
と
か
な

き
も
わ
か
物
と
う
ち
た
の
む
へ
き
を

え
ら
は
ん
に
お
ほ
か
る
な
か
に
も
え
な
ん

思
ひ
さ
た
む
ま
し
か
り
け
り	

」
17
丁
オ

此
段
は
大
体
女
と
い
ふ
物
の
十
分
心
に

か
な
ふ
は
な
け
れ
は
少
々
の
事
は
見

ゆ
る
し
い
ひ
た
す
け
て
相
そ
ふ
へ
き
事
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を
い
は
ん
と
て
ま
つ
我
物
と
思
ひ

定
め
ん
人
は
有
か
た
き
事
を
い
ひ
い

て
ゝ
お
の
こ
の
世
の
か
た
め
と
な
る
へ

き
も
有
か
た
け
れ
と
諸
司
百
官
た

か
ひ
に
た
す
け
ら
れ
て
事
広
き	

」
17
丁
ウ

に
ゆ
つ
り
あ
ふ
た
と
へ
を
い
ひ
て
人
の

妻
を
必
し
も
わ
か
思
ふ
に
か
な
は
ね
と

見
初
し
契
り
を
捨
か
た
く
し
て

思
ひ
定
む
へ
き
事
を
い
へ
り
是
も
葵

上
の
お
ほ
し
め
す
に
叶
は
す
と
も
初
め

よ
り
み
な
れ
給
ひ
し
御
中
也
こ
と
に

其
御
身
の
ほ
と
も
光
君
の
好
逑
ひ

に
て
お
は
す
れ
は
お
ほ
し
さ
た
む
へ
き
心	

」
18
丁
オ

を
い
へ
り
さ
て
此
草
子
を
み
ん
人
に
も

其
心
を
教
る
な
る
へ
し
次
の
詞
に

偏
に
物
ま
め
や
か
に
閑
な
る
心
の
趣
き

な
ら
ん
よ
る
へ
を
そ
つ
ゐ
の
頼
み
所

に
は
思
ひ
を
く
へ
か
り
け
る
云　
　

々

す
こ

し
を
く
れ
た
る
か
た
あ
ら
ん
を
も
あ

な
か
ち
に
求
く
は
へ
し
う
し
ろ
や

す
く
の
と
け
き
所
た
に
つ
よ
く
は	

」
18
丁
ウ

う
は
へ
の
情
は
を
の
つ
か
ら
も
て
つ

け
つ
へ
き
わ
さ
を
や
な
と
い
へ
る
此

段
の
肝
心
な
る
へ
し
是
を
細
流
等

の
抄
に
も
葵
上
に
当
る
と
注

せ
ら
れ
し
も
と
よ
り
左
馬
頭
か
本
意

な
ら
ん
か
し

14
君
の
う
ち
ね
ふ
り
て
詞
ま
せ
給
は
ぬ

葵
上
を
御
心
に
と
ゝ
め
給
は
ぬ
故
此
左	

」
19
丁
オ

馬
頭
等
の
詞
の
御
心
に
叶
は
ぬ
さ
ま
也

15
り
ん
し
の
も
て
あ
そ
ひ
も
の

時
々
う
ち
語
ふ
人
の
た
と
へ
な
る
へ
し

16
う
る
は
し
き
人
の
て
う
と
の
か
さ
り

麗
ウ
ル
ハ
シ
キ（
マ
マ
）

き
は
み
た
り
な
ら
す
正
し
き
心
也

是
本
妻
の
た
と
へ
を
い
ふ
也

17
ほ
う
ら
い
の
や
ま
あ
ら
う
み
の

時
に
あ
た
り
て
け
し
き
は
む
み
る
め
の	

」
19
丁
ウ

情
の
た
と
へ
な
る
へ
し
次
の
手
跡
の
た

と
へ
の
て
ん
な
か
に
は
し
り
か
き
な
と
い
へ

る
も
お
な
し

18
猶
し
ち
に
な
ん
よ
り
け
る

前
の
三
の
た
と
へ
も
皆
実
な
る
に
は

し
か
し
と
の
心
を
い
ひ
て
大
か
た
の
女
の

う
へ
を
し
ち
な
る
を
肝
心
と
教
て
ま

こ
と
は
光
君
に
葵
上
こ
そ
ま
め
人
に	

」
20
丁
オ

お
は
し
ま
せ
は
御
心
を
と
ゝ
め
さ
せ
ま
い
ら
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せ
ま
ほ
し
き
心
を
左
馬
頭
の
い
へ
る
也
其

故
に
奥
の
お
ほ
い
と
の
ゝ
方
へ
ま
か
て
給

所
に
も
大
形
の
気
色
人
の
け
は
ひ
も
け
さ

や
か
に
け
高
く
乱
た
る
所
ま
し
ら
す
猶
是

こ
そ
は
彼
人
々
の
捨
か
た
く
取
出
し
ま
め
人

に
は
頼
れ
ぬ
へ
け
れ
と
お
ほ
す
と
有

19
さ
る
こ
と
ゝ
は
お
ほ
す
へ
か
め
り	

」
20
丁
ウ

左
馬
頭
の
諷
詞
に
よ
り
て
光
君
も
自

得
し
給
へ
る
心
也
善
人
と
居
る
と
き
は

芝
蘭
の
室
に
入
か
こ
と
し
久
し
う
し

て
其
か
う
は
し
き
こ
と
を
知
る
と
家
語

に
い
へ
る
ま
こ
と
な
る
へ
し

20
か
け
か
ね
を
こ
ゝ
ろ
み
に
ひ
き
あ
け
給
へ
れ
は

女
の
ふ
し
と
な
と
の
を
ろ
そ
か
な
ら
ん
は
必

此
あ
や
ま
ち
い
て
き
ぬ
へ
き
心
の
教
成
へ
し	
」
21
丁
オ

21
た
ゝ
ひ
と
り
い
と
さ
ゝ
や
か
に
て

女
房
の
か
た
は
ら
に
は
め
の
と
に
も
あ
れ
お

と
な
し
き
女
な
と
を
置
て
寝
へ
し
と
の

い
ま
し
め
に
只
一
人
ふ
し
た
る
あ
や
ま
ち
を

か
き
て
み
せ
た
る
也
後
の
方
違
の
所
に

わ
た
殿
に
中
将
と
い
ひ
し
か
局
し
た
る
か

く
れ
か
に
う
つ
ろ
ひ
ぬ
と
有
又
人
々

さ
け
す
を
さ
へ
さ
せ
て
な
ん
と
聞
え
さ	

」
21
丁
ウ

せ
よ
と
も
あ
り
空
蝉
の
君
此
寝
所
無

沙
汰
な
り
し
事
ひ
と
り
ふ
し
た
る
あ
や
ま

ち
を
悔
て
さ
す
か
に
貞
女
な
れ
は
其
心
し
た
る

有
さ
ま
を
か
き
て
人
の
を
し
へ
と
せ
り

22
を
ろ
か
な
ら
す
ち
き
り
な
く
さ
め
給
ふ
事

お
ほ
か
る
へ
し　

関
屋
の
巻
に
て
伊
与
介

う
せ
て
後
空
蝉
尼
に
成
し
時
ま
ゝ
子

の
紀
伊
守
情
な
か
り
し
に
光
君
二
条
院	

」
22
丁
オ

に
空
蝉
を
は
く
ゝ
み
置
て
閑
に
あ
ら
せ

給
ひ
し
も
此
時
の
御
契
約
の
を
ろ
か
な

ら
さ
り
し
故
と
み
え
た
り
草
子
の
か
き

さ
ま
丁
寧
な
る
物
な
ら
し

（3）　

空
蝉
巻

23
ま
き
る
へ
き
木
丁
な
と
も
あ
つ
け
れ
は
に

や
う
ち
か
け
て
い
と
よ
く
み
い
れ
ら
る

炎
天
な
と
ゝ
て
も
女
の
あ
り
か
は
人
に	

」
22
丁
ウ

よ
く
見
い
れ
ら
る
ゝ
や
う
に
は
あ
る
ま
し

く
用
心
す
へ
き
を
し
へ
を
か
け
る
な
る
へ
し

24
か
ほ
な
と
も
さ
し
む
か
ひ
た
ら
ん
人
な
と
に
も

わ
さ
と
み
ゆ
ま
し
う
も
て
な
し
た
り
て
つ
き

や
せ
〳
〵
と
し
て
い
た
う
ひ
き
か
く
し
た
め
り

今
一
人
は
東
む
き
に
て
の
こ
り
所
な
く
み
ゆ

女
の
身
さ
ま
の
い
ま
し
め
な
る
へ
し
空
蝉
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の
か
く
つ
ゝ
し
め
る
と
軒
端
の
荻
の
用
意	

」
23
丁
オ

な
き
を
く
ら
へ
て
か
き
て
軒
端
の
荻
は
顔
形

も
空
蝉
よ
り
ま
さ
れ
り
と
み
え
な
か
ら
猶

す
こ
し
品
を
く
れ
た
り
と
光
君
に
み
え
ま
い

ら
せ
し
恥
か
し
き
わ
さ
な
る
へ
し
果
し
て

空
蝉
は
此
つ
ゝ
し
み
の
心
有
て
光
君
の

忍
ひ
入
給
へ
る
に
も
よ
く
聞
つ
け
て
や

を
ら
す
へ
り
出
た
り
軒
端
の
荻
は
此
用
意

な
か
り
し
故
に
よ
く
ま
と
ろ
み
て
い
と
覚
え	

」
23
丁
ウ

す
浅
ま
し
か
り
つ
る
有
さ
ま
ま
こ
と
に
女
の

心
す
へ
き
事
の
い
ま
し
め
な
る
へ
し
さ
て
空

蝉
は
此
心
つ
か
ひ
の
心
に
く
か
り
し
故
末
々
ま

て
光
君
の
御
心
さ
し
を
ろ
か
な
ら
さ
り
し

に
軒
端
の
萩
は
に
く
し
と
は
な
け
れ
と

御
心
と
ま
る
へ
き
故
も
な
き
心
ち
し
て
と

有
御
せ
う
そ
こ
も
な
か
り
し
こ
と
用

意
な
き
に
見
お
と
し
あ
な
つ
り
お
ほ
し	

」
24
丁
オ

め
し
た
る
さ
ま
な
ら
ん
か
し
す
へ
て
男
も

女
も
つ
ゝ
し
み
を
忘
る
ま
し
き
こ
と
な

る
へ
し
夕
顔
巻
に
も
今
一
か
た
は
ぬ
し

つ
よ
く
な
る
と
も
か
は
ら
す
う
ち
と
け

ぬ
へ
く
み
え
し
さ
ま
な
る
を
頼
み
て
と
か
く

聞
給
へ
と
御
心
も
う
こ
か
す
そ
有
け
る
と

か
け
り
人
に
あ
な
つ
ら
る
ゝ
と
あ
な
つ
ら
れ
ぬ
は

た
ゝ
わ
れ
か
ら
の
し
わ
さ
な
る
へ
し	

」
24
丁
ウ

25
猶
か
ゝ
る
あ
り
き
は
か
ろ
〳
〵
し
く
あ
や
う

か
り
け
り
と
い
よ
〳
〵
お
ほ
し
こ
り
ぬ
へ
し

貴
人
と
し
て
か
ゝ
る
忍
ひ
あ
り
き
は

あ
る
ま
し
き
事
と
の
い
ま
し
め
に
か
け
る

な
る
へ
し
前
に
此
子
も
お
さ
な
き
を

い
か
な
ら
ん
と
お
ほ
せ
と
さ
の
み
も

お
ほ
し
の
と
む
ま
し
か
り
け
れ
は
と
有

悪
行
と
は
み
つ
か
ら
も
し
り
お
そ
れ	

」
25
丁
オ

な
か
ら
好
色
に
つ
ゝ
し
み
を
忘
て

お
ほ
し
の
と
め
ぬ
あ
や
ま
り
の
末
に

只
今
此
あ
や
う
き
め
に
逢
給
ひ
て
か

か
る
あ
り
き
は
か
ろ
〳
〵
し
く
大
人
の

あ
る
ま
し
き
事
と
お
ほ
し
こ
り
ぬ
へ
し

と
か
け
る
実
理
を
し
め
す
詞
な
る

へ
し
後
代
に
も
大
人
の
み
に
あ
ら
す

誰
に
て
も
か
く
み
つ
か
ら
心
よ
か
ら
ぬ	

」
25
丁
ウ

ふ
る
ま
ひ
し
わ
さ
は
よ
し
人
は
し
る

ま
し
き
物
を
と
思
ふ
あ
や
ま
り
に

身
の
つ
ゝ
し
み
を
忘
て
如
此
の
わ
さ

し
給
は
ゝ
終
に
か
く
お
ほ
し
こ
る
ゝ

う
き
め
あ
ら
ん
と
の
心
と
し
る
へ
し



北村季吟の源氏学（一）（宮川）

― 65 ―

君
子
は
独
を
つ
ゝ
し
み
て
閑
居
の

所
に
て
も
不
善
の
ふ
る
ま
ひ
を
な

さ
す
み
つ
か
ら
こ
ゝ
ろ
よ
く
す
る
故
に	

」
26
丁
オ

心
も
ひ
ろ
く
体
も
ゆ
た
か
な
り
と
か

や
も
と
よ
り
悪
行
を
な
さ
ゝ
れ
は

お
そ
る
へ
き
事
も
な
く
ま
し
て
こ

る
ゝ
後
悔
も
な
し
大
人
は
猶
か
く

あ
ら
ま
ほ
し

（4）　

夕
顔
巻

26
は
か
〳
〵
し
く
も
申
侍
ら
ず

此
夕
顔
上
は
頭
中
将
の
帚
木
に
て	

」
26
丁
ウ

か
た
り
給
ひ
し
床
夏
也
か
の
四
君
よ
り

情
な
き
事
と
も
を
い
は
せ
て
お
ど
し
け

る
故
に
忍
ひ
て
に
け
か
く
れ
て
し
は

し
此
五
条
に
や
と
り
給
へ
り
さ
れ
は
こ
ゝ

に
て
も
四
君
へ
の
憚
り
に
て
夕
顔
上

と
は
人
に
し
ら
せ
し
と
て
只
我
と
ち
と

人
に
は
み
せ
て
人
々
も
忍
ひ
隠
せ
し

ゆ
へ
其
た
ゝ
ち
を
惟
光
に
も
有	

」
27
丁
オ

の
ま
ゝ
に
は
い
は
ぬ
な
り
さ
つ
き
の
比

ほ
ひ
よ
り
と
侍
る
も
か
の
長
雨
晴
ま

な
き
比
の
品
定
め
の
時
分
な
る
へ
し

27
け
に
こ
れ
こ
そ
な
の
め
な
ら
ぬ
か
た
わ
な
め

るれ
イ

と
む
ま
の
か
み
の
い
さ
め
お
ほ
し
出
て

善
人
に
ふ
る
ゝ
し
る
し
に
光
君
も

か
く
お
ほ
し
出
る
に
て
悪
友
を
さ
け

益
友
に
の
み
ま
し
は
る
へ
き
心
を
し
め	

」
27
丁
ウ

す
詞
也
花
鳥
餘
情
云
雨
○夜

の
物
語
は

好
色
の
い
さ
め
な
れ
は
お
ほ
し
出
た
る
な
り

い
つ
く
の
詞
と
慥
に
は
み
え
さ
る
に
や
云　

　

々

28
女
は
い
と
物
を
あ
ま
り
な
る
ま
て
お
ほ
し

し
め
た
る
御
心
さ
ま
に
て　

六
条
御
息
所
の

か
く
執
ね
き
本
性
に
て
夕
顔
上
葵

上
紫
上
女
三
宮
な
と
に
生
霊
死
霊
に

な
り
給
ひ
し
其
あ
ら
ま
し
を
か
け
る
也	

」
28
丁
オ

29
お
ほ
や
け
こ
と
に
そ
聞
え
な
す

中
将
わ
れ
に
け
さ
う
し
給
へ
る
に
は
し

な
さ
す
御
息
所
に
御
心
と
ま
ら
て
朝

霧
の
晴
を
ま
た
て
御
出
あ
る
と
い
ひ

な
す
也
宮
使
へ
人
の
心
つ
か
ひ
を
教
る
也

30
人
は
す
く
な
く
て
さ
ふ
ら
ふ
限
り
は
皆
ね
た
り

奉
公
人
の
旅
寝
の
折
の
用
意
を
教
へ

か
つ
ま
た
大
人
の
あ
ま
り
な
る
や
つ
れ	

」
28
丁
ウ

姿
に
は
必
あ
や
ま
ち
あ
り
後
悔
の

こ
と
あ
る
へ
き
い
ま
し
め
な
る
へ
し

31
か
い
さ
く
り
給
ふ
に
い
き
も
せ
す
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こ
ゝ
に
て
夕
顔
上
う
せ
給
ふ
事
人

間
の
愛
別
離
苦
の
こ
と
は
り
を

し
め
し
さ
と
ら
し
む
る
也

32
わ
か
は
か
〳
〵
し
く
は

若
き
主
君
な
と
の
あ
る
ま
し
き
御
ふ
る	

」
29
丁
オ

ま
ひ
あ
ら
は
忠
臣
有
て
い
さ
め
奉
り

道
理
を
の
へ
て
御
心
つ
け
申
や
う
に

あ
る
へ
き
を
た
ゝ
に
を
も
ね
り
し
た

か
ひ
つ
ゝ
終
に
主
君
に
も
か
ゝ
る
う
き

め
を
み
せ
申
わ
れ
も
か
く
悔
み
侍
る

と
も
何
の
か
ひ
か
は
あ
ら
ん
か
ね
て
心
す

へ
し
と
の
お
し
へ
な
り

33
猶
か
く
人
し
れ
ぬ
こ
と
は
く
る
し
か
り
け
り	

」
29
丁
ウ

と
お
ほ
し
知
ぬ
ら
ん
か
し　

此
猶
か
く
と
い
ふ

と
空
蝉
巻
に
猶
か
ゝ
る
あ
り
き
と
い
ふ
と

同
意
の
文
法
也
好
色
の
道
は
国
中
間
道

の
人
し
れ
ぬ
事
な
れ
は
お
ほ
く
の
人

こ
ゝ
に
お
ゐ
て
つ
ゝ
し
み
を
忘
れ
て
あ
る

は
不
善
の
わ
さ
不
義
の
ふ
る
ま
ひ
を
も

な
す
と
は
い
へ
と
終
に
は
身
の
た
め
人
の

た
め
無
益
の
苦
患
に
な
る
よ
し
の
い
ま	

」
30
丁
オ

し
め
也
是
此
物
語
の
微
意
な
る
へ
し

（5）　

若
紫
巻

34
人
の
く
に
な
と
に
侍
る
海
山
の
有
さ
ま

す
ま
明
石
の
巻
か
く
へ
き
微
意
也

35
こ
ん
か
う
し
の
す
ゝ
の
玉
の
さ
う
そ
く
し
た
る

細
流
云
或
人
法
隆
寺
に
太
子
の
念
珠
一

連
あ
り
彼
寺
の
縁
起
に
も
み
え
た
り

云　
　

々

花
鳥
餘
情
に
は
聖
徳
太
子
の
数	

」
30
丁
ウ

珠
の
事
い
ま
た
み
出
し
侍
ら
す
と
の
給
へ
り

元
禄
七
年
七
月
十
四
日
法
隆
寺
の
古
物

を
江
戸
に
も
て
来
て
無
縁
寺
に
て
見

せ
た
り
し
を
湖
春
と
ゝ
も
に
お
か
み
に

ま
う
て
侍
る
に
金
剛
子
の
す
ゝ
有
て

金
銀
瑠
璃
等
の
玉
の
さ
う
ろ

（
マ
マ
）く
し

た
り
即
縁
起
に
も
あ
る
よ
し
堂
僧

か
た
り
し
細
流
の
説
無
疑
物
な
る
へ
し	

」
31
丁
オ

36
と
よ
ら
の
て
ら
の
に
し
な
る
や

弁
の
君
此
哥
を
う
た
ふ
に
鞍
馬
寺
の

よ
し
あ
る
の
み
に
あ
ら
す
深
き
微
意

あ
り
光
君
に
皆
心
よ
せ
の
君
達
な
れ

は
御
位
に
も
と
思
ふ
こ
ゝ
ろ
を
こ
め
た
り

其
故
は
続
日
本
紀
卅
一
巻
云
光
仁
天
皇

嘗カ
ツ
テ

龍リ
ウ

潜セ
ン

之
時
童
謡
ニ
曰
ク
葛カ

ツ
ラ
キ
ノ城寺
乃ノ
前マ

ヘ

在ナ
ル
也ヤ
豊ト

ヨ
ラ
ノ浦
寺
乃
西ニ

シ

在ナ
ル
也ヤ
於ヲ

志シ

ト止ド度

刀ト	

」
31
丁
ウ
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志シ

ト止ド度

桜
井
尓
白シ

ラ

璧タ
マ
シ
ツ

之
豆

ク
ヤ

久
也

好マ
シ
ラ
タ
マ璧

之
豆

久
也

於
志
止度

刀
志
止度

然シ
カ

為セ

波バ
国ク

ニ
曽ゾ
昌サ

カ

ユ
ハ

由
波

ヤ　也

五
家
ラ良ソ曽

昌サ
カ
ユ
ル

由
流

也　
　

於
志
止度

刀
志
止度

于
時
井
上
ノ
内
親
王
為タ

リ
レ
妃ミ

メ

識
モ
ノ
シ
ル

者モ
ノ

以ヲ
モ
ヘ

為ラ
ク

井
ハ
則
内
親
王
ノ
之
―
名
白シ

ラ

璧タ
マ
ハ

為タ
リ

二
天

皇
ノ
之
諱イ

ミ
ナ

一
蓋
シ
天
皇
登
―
極
ノ
之
徴シ

ル
シ

也

こ
れ
は
光
仁
天
皇
は
天
智
天
皇
の
御
孫

施
基
皇
子
の
御
子
に
て
久
し
く
諸	

」
32
丁
オ

臣
に
て
う
つ
も
れ
お
は
し
ま
し
け
れ
と

聖
武
天
皇
に
さ
る
へ
き
皇
子
な
か

り
し
ゆ
へ
孝
謙
天
皇
女
帝
に
て
崩

御
の
ゝ
ち
お
も
ひ
か
け
す
六
十
三
歳
に
て

御
即
位
ま
し
〳
〵
け
る
其
嘉
瑞
の
童

謡
な
れ
は
光
君
に
祝
儀
せ
ら
れ
し
也

此
義
河
海
花
鳥
弄
花
細
流

等
の
諸
抄
に
も
も
ら
せ
る	

」
32
丁
ウ

処
な
り

37
う
へ
の
お
ほ
つ
か
な
か
り
歎
き
聞
え
給
ふ

御
け
し
き
も
い
と
お
し
う
見
奉
り

な
か
ら
か
ゝ
る
折
た
に
と
心
も
あ
く
か
れ

心
の
つ
ゝ
し
み
を
忘
れ
て
偏
に

私
心
に
ま
か
せ
侍
ら
は
ま
こ
と

に
せ
す
と
い
ふ
事
も
な
く
か

や
う
に
あ
ち
き
な
く
成
ぬ
へ
き	

」
33
丁
オ

物
そ
と
人
に
み
せ
し
ら
す
る

心
な
る
へ
し
或
人
問
云
人
の
い
ま
し

め
と
す
る
と
な
ら
は
い
か
て
か
聖
賢

の
ふ
る
ま
ひ
節
婦
の
貞
操

を
か
き
て
こ
そ
あ
ら
め
あ
や
な

き
妖
艶
不
義
の
わ
さ
を
か
き
て

好
色
の
な
か
た
ち
と
な
す
事
如
何

答
云
聖
賢
の
詞
貞
女
の
わ
さ
は	

」
33
丁
ウ

旧
記
に
既
に
書
顕
し
て
誰
も
見

聞
侍
り
ぬ
今
此
草
子
に
は
態
好
色

の
か
た
う
と
く
成
て
う
へ
に
は
そ
の

た
よ
り
な
る
や
う
に
て
下
に
い
ま
し

め
を
ふ
く
め
て
を
の
つ
か
ら
善
に

み
ち
ひ
く
な
ら
し
春
秋
史
記
な
と

に
も
さ
ま
〳
〵
の
不
義
の
わ
さ
と
も

を
書
伝
て
勧
善
懲
悪
せ
ら
れ
し	

」
34
丁
オ

是
亦
好
色
の
媒
と
い
は
ゝ
可
な
ら

（
マ
マ
）や

た
と
へ
は
此
物
語
の
さ
ま
は
巽
与
の
言

の
よ
く
人
を
よ
ろ
こ
は
し
め
て
微
意

を
ふ
く
め
し
た
く
ひ
と
し
る
へ
し

38
女
は
心
や
は
ら
か
な
る
な
ん
よ
き
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紫
上
は
し
め
に
此
を
し
へ
を
う
け
給

て
終
に
此
物
語
の
女
の
本
に
成
給
へ
り

諸
抄
に
ひ
く
所
の
陰
は
柔
順
に
し
て
陽	

」
34
丁
ウ

に
し
た
か
ふ
と
い
へ
る
は
周
易
の
こ
と
は
り
也

又
後
漢
書
に
陽
は
剛
を
も
て
徳
と
し

　

陽
（
マ
マ
）は

柔
を
も
て
用
と
す
男
は
強
を

も
て
貴
と
し
と
し
女
は
弱
を
も
て
美

と
す
等
の
本
語
も
み
な
其
儀
な
る

へ
し

（6）　

末
摘
花
巻

39
つ
ゝ
ま
し
き
こ
と
な
か
ら
ん
見
付
て
し
か
な	

」
35
丁
オ

葵
上
六
条
御
息
所
な
と
は
こ
と
〳
〵
し

き
覚
え
有
て
親
は
ら
か
ら
な
と
も

あ
り
世
の
聞
え
を
思
ひ
な
と
つ
ゝ
ま

し
き
事
あ
り
て
む
つ
か
し
き
に
か
の

夕
顔
上
は
さ
や
う
の
こ
と
〳
〵
し
き
覚
え

も
な
く
ら
う
た
け
に
や
は
ら
か
に
て

相
あ
ふ
に
も
つ
ゝ
ま
し
き
遠
慮
も
い

ら
さ
り
し
人
也
其
人
を
こ
り
す
ま
に	

」
35
丁
ウ

忘
れ
か
た
う
お
ほ
す
故
に
さ
や
う
に

つ
ゝ
ま
し
き
事
な
か
ら
ん
女
を
い
か
て

見
つ
け
ん
と
ね
か
ひ
給
ふ
也
さ
て
末
摘

花
の
君
を
書
出
ん
と
て
の
微
意
也

40
や
つ
れ
た
る
御
あ
り
き
は
か
る
〳
〵
し
き

事
も
出
来
な
ん
と
を
し
返
し
い
さ
め
奉
る

大
人
の
微
行
を
い
さ
む
る
詞
也
た
ゝ
頭

中
将
の
源
氏
を
諫
る
詞
と
計
は
不
可
思	

」
36
丁
オ

41
親
は
ら
か
ら
の
も
て
あ
つ
か
ひ
恨
る
も
な
う

心
や
す
か
ら
ん
人
は
中
〳
〵
ら
う
た
か
る
へ
き

前
に
い
と
ら
う
た
け
な
ら
ん
人
の
つ
ゝ

ま
し
き
事
な
か
ら
ん
み
つ
け
て
し
か
な

と
あ
る
首
尾
な
り
光
君
夕
顔
上
を

忘
れ
か
た
く
し
て
末
摘
花
を
尋
ね

出
給
へ
る
は
前
後
此
ね
か
ひ
有
し
故
也

扨
興
言
を
か
け
る
作
物
語
の
趣
向
奇
妙
也	

」
36
丁
ウ

42
け
に
し
な
に
も
よ
ら
ぬ
わ
さ
な
り
け
り

帚
木
巻
品
定
に
今
は
た
ゝ
し
な
に

も
よ
ら
し
な
と
い
へ
る
詞
を
思
ひ
出
て
け

に
と
光
君
思
ひ
あ
た
り
給
ふ
心
也
但
こ

こ
の
心
は
人
は
只
身
の
も
て
な
し
用
意

専
要
な
る
教
な
る
へ
し
た
と
へ
は

学
さ
る
と
き
は
公
卿
の
子
も
庶
人

と
な
る
と
勧
学
文
に
い
へ
る
も
を
の	

」
37
丁
オ

つ
か
ら
同
意
な
る
を
し
へ
に
や

43
あ
や
し
き
こ
と
の
侍
る
を

此
段
も
亦
興
言
な
か
ら
身
に
応
せ
ぬ
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贈
物
な
と
せ
ん
は
見
苦
か
る
へ
き
事
の

い
ま
し
め
也
貧
き
者
は
貨
財
を
も
て

礼
と
せ
す
と
礼
記
に
い
へ
る
思
合
す
へ
し

（7）　

紅
葉
賀
巻

44
人
の
み
か
と
ま
て
お
ほ
し
や
れ
る
御
き
さ	

」
37
丁
ウ

き
詞
の
か
ね
て
も
と
ほ
ゝ
え
ま
れ
て

ひ
と
の
み
か
と
は
異
朝
を
い
へ
り
藤
壺
の

御
お
ほ
え
此
時
既
に
春
宮
の
女
御
に

立
ま
さ
り
て
后
か
ね
に
お
は
せ
し
有

さ
ま
し
ら
れ
た
る
体
也
果
し
て
此
巻

の
末
に
て
立
后
の
御
事
あ
り
物

か
た
り
の
作
り
さ
ま
優
美
に
や

45
例
の
う
る
は
し
う
よ
そ
ほ
し
き	

」
38
丁
オ

葵
上
の
有
さ
ま
を
い
ふ
に
は
必
う
る
は
し

う
と
か
け
り
礼
節
た
ゝ
し
き
さ
ま
な
り

内
に
貞
操
有
て
外
に
此
行
粧
を
の
つ

か
ら
あ
る
実
の
本
台
の
さ
ま
を
教

ゆ
る
こ
ゝ
ろ
な
る
へ
し

46
何
こ
と
か
は
此
人
の
あ
か
ぬ
所
は
物
し
給
ふ
わ

か
心
の
あ
ま
り
け
し
か
ら
ぬ
す
さ
ひ
に
か
く

恨
み
ら
れ
奉
る
そ
か
し
と
お
ほ
し
し
ら
る	

」
38
丁
ウ

光
君
の
心
に
も
葵
上
の
か
た
ち
あ
り

さ
ま
に
不
足
は
あ
ら
ね
と
あ
ま
り
け
し
か

ら
ぬ
私
意
に
ひ
か
れ
て
と
み
つ
か
ら

お
も
ひ
し
り
給
ふ
よ
に
好
色
の
人
な
へ
て

此
け
し
か
ら
ぬ
す
さ
ひ
に
て
は
て
に
は

身
を
そ
こ
な
ひ
国
家
を
う
し
な
ふ
こ
と

の
い
ま
し
め
な
る
へ
し
み
つ
か
ら
け
し
か
ら

ぬ
悪
行
と
し
ら
は
早
く
あ
や
ま
り
を	

」
39
丁
オ

改
め
さ
る
を
ろ
か
さ
よ

47
み
や
の
御
心
の
を
に
ゝ
い
と
く
る
し
う

わ
か
あ
や
ま
り
を
み
つ
か
ら
知
て
そ
ら
お

そ
ろ
し
く
お
ほ
ゆ
る
を
心
の
を
に
と
い
ふ
也

か
く
心
に
あ
や
ま
つ
事
あ
れ
は
お
そ
る
ま
し
き

人
に
を
そ
れ
恥
ま
し
き
所
に
は
ち
て

顔
か
た
ち
も
ゆ
た
か
な
ら
す
か
や
う
に
て

は
何
の
た
の
し
み
か
は
あ
ら
ん
平
生
を	

」
39
丁
ウ

つ
ゝ
し
み
て
心
に
こ
ゝ
ろ
よ
か
ら
ぬ
事
な

け
れ
は
誰
に
お
そ
れ
た
れ
に
か
は
ち

侍
ら
ん
さ
て
こ
そ
花
鳥
風
月
も
ま

こ
と
に
愛
す
へ
く
鉦
鼓
管
籥
も
誠

に
楽
む
へ
け
れ
あ
た
ら
后
の
御
位
に

て
一
念
の
御
あ
や
ま
り
の
故
に
御
心
の

を
に
身
を
呵
責
し
奉
る
事
を
書
し
る

し
て
貴
き
も
賤
き
も
つ
ゝ
し
む
へ	

」
40
丁
オ

き
こ
と
は
り
を
し
め
し
侍
る
な
る
へ
し
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48
中
将
の
き
み
お
も
て
の
色
か
は
る
心
ち
し
て

お
そ
ろ
し
う
も
か
た
し
け
な
く
も　

是
も

心
の
あ
や
ま
り
に
う
れ
し
く
も
め
て

た
く
も
お
ほ
ゆ
へ
き
こ
と
を
か
へ
り
て

お
そ
れ
給
ふ
こ
と
の
あ
ち
き
な
さ
を

か
き
し
る
し
て
わ
つ
か
の
ほ
と
の
み
そ

か
こ
と
に
一
生
の
身
の
つ
ゝ
か
を
忘
る	

」
40
丁
ウ

る
お
ろ
か
さ
を
し
め
す
物
な
る
へ
し

49
え
ゑ
し
も
は
て
す
う
つ
く
し
う

女
の
し
ふ
ね
き
は
人
に
に
く
さ
を
ま
さ
ら

せ
て
益
な
き
わ
さ
な
る
を
紫
上
の

怨
し
は
て
給
は
ぬ
本
性
を
ほ
め
て

か
く
か
き
て
人
を
教
ゆ
る
也
か
つ
又

紫
上
お
さ
な
く
お
は
す
よ
り
か
や
う

に
う
ら
な
く
に
く
け
な
き
心
な
り	
」
41
丁
オ

し
さ
ま
後
々
ま
て
猶
有
か
た
き

山
口
し
る
き
さ
ま
な
る
へ
し

50
物
け
な
か
り
し
ほ
と
を
お
ふ
な
〳
〵
か
く

も
の
し
た
る
心
を　

此
勅
言
有
か
た

き
御
い
さ
め
也
光
君
こ
そ
好
色
に

ふ
け
る
御
く
せ
に
て
心
ゆ
か
ぬ
け
し
き

な
り
け
る
よ
し
を
書
侍
れ
世
上
の
人
は

よ
く
〳
〵
思
惟
す
へ
き
所
な
る
へ
し	

」
41
丁
ウ

51
み
か
と
御
と
し
ね
ひ
さ
せ
給
ひ
ぬ
れ
と

か
や
う
の
か
た
は
え
す
く
さ
せ
給
は
す

父
帝
色
を
重
く
し
給
へ
は
光
君
亦

好
色
に
ふ
け
り
て
お
や
の
お
や
と

い
ふ
は
か
り
な
る
源
内
侍
を
も
か
ゝ
る

た
は
ふ
れ
有
し
と
の
心
を
か
き
て

上
一
人
の
御
し
わ
さ
下
万
人
の
も
と

と
な
る
事
を
い
へ
り
と
し
る
へ
し	

」
42
丁
オ

52
と
し
い
た
う
老
た
る
内
侍
の
す
け

此
内
侍
の
す
け
の
ふ
る
ま
ひ
此
物
語
の

興
言
に
書
て
す
へ
て
老
女
に
も
あ
れ

老
翁
に
も
あ
れ
生
得
婬
欲
に

ふ
け
る
人
よ
に
お
ほ
か
ら
ん
年
齢
に

似
あ
は
ぬ
こ
と
は
人
の
あ
さ
け
り
世

の
笑
草
に
な
る
事
な
へ
て
源
内
侍

の
た
く
ひ
な
る
へ
し
つ
ゝ
し
み	

」
42
丁
ウ

た
し
な
む
へ
き
の
教
な
る
へ
し

53
我
と
し
り
て
こ
と
さ
ら
に
す
る
也
け

り
と
お
こ
に
な
り
ぬ

若
き
ほ
と
は
血
気
さ
か
ん
に
て
か
り

の
左
礼
わ
さ
に
も
あ
や
う
き
こ
と
を

か
へ
り
み
す
か
く
太
刀
ぬ
き
な
と
す
る

事
あ
り
を
こ
か
ま
し
く
か
る
〳
〵
し
く
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短
慮
な
る
し
わ
さ
必
つ
ゝ
し
み
思
ふ	

」
43
丁
オ

へ
し
と
の
い
ま
し
め
に
か
け
り
始
め
は

た
は
ふ
れ
事
と
思
へ
と
お
り
に
よ
り

相
手
の
心
に
よ
り
て
ひ
く
に
ひ
か
れ
ぬ

事
に
な
る
こ
と
も
あ
る
へ
し
武
士
の

中
に
て
は
必
事
と
な
り
ぬ
へ
く
さ
ら

す
は
狂
気
の
沙
汰
に
な
り
な
ん
と
か
く

に
後
悔
の
も
と
ゝ
な
る
へ
き
也
た
と
ひ

当
座
に
は
こ
と
ゝ
な
ら
て
も
終
に
意
趣	

」
43
丁
ウ

の
た
ね
と
も
な
ら
ん
可
慎
可
恐

54
七
月
に
そ
き
さ
き
ゐ
給
ふ
め
り
し

桐
壺
巻
に
更
衣
の
御
愁
傷
の
比

こ
き
て
ん
の
女
御
こ
と
に
も
あ
ら
す

も
て
け
ち
て
も
て
な
し
御
遊
ひ
な

と
し
給
ひ
し
を
帝
物
し
と
き
こ
し

め
し
し
其
ゆ
く

（
マ
マ
）ゑ

か
く
后
宮
を
藤

壺
に
引
こ
さ
れ
し
さ
ま
也
亦
慎
思
へ	

」
44
丁
オ

き
こ
と
ゝ
も
也

（8）　

花
宴
巻

55
御
心
の
う
ち
な
り
け
ん
こ
と
い
か
て
も
り

に
け
ん　

心
の
う
ち
な
る
事
は
人
し
れ
ぬ

事
と
お
も
へ
と
微
よ
り
あ
ら
は
な
る
は

な
く
隠
よ
り
あ
き
ら
か
な
る
は
な
し

さ
れ
は
一
念
の
う
へ
に
も
悪
事
悪
行

を
お
も
ふ
へ
か
ら
す
と
の
い
ま
し
め
を
ふ
く	

」
44
丁
ウ

め
し
詞
也
君
子
は
独
を
慎
む
こ
と
は

り
を
お
も
ふ
へ
し
天
し
る
地
し
る
我

し
る
汝
し
る
と
も
い
へ
り
悪
行
を
な

し
て
人
し
ら
し
と
思
ふ
事
は
ま
こ
と
に

を
ろ
か
な
る
人
の
し
わ
さ
也

56
か
た
ら
ふ
へ
き
と
く
ち
も
さ
し
て
け
れ
は

藤
壺
の
御
か
た
の
掟
正
し
き
さ
ま
也

57
こ
き
て
ん
の
ほ
そ
と
の
に
た
ち
よ
り	

」
45
丁
オ

給
へ
れ
は
三
の
く
ち
あ
き
た
り

悪
后
の
御
か
た
の
心
つ
か
ひ
の
を
ろ

か
に
て
終
に
内
侍
の
か
み
の
あ
や
ま

ち
い
て
き
た
り
し
を
藤
つ
ほ
に
く
ら
へ

か
き
て
人
の
い
ま
し
め
を
か
け
り

58
ふ
と
袖
を
と
ら
へ
給
ふ

女
の
御
身
に
て
よ
る
ひ
と
り
あ
り
き

給
ひ
し
あ
や
ま
ち
を
書
て
み
せ
た
る
也	

」
45
丁
ウ

女
は
燭
を
と
ら
て
は
よ
る
あ
り
か
す
あ

し
た
に
つ
と
め
て
道
ゆ
か
す
道
の
露

お
ほ
け
れ
は
な
り
と
い
へ
り
し
故
実
を
忘
る

へ
か
ら
す
光
君
も
か
や
う
に
て
世
の

中
の
あ
や
ま
ち
は
す
る
そ
か
し
と
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お
ほ
し
な
か
ら
わ
か
心
を
あ
さ
む
き

て
か
く
此
女
君
に
逢
給
ひ
て
終
に
は

此
人
ゆ
へ
に
須
磨
の
う
ら
み
に
身
を	

」
46
丁
オ

さ
す
ら
へ
給
へ
り
わ
れ
あ
や
う
し
と
お

も
は
ん
わ
さ
は
早
く
や
む
へ
き
と
の
い
ま
し

め
な
る
へ
し

59
御
か
う
し
と
も
あ
け
わ
た
し
て
人
々
い
て

ゐ
た
り
袖
く
ち
な
と
た
う
か
の
お
り
お

ほ
え
て
こ
と
さ
ら
め
き
も
て
出
た
る
を
ふ
さ

は
し
か
ら
す
ま
つ
藤
壺
わ
た
り
を
お
ほ
し
出
ら
る

も
て
出
て
を
こ
り
花
や
か
な
る
事
を	

」
46
丁
ウ

こ
の
む
ま
し
き
い
ま
し
め
な
る
へ
し
前
に

か
た
ら
ふ
へ
き
戸
口
も
さ
し
て
と
い
へ
る

と
三
の
口
あ
き
た
る
な
と
く
ら
へ

か
き
た
る
首
尾
な
る
へ
し

（9）　

葵
巻

60
心
の
す
さ
ひ
に
ま
か
せ
て
か
く
す
き
わ
さ
す

る
は
い
と
世
の
も
と
き
お
ひ
ぬ
へ
き
こ
と
也

心
に
敬
の
一
字
を
か
て
私
欲
に	

」
47
丁
オ

ま
か
せ
て
好
色
の
ふ
る
ま
ひ
す
ま
し

き
よ
し
の
御
い
ま
し
め
也
此
物
語
お
も

て
に
は
好
色
を
書
て
下
に
は
い
ま
し
め

た
り
し
心
是
ら
の
詞
に
て
知
へ
し

61
か
ゝ
る
事
を
聞
給
ふ
に
も
あ
さ
か
ほ
の
姫

君
は
い
か
て
人
に
似
し
と
ふ
か
う
お
ほ
せ
は

高
き
も
賤
き
も
光
君
に
心
を
う

つ
さ
ぬ
は
あ
ら
ぬ
に
朝
顔
の
君
は	

」
47
丁
ウ

其
か
ろ
〳
〵
し
き
人
な
み
に
は
あ
ら
し

と
お
ほ
し
て
一
生
難
面
て
や
み
給
へ

り
貞
節
と
淫
嬖
と
は
心
を
た
つ
る

と
た
て
ぬ
に
あ
る
を
し
へ
な
る
へ
し

62
わ
か
き
も
の
と
も
ゑ
ひ
過
立
さ
は
き

た
る
ほ
と
の
事
は
え
し
た
ゝ
め
あ
へ
す

下
部
に
酒
の
ま
す
る
事
は
心
す
る

こ
と
昔
も
今
も
大
切
の
い
ま
し
め
也	

」
48
丁
オ

花
宴
巻
に
も
酔
心
ち
や
た
ゝ

な
ら
さ
り
け
ん
と
有
高
き
も
く
た

れ
る
も
酒
の
失
世
に
其
た
め
し

同
々
に
あ
り
夏
の
禹
王
の
旨
酒

を
う
と
み
給
ひ
し
を
は
し
め
乱
に

及
ほ
さ
ぬ
孔
子
の
御
こ
と
ま
し
て

飲
酒
の
戒
め
後
の
世
ま
て
も
い
と
お
そ

ろ
し
紫
式
部
の
微
意
浅
か
ら
ぬ
わ
さ
也	

」
48
丁
ウ

63
大
将
殿
を
そ
か
う
け
に
は
思
ひ
聞
ゆ
ら
ん

葵
上
も
大
将
の
北
方
に
あ
ら
す
や
い
か
て

御
息
所
に
し
も
か
く
は
の
ゝ
し
る
ら
ん
猶
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又
こ
ゝ
に
大
将
の
御
事
を
か
け
て
い
ふ

へ
き
わ
さ
な
り
や
は
か
や
う
の
す
ち
な
き

悪
口
も
酔
過
た
る
ゆ
へ
の
よ
し
に

書
な
し
て
酒
の
失
を
い
ま
し
む
る
な
ら
ん

64
つ
ゐ
に
御
車
と
も
た
て
つ
ゝ
け
つ
れ
は	

」
49
丁
オ

ひ
と
た
ま
ひ
の
お
く
に
を
し
や
ら
れ
て

あ
ふ
ひ
の
上
の
只
今
の
威
勢
に
よ
り

て
他
の
そ
し
り
恨
み
を
も
か
へ
り
み
給
は

さ
り
し
し
わ
さ
か
へ
り
て
御
身
の
あ
た

と
成
て
終
に
御
息
所
の
霊
気
の

愁
に
あ
ひ
給
へ
る
事
を
世
々
の

い
ま
し
め
に
し
る
し
て
み
せ
た
る
也

65
み
つ
か
ら
は
さ
し
も
お
ほ
さ

（
マ
マ
）ら

め
れ
と
か	

」
49
丁
ウ

か
る
な
か
ら
ひ
は
情
か
は
す
へ
き
物
と
も

お
ほ
い
た
ら
ぬ
御
心
を
き
て
に
し
た
か
ひ

て
つ
き
〳
〵
よ
か
ら
ぬ
人
の
せ
さ
せ
た
る
な
ら
ん

か
ゝ
る
中
ら
ひ
と
は
本
妻
と
思
ひ
人
と

の
中
の
妬
み
あ
る
へ
き
中
也
か
や
う
の

中
に
は
猶
お
と
な
し
や
か
に
情
を

か
は
し
て
紫
上
の
明
石
上
花
散
里

な
と
へ
の
心
つ
か
ひ
の
や
う
に
あ
ら
ま	

」
50
丁
オ

ほ
し
き
物
な
る
へ
し
御
心
掟
に
し
た

か
ひ
て
と
い
ふ
は
下
々
の
悪
行
雑
言

は
主
君
の
下
知
と
に
は
あ
ら
ね
と
平

生
の
主
君
の
心
む
け
に
し
た
か
ふ
物
な
れ

は
其
と
か
を
の
つ
か
ら
主
君
に
も

の
か
れ
か
た
か
る
へ
し
か
ね
て
身
を
正

し
く
し
て
仁
義
を
心
さ
し
て
下
人

を
も
制
し
随
か
は
す
へ
き
教
也	

」
50
丁
ウ

66
は
か
な
か
り
し
所
の
車
あ
ら
そ
ひ
に

人
の
御
心
の
う
こ
き
に
け
る
を
か
の
殿

に
は
さ
ま
て
も
お
ほ
し
よ
ら
さ
り
け
り

細
流
弄
花
等
の
抄
に
も
人
の
恨
む

へ
き
所
を
か
へ
り
み
さ
る
は
悪
き
事

也
惣
し
て
権
門
の
か
た
に
は
不
肖

の
方
の
恨
あ
る
を
は
し
ら
さ
る
物
也

か
や
う
の
所
を
心
を
つ
く
へ
し
と
云
リ	

」
51
丁
オ

も
し
お
も
は
す
に
下
人
な
と
の
主
を
豪

家
に
思
ひ
て
不
肖
の
方
へ
あ
ち

き
な
き
ふ
る
ま
ひ
を
な
し
た
る
事
か

も
し
は
同
輩
の
人
に
対
し
て
も
よ
か

ら
ぬ
わ
さ
せ
し
事
あ
ら
は
事
に
よ
り

て
み
つ
か
ら
其
方
へ
ゆ
き
む
か
ひ

又
は
人
を
つ
か
は
し
て
も
わ
か
し
ら
さ
り

し
こ
と
は
り
を
の
へ
つ
ゝ
よ
く
い
ひ
慰	

」
51
丁
ウ

め
て
其
下
人
を
あ
る
は
を
ひ
う
ち
あ
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る
は
か
ら
め
て
も
つ
み
の
軽
重
に

し
た
か
ひ
て
を
こ
な
ふ
へ
し
是
今
の
世

の
定
れ
る
時
宜
と
か
や

67
大
殿
に
は
御
も
の
ゝ
け
め
き
て

み
そ
き
川
の
あ
ら
か
り
し
瀬
に
い
と
ゝ

よ
ろ
つ
い
と
う
く
お
ほ
し
い
ら
れ
た
り
と

書
は
て
ゝ
其
つ
ゝ
き
に
葵
上
の
御	

」
52
丁
オ

物
の
け
の
さ
ま
を
書
出
た
る
は
彼
恨

の
ゆ
へ
と
し
ら
せ
ん
微
意
あ
る
に
や

68
大
殿
に
は
御
物
の
け
い
た
く
お
こ
り
て

是
は
か
の
浅
み
に
や
の
贈
答
あ
り
お

ほ
ろ
け
に
て
や
此
御
返
り
を
み
つ
か

ら
聞
え
さ
せ
ぬ
と
の
事
有
て
い
と
ゝ

光
君
を
お
も
ふ
心
も
切
に
葵
上
の
妬

さ
も
ま
さ
り
し
よ
り
御
息
所
の
霊	
」
52
丁
ウ

気
い
た
く
お
こ
り
給
ふ
さ
ま
の
か
き
さ

ま
也
前
に
は
只
御
物
の
け
め
き
て
と

か
き
こ
ゝ
に
は
い
た
く
お
こ
り
て
と
か

く
筆
力
あ
さ
か
ら
ぬ
物
な
る
へ
し

69
と
の
ゝ
う
ち
人
す
く
な
に
し
め
や
か
な
る

ほ
と
に
俄
に
例
の
御
む
ね
を
せ
き
あ
け

油
断
の
ほ
と
に
物
の
け
の
取
い
れ

た
る
也
是
権
門
の
ふ
る
ま
ひ
の
失	

」
53
丁
オ

を
し
め
し
世
の
む
く
ひ
あ
る
事
を

を
そ
る
へ
き
の
い
ま
し
め
也
か
つ
又
盛
者

必
衰
会
者
定
離
の
こ
と
は
り
を
し
め

し
て
菩
提
の
縁
と
な
し
侍
る
に
や

70
ほ
の
め
か
し
給
へ
る
け
し
き
を
心
の
を
に
ゝ
し

る
く
見
給
て
さ
れ
は
よ
と
お
ほ
す
も
い
と
い
み
し

霊
に
入
給
へ
る
事
を
源
氏
に
見
知

給
へ
り
と
御
息
所
の
心
の
鬼
に
思
ひ	

」
53
丁
ウ

あ
は
せ
給
へ
る
誠
に
面
目
も
な
き
御

事
な
る
へ
し
此
斎
宮
に
同
道
し
て
伊

勢
に
下
向
の
基
な
り
猶
榊
巻
に
委

71
女
君
は
さ
ら
に
お
き
給
は
ぬ
あ
し
た
あ
り

葵
上
の
御
在
世
に
は
さ
す
か
に
紫
上

の
新
枕
は
な
か
り
し
也
う
せ
給
て
後

此
事
有
て
其
人
と
も
よ
に
し
ら
れ

給
は
て
物
け
な
き
や
う
な
り
と
て
父	

」
54
丁
オ

宮
に
も
し
ら
せ
ま
い
ら
せ
給
は
ん
と
お

ほ
し
な
り
た
る
は
野
合
な
か
ら
本
台
の

分
に
と
お
ほ
す
心
あ
れ
は
な
る
へ
し

其
お
も
む
き
に
書
な
せ
る
筆
勢

こ
ま
や
か
な
る
物
な
る
へ
し

（10）　

榊
巻

72
そ
の
ゝ
ち
し
も
か
き
た
え
あ
さ
ま
し
き
御
心
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は
へ
を
み
給
ふ
に
ま
こ
と
に
う
し
と
お
ほ
す
こ	

」
54
丁
ウ

と
こ
そ
有
け
め
と
し
り
は
て
給
ぬ
れ
は

よ
ろ
つ
の
哀
を
お
ほ
し
捨
て
ひ
た
み
ち
に

出
た
ち
給
ふ　

葵
巻
に
心
を
く
ら
ん

ほ
と
そ
は
か
な
き
と
ほ
の
め
か
し
給
へ

る
け
し
き
な
り
し
事
の
恥
か
し
く
い

み
し
き
に
京
に
は
留
り
か
た
く
思
給
ふ
也

73
院
の
御
な
や
み
神
無
月
に
な
り
て
は

桐
壺
の
帝
此
巻
に
て
崩
御
也	

」
55
丁
オ

う
き
世
の
生
老
病
死
は
帝
王
も

の
か
れ
ま
し
ま
さ
ぬ
こ
と
は
り
を
示

す
物
也
但
仙
院
な
と
に
て
此
物
語

を
講
せ
ん
に
は
こ
ゝ
よ
り
御
位
を

さ
ら
せ
給
ふ
と
い
ふ
は
か
り
こ
そ
あ
れ

と
い
ふ
ま
て
を
よ
み
侍
ま
し
く
や

74
お
ほ
や
け
の
御
う
し
ろ
み
を
せ
さ
せ
ん
と

此
明
石
巻
に
お
ほ
や
け
の
御
後
見
を	

」
55
丁
ウ

し
よ
を
ま
つ
り
こ
つ
へ
き
人
を
お
ほ
し

め
く
ら
す
に
此
源
氏
の
か
く
し
つ
み
給
ふ

事
い
と
あ
た
ら
し
う
な
と
い
へ
る
所
の
微

意
に
て
桐
壺
巻
に
お
ほ
や
け
の
御
う
し
ろ
み

を
す
る
な
ん
ゆ
く
す
ゑ
も
た
の
も
し
う

な
と
有
し
所
の
首
尾
な
り

75
お
ほ
き
さ
き
も
ま
い
り
給
は
ん
と
す
る
を

中
宮
の
か
く
そ
ひ
お
は
す
る
に
御
心
を
か
れ	

」
56
丁
オ

て
お
ほ
し
や
す
ら
ふ
ほ
と
に

弘
徽
殿
は
桐
壺
帝
の
御
と
ち
め
に
も

あ
ひ
奉
り
給
は
ぬ
さ
ま
也
か
の
桐
壺
の

巻
に
事
に
も
あ
ら
す
お
ほ
し
け
ち
て

も
て
な
し
給
ふ
を
い
と
す
さ
ま
し
く
物

し
と
き
こ
し
め
す
な
と
あ
り
弘
徽
殿

の
御
い
き
を
ひ
に
ほ
こ
り
給
ひ
て
帝
と

の
御
中
も
う
る
は
し
か
ら
さ
り
し
下
心	

」
56
丁
ウ

有
て
終
に
其
御
あ
り
さ
ま
も
首
尾

よ
か
ら
ぬ
さ
ま
に
か
き
な
せ
る
文
勢
奇

妙
に
や

76
お
ほ
ち
お
と
ゝ
い
と
き
う
に
さ
か
な
う

寛
順
大
度
の
器
に
あ
ら
さ
り
し
さ

ま
也
此
お
と
ゝ
学
問
も
さ
し
て
こ
の
み

給
は
す
を
こ
り
ほ
し
い
ま
ゝ
な
る
本
性

に
お
は
し
け
れ
と
幸
に
こ
き
て
ん
の	

」
57
丁
オ

父
朱
雀
院
の
外
祖
の
故
に
世
の
政

を
と
り
を
こ
な
ひ
給
ふ
さ
ま
な
り

77
い
と
し
の
ひ
て
か
よ
は
し
給
ふ
こ
と
は
猶

お
な
し
さ
ま
な
る
へ
し

朧
月
夜
の
尚
侍
貞
節
の
心
な
く
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帝
の
寵
を
か
う
ふ
り
な
か
ら
あ
る
ま

し
き
御
事
な
り
光
君
も
此
人
に
よ
り

て
一
旦
左
遷
し
給
へ
り
帚
木
巻
に	

」
57
丁
ウ

何
か
し
か
い
や
し
き
い
さ
め
に
て
す
き

た
は
め
ら
ん
女
に
は
心
を
か
せ
給
へ
あ
や

ま
り
て
見
ん
人
の
か
た
く
な
ゝ
る
名

を
も
た
て
つ
へ
き
物
也
と
左
馬
頭
の

い
ま
し
め
よ
ろ
つ
の
教
に
わ
た
る
へ
し

78
こ
ひ
め
き
み
を
ひ
き
よ
き
て
此
大
将
の

君
に
聞
え
つ
け
給
ひ
し
御
心
を

桐
壺
巻
に
葵
上
を
春
宮
よ
り
御	

」
58
丁
オ

け
し
き
有
け
る
を
お
ほ
し
た
ゆ
た
ふ

こ
と
あ
り
け
る
は
此
君
に
奉
ら
ん

の
御
心
也
け
り
と
有
て

（
マ
マ
）こ

と
な
り

此
宿
意
を
悪
后
の
忘
給
は
ぬ
ゆ
へ

さ
ま
〳
〵
世
の
さ
は
き
と
な
り
て
終
に

御
身
の
た
め
も
よ
か
ら
さ
り
し
世
人
旧

悪
を
お
も
ふ
ま
し
き
の
い
ま
し
め
成
へ
し

79
こ
あ
ま
う
へ
の
御
い
の
り
の
し
る
し
と	

」
58
丁
ウ

仏
神
に
信
心
あ
る
へ
き
事
の
世
人

の
教
な
る
へ
し
明
石
の
入
道
の
こ

と
玉
か
つ
ら
尚
侍
の
初
瀬
ま
う
て

光
君
の
さ

（
マ
マ
）ま

に
て
住
吉
へ
御
祈
願

な
と
み
な
い
ち
し
る
き
し
る
し
有

さ
ま
を
か
き
た
る
心
を
つ
け
侍
る
へ
し

80
か
や
う
の
事
に
つ
け
て
も
も
て
は
な
れ

つ
れ
な
き
人
の
御
心
を
か
つ
は
め
て	

」
59
丁
オ

た
し
と
思
ひ
聞
え
給
ふ
物
か
ら

す
き
た
は
め
る
朧
月
夜
に
か
た
く
な

な
る
名
を
な
か
し
給
は
ん
と
す
る
か
ら

藤
壺
の
つ
れ
な
き
御
心
を
感
し

給
ふ
也
か
の
左
馬
頭
の
い
ま
し
め
を

誰
も
お
も
ふ
へ
し
と
の
微
意
に
や

81
お
ほ
し
い
た
ら
ぬ
こ
と
な
く
の
か
れ
給
ふ
を

朧
月
夜
の
遠
慮
お
は
し
ま
さ
ゝ	

」
59
丁
ウ

り
し
に
あ
は
せ
て
藤
壺
の
御
心

深
か
り
け
る
さ
ま
を
か
け
り
院

お
は
し
ま
さ
ぬ
世
に
は
其
憚
も
な
く

を
の
つ
か
ら
あ
こ
き
の
網
の
た
ひ

か
さ
な
る
へ
け
れ
は
必
う
き
名
世
に

な
か
れ
て
光
君
の
た
め
わ
か
御

た
め
こ
と
に
は
春
宮
の
御
た
め
ま
て

あ
ち
き
な
か
る
へ
き
に
か
く
色
々
に	

」
60
丁
オ

の
か
れ
給
ひ
て
終
に
此
後
御
対
面
な

か
り
し
故
世
の
聞
え
を
一
生
の
か
れ

て
過
し
給
へ
る
事
を
書
て
世
人
に
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も
見
知
せ
た
る
心
な
る
へ
し

82
そ
む
き
な
ん
こ
と
を
お
ほ
し
と
る
に

藤
壺
よ
の
常
の
さ
ま
に
て
お
は
し
ま

せ
は
光
君
の
心
さ
し
や
ま
す
や
ま
ぬ
に

し
た
か
ひ
給
は
ゝ
う
き
名
あ
ち
き	

」
60
丁
ウ

な
か
る
へ
し
し
た
か
ひ
給
は
す
は
光
君

も
し
難
面
に
う
む
し
て
道
心
な
と
あ
ら
ん

に
又
春
宮
の
御
う
し
ろ
み
な
く
て
あ
ち

き
な
か
ら
ん
と
に
か
く
に
よ
の
常
に
て

は
有
か
た
き
御
身
な
れ
は
入
道
せ
さ
せ

給
は
ん
と
思
ひ
と
り
給
へ
る
か
し
こ
き

女
心
の
さ
ま
を
書
て
世
人
に
思
ひ
と

る
へ
き
と
き
は
お
も
ひ
と
る
わ
さ
そ	

」
61
丁
オ

と
見
な
ら
は
す
た
め
な
る
へ
し
前
に

大
后
の
あ
る
ま
し
き
事
に
の
給
ふ

な
る
御
位
を
も
さ
り
な
ん
と
漸
々

お
ほ
し
な
る
と
書
て
戚
夫
人
の
こ

と
な
と
お
も
ひ
あ
は
せ
給
ひ
て

御
身
を
う
と
ま
し
う
た
ゝ
よ
の
つ
ね

に
て
は
過
し
か
た
き
物
に
思
ひ
給
て

発
心
を
お
ほ
し
と
り
し
さ
ま
に
か
き	

」
61
丁
ウ

な
せ
る
哀
を
つ
く
せ
る
文
章
に
や

83
六
十
巻
と
い
ふ
ふ
み
よ
み
給
ひ
お
ほ
つ
か

な
き
と
こ
ろ
〳
〵
と
か
せ
な
と
し
て

光
君
お
さ
な
き
よ
り
わ
さ
と
の
御

学
問
は
さ
る
物
に
て
万
の
事
を
ま

な
ひ
き
は
め
給
ひ
世
を
ま
つ
り
こ

た
ん
に
も
お
さ
〳
〵
憚
り
あ
る
ま
し
と

故
院
も
の
給
ふ
ほ
と
な
れ
は
治
国
平	

」
62
丁
オ

天
下
の
道
の
ま
な
ひ
は
お
ほ
つ
か
な

か
る
ま
し
其
上
に
只
今
よ
に
用
ら
れ

給
は
す
閑
寂
の
ほ
と
に
天
台
の
六
十

巻
を
も
よ
み
給
ふ
ま
こ
と
の
世
の
か

た
め
な
る
へ
き
器
に
お
は
し
け
る

有
さ
ま
也
亦
人
の
教
な
る
へ
し

84
文
の
道
の
お
ほ
つ
か
な
く
お
ほ
し
め
さ
る

る
事
と
も
な
と
と
は
せ
給
て	

」
62
丁
ウ

朱
雀
院
も
春
宮
に
お
は
せ
し
よ
り

才
す
く
れ
さ
せ
給
へ
る
よ
し
花
宴
巻

に
み
え
た
り
然
る
に
光
君
に
猶
と

は
せ
給
ふ
は
光
君
の
広
才
の
さ
ま
の
書

さ
ま
也
天
下
を
治
め
給
ふ
君
も
臣
も

学
問
を
御
心
に
か
け
さ
せ
給
ふ
へ
し
と

の
教
に
か
け
る
に
や
宮
殿
の
う
ち

に
富
貴
を
極
め
お
は
し
ま
す
御
身	

」
63
丁
オ

は
た
ゝ
栄
花
に
の
み
ほ
こ
り
極
楽
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に
の
み
か
ゝ
つ
ら
ひ
て
学
問
に
御
身
を

く
る
し
め
お
は
し
ま
す
事
は
こ
の
ま
せ

給
は
ぬ
事
な
る
へ
し
然
と
も
文
学
な

く
て
は
お
こ
り
を
の
み
き
は
め
て
民
の

愁
へ
国
の
そ
こ
な
は
る
ゝ
を
も
し
ら
せ

給
ふ
ま
し
く
は
尭
舜
の
道
に
疎
く

桀
紂
か
暴
に
近
き
わ
さ
な
れ
は
也	

」
63
丁
ウ

85
白
虹
日
を
つ
ら
ぬ
け
り
太
子
お
ち
た
り

是
冷
泉
院
東
宮
に
て
お
は
し
ま
す

を
太
子
丹
に
な
そ
ら
へ
光
君
を
荊
軻

に
た
と
へ
し
此
詞
に
光
君
を
讒
し

み
か
と
を
か
た
む
け
ん
と
し
給
ふ
に
し
な

す
へ
き
悪
后
の
心
か
ま
へ
み
え
侍
る
書
さ
ま
也

86
い
つ
こ
に
も
け
ふ
は
物
悲
し
う
お
ほ
さ
る
ゝ

ほ
と
に
て
御
返
あ
り	
」
64
丁
オ

常
に
は
藤
壺
の
光
君
へ
御
返
事
な

き
こ
と
し
ら
れ
た
る
心
な
り

87
又
い
た
つ
ら
に
い
と
ま
有
け
な
る
は
か
せ
と
も

此
詞
に
て
朱
雀
院
の
お
ほ
ち
お
と
ゝ
の

ま
つ
り
こ
ち
給
ふ
世
に
は
学
文
は
や
ら

さ
り
け
る
さ
ま
也
紀
伝
明
経
等
の

博
士
い
た
つ
ら
に
隙
な
り
し
な
る
へ
し

88
文
王
の
子
武
王
の
お
と
う
と	

」
64
丁
ウ

光
君
を
周
公
に
も
な
そ
ら
へ
て
か
き

た
る
よ
し
諸
抄
に
い
へ
る
は
是
ら
の

詞
須
磨
巻
な
と
に
よ
り
て
也
又
須

磨
明
石
の
巻
に
風
雨
雷
電
を
か
き

て
周
公
旦
の
東
都
に
お
は
せ
し
に

准
し
て
か
く
へ
き
微
意
な
る
へ
し

89
例
の
め
つ
ら
し
き
隙
な
る
を
と
聞
え
か
は
し

給
て
わ
り
な
き
さ
ま
に
て
よ
な
〳
〵
対
面
し
給	

」
65
丁
オ

好
色
に
ふ
け
る
人
は
し
め
は
人
め
を
も
憚

後
の
聞
え
を
も
つ
ゝ
し
め
と
も
つ
の
り
て

は
其
憚
つ
ゝ
し
み
を
忘
て
度
か
さ
な
り

も
て
ゆ
く
に
終
に
身
を
ほ
ろ
ほ
す
に

い
た
る
事
を
い
ま
し
め
ん
と
て
此
尚
侍

の
有
さ
ま
は
か
け
り
と
し
る
へ
し

（11）　

花
散
里
巻

90
い
か
な
る
に
つ
け
て
も
御
心
の
い
と
ま
な
く	

」
65
丁
ウ

あ
た
な
る
心
に
任
て
思
ひ
人
お
ほ
く

か
ゝ
つ
ら
ふ
人
の
却
て
身
の
苦
し
み

な
る
事
を
書
て
好
色
を
戒
め
た
り

（12）　

須
磨
巻

91
い
ち
は
や
き
よ
の
い
と
お
そ
ろ
し
う
侍
る
也

悪
后
父
お
と
ゝ
の
御
心
き
う
に
お
は

し
け
る
事
有
し
首
尾
也
悪
后
仁
愛
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な
き
心
に
任
給
ふ
世
の
有
さ
ま
を
い
へ
る
也	

」
66
丁
オ

是
亦
政
道
の
い
ま
し
め
を
書
な
る
へ
し

92
た
ゝ
か
く
思
ひ
か
け
ぬ
つ
み
に
あ
た
り
侍
る
も

思
給
へ
あ
は
す
る
事
の
一
ふ
し
に
な
ん

藤
壺
と
密
通
の
恐
な
る
へ
し
此
次

に
院
の
御
陵
に
て
有
し
御
面
影

さ
や
か
に
み
え
給
へ
る
そ
ゝ
ろ
寒
き
程

な
り
と
か
く
へ
き
微
意
也
光
君
更
生
の

恐
れ
な
り
し
心
は
へ
を
か
け
る
可
付
心	

」
66
丁
ウ

93
位
な
き
人
は
と
て
む
も
ん
の
御
な
を
し

公
儀
を
恐
給
ふ
礼
儀
な
る
へ
し
此
巻
仁

義
五
常
朋
友
の
中
ら
ひ
迄
い
へ
り
と

　

泯
（
マ
マ
）江

入
楚
に
も
云
る
可
付
心
也
称
名
院

源
氏
物
語
を
盛
者
必
衰
の
心
に
て
見

よ
と
也
と
孟
津
抄
に
い
へ
る
さ
る
事
に
や

先
源
氏
君
の
御
有
さ
ま
偏
に
盛
者
必

衰
也
頭
中
将
す
ま
へ
お
は
せ
し
は
朋
友	

」
67
丁
オ

の
中
ら
ひ
の
有
か
た
き
さ
ま
也
此
御

い
た
は
り
に
か
ゝ
ら
ぬ
人
な
く
御
徳

を
悦
は
ぬ
や
は
有
し
な
と
い
へ
る
光

君
の
仁
な
る
へ
し
恩
賜
の
御
衣
を

身
に
は
な
さ
す
朱
雀
院
の
御
こ

と
を
忘
給
は
す
帝
も
源
氏
の
御

事
を
其
人
の
な
き
こ
そ
さ
う
〳
〵

し
け
れ
な
と
の
給
ひ
し
事
須
磨
へ	

」
67
丁
ウ

御
供
の
惟
光
義
清
右
近
の
そ
う

な
と
の
事
と
も
は
君
臣
の
義
あ
る

な
る
へ
し
其
外
こ
と
〳
〵
く
い
ふ
に

及
は
す
此
巻
の
さ
ま
に
み
え
た
り

94
あ
こ
の
御
す
く
せ
に
て
覚
ぬ
事
の
有
也

明
石
の
入
道
夢
を
頼
む
事
あ
り
か

つ
又
住
吉
に
立
願
有
て
明
石
上
の

よ
き
縁
を
ね
か
ふ
に
其
願
成
就
の
時	

」
68
丁
オ

至
る
と
悦
ふ
さ
ま
也
若
紫
よ
り

若
菜
巻
等
皆
其
心
を
か
け
る

物
語
の
筆
法
奇

（
マ
マ
）也

若
菜
巻
ニ

か
ゝ
る
願

（
マ
マ
）有
て
あ
な
か
ち
に
は
望

し
な
り
け
り
よ
こ
さ
ま
に
い
み
し
き

め
を
見
た
ゝ
よ
ひ
し
も
此
人
ひ
と
り

の
た
め
に
こ
そ
有
け
れ
と
光
君

思
ひ
あ
は
せ
給
へ
る
事
其
首
尾
也	

」
68
丁
ウ

（13）　

明
石
巻

95
猶
こ
れ
よ
り
ふ
か
き
山
を
も
と
め
て
や

す
ま
の
巻
に
此
す
ま
ゐ
た
へ
か
た
く

お
ほ
し
な
る
事
を
終
り
に
書
て

山
居
を
や
せ
ま
し
な
と
い
ひ
と
に
か
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く
に
さ
ま
〳
〵
此
浦
に
住
う
き
事

の
侍
る
は
神
の
し
わ
さ
に
て
明
石
へ

お
は
し
ま
さ
せ
ん
た
め
と
み
ゆ
故
院	

」
69
丁
オ

の
御
夢
に
み
え
さ
せ
給
ふ
所
に
も

住
吉
の
神
の
み
ち
ひ
き
給
ふ
ま
ゝ
に

は
や
船
出
し
て
此
浦
を
さ
り
ね
と

の
給
は
す
る
も
其
心
な
り

96
い
ぬ
る
つ
ゐ
た
ち
の
ゆ
め
に

こ
れ
も
住
吉
の
示
現
な
る
へ
し

97
月
日
の
ひ
か
り
を
手
に
え
奉
り
た
る

入
道
の
明
石
上
を
ま
う
け
し
時
の	

」
69
丁
ウ

夢
に
月
日
を
手
に
さ
ゝ
け
し
と

見
し
事
若
菜
上
巻
に
あ
り
こ
れ

光
君
に
明
石
上
を
あ
は
せ
奉
て

明
石
の
中
宮
を
ま
う
け
其
み
こ
に

春
宮
あ
る
へ
き
瑞
夢
也
然
る
に

と
し
比
の
所
願
か
な
ひ
て
今
光
君

の
お
は
し
ま
す
に
す
て
に
其
瑞

夢
の
し
る
し
あ
る
心
を
い
ふ
へ
き	

」
70
丁
オ

た
め
な
り
日
は
天
子
の
象
月
は
后

の
象
な
れ
は
な
り

98
せ
き
へ
た
ゝ
り
て
は

須
磨
は
む
か
し
関
所
な
れ
は
也

99
み
か
と
の
御
夢
に
院
の
帝
お
ま
へ
の

御
は
し
の
も
と
に
わ
た
ら
せ
給
て

前
に
源
氏
の
夢
に
も
か
ゝ
る
つ

ゐ
て
に
た
い
り
に
そ
う
す
へ
き
こ	

」
70
丁
ウ

と
あ
る
に
よ
り
て
な
ん
と
桐
壺
の

帝
の
給
ひ
し
首
尾
な
り

100
源
氏
の
御
こ
と
ゝ
も
な
り
け
ん
か
し

榊
巻
に
桐
壺
帝
の
御
遺
詔
に

大
将
の
御
事
侍
つ
る
世
に
か
は
ら
す

大
小
の
事
を
隔
て
す
何
事
も
御

後
見
と
お
ほ
せ
と
朱
雀
院
へ
仰
せ

ら
れ
又
其
心
た
か
へ
さ
せ
給
な
と
哀
な
る	

」
71
丁
オ

御
ゆ
い
こ
ん
と
も
お
ほ
か
り
と
あ
り

帝
は
光
君
を
此
御
遺
言
の
こ
と
く

に
お
ほ
し
め
せ
と
も
悪
后
の
し
わ
さ

あ
ち
き
な
く
お
は
せ
し
に
母
君
の
御

事
を
さ
す
か
に
背
か
せ
給
は
ぬ
ゆ
へ

故
院
の
御
遺
詔
に
を
の
つ
か
ら
た
か

は
せ
給
へ
は
御
け
し
き
あ
し
う
て
に
ら

み
給
ひ
な
と
せ
し
な
る
へ
し
い
ま	

」
71
丁
ウ

源
氏
の
御
事
と
も
な
り
け
ん
か

し
と
草
子
地
に
い
ふ
は
其
心
を
云
也

101
き
さ
き
に
聞
え
さ
せ
給
け
れ
は
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こ
れ
ら
の
詞
に
て
源
氏
の
解
官
は
帝

の
御
心
な
ら
す
悪
后
の
は
か
ら
ひ
な

る
こ
と
を
し
ら
す
る
詞
也
此
次
に
后

か
た
う
い
さ
め
給
ふ
に
お
ほ
し
は
ゝ
か
る

な
と
い
へ
る
も
其
心
也
榊
巻
に
も	

」
72
丁
オ

帝
は
院
の
御
遺
言
た
か
え
す
哀
ニ

お
ほ
し
た
れ
と
と
あ
り
母
后
お
ほ

ち
お
と
ゝ
と
り
〳
〵
に
し
給
ふ
事
は

え
そ
む
き
給
は
す
世
の
政
御
心
に

か
な
は
ぬ
や
う
な
り
と
あ
り

102
お
ほ
や
け
の
御
う
し
ろ
み
を
し
世
を
ま
つ
り

こ
つ
へ
き
人
を
お
ほ
し
め
く
ら
す
に

榊
巻
桐
壺
帝
の
御
遺
詔
の
首
尾	

」
72
丁
ウ

也
こ
と
に
は
桐
壺
巻
お
ほ
や
け
の

御
う
し
ろ
み
と
な
る
な
ん
行
末
も
た

の
も
し
き
事
と
お
ほ
し
て
い
よ
〳
〵

み
ち
〳
〵
の
さ
え
を
な
ら
は
し
給
ふ
と

あ
り
し
首
尾
な
る
へ
し

103
色
々
の
願
は
た
し
申
へ
き
よ
し
御
使
し
て

水
尾
尽
巻
住
吉
詣
有
へ
き
微
意
也

104
十
五
夜
の
月
お
も
し
ろ
ふ
静
な
る
に	

」
73
丁
オ

昔
の
事
か
き
く（

マ
マ
）つ
し
お
ほ
し
出
ら
れ
て

須
磨
巻
八
月
十
五
夜
の
所
の
殿
上
の

御
あ
そ
ひ
恋
し
く
な
と
有
し
所
に
其
夜

う
へ
の
い
と
な
つ
か
し
う
昔
物
語
な
と
し

給
ひ
し
御
さ
ま
な
と
有
し
其
時
の

事
を
朱
雀
院
も
お
ほ
し
出
ら
る
ゝ
成
へ
し

（14）　

泠
標
巻

105
物
思
ひ
し
ら
れ
給
ふ
ま
ゝ
に
な
と
て
我
心
の	

」
73
丁
ウ

若
く
い
は
け
な
き
に
ま
か
せ
て

さ
し
も
好
色
な
り
し
朧
月
夜
尚
侍
も

年
た
け
て
物
思
ひ
知
給
ふ
て
は
若
か
り

し
ほ
と
の
し
わ
さ
を
後
悔
し
給
へ
り
世

上
の
わ
か
き
人
々
か
ね
て
此
事
を
覚
語

（
マ
マ
）
　

し
て
わ
か
け
に
任
せ
た
る
ふ
る
ま
ひ
せ

さ
れ
と
の
微
意
な
る
へ
し

106
御
国
ゆ
つ
り
の
事
に
は
か
な
れ
は	

」
74
丁
オ

か
ね
て
御
沙
汰
あ
ら
は
悪
后
必
さ
ま

た
け
給
へ
き
に
よ
り
て
と
く
お
ほ
し

を
き
た
る
事
な
れ
と
忍
ひ
こ
め

さ
せ
給
ふ
事
を
こ
め
た
る
詞
な
る
へ
し

107
太
政
大
臣
に
な
り
給
ふ

令
云
太
政
大
臣
一
人
師
範
一
人
儀
形

四
海
云　
　

々

有
徳
の
人
を
え
ら
ひ
て
任

せ
ら
る
ゝ
官
な
り	

」
74
丁
ウ

108
わ
か
き
み
の
御
め
の
と
た
ち
さ
ら
ぬ
人
々
も
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年
比
の
ほ
と
ま
か
て
ち
ら
さ
り
け
る
は

零
落
の
ほ
と
を
み
と
ゝ
け
た
る
に
恩

賞
あ
る
也
君
臣
の
中
に
か
き
ら
す

夫
婦
朋
友
の
間
に
も
心
短
く
た
の

も
し
け
な
く
は
あ
る
ま
し
き
事
と

の
い
ま
し
め
と
し
る
へ
し

109
此
ほ
と
す
く
し
て
む
か
へ
て
ん
と
お
ほ
し
て	

」
75
丁
オ

東
院
い
そ
き
つ
く
ら
す
へ
き
よ
し
催
し

此
院
明
石
上
を
ゝ
き
給
は
ん
の
心
か
ま
へ

な
り
し
と
み
ゆ
然
と
も
明
石
上
は
母

の
古
郷
大
井
に
在
し
に
う
つ
ろ
ひ
給
ひ

け
れ
は
此
院
に
は
花
散
里
住
給
ふ
也

110
忍
ひ
ま
き
れ
て
お
は
し
ま
い
た
り

此
乳
母
さ
す
か
に
宰
相
の
む
す
め
な

れ
は
た
ゝ
に
明
石
浦
に
は
お
も
む
く
ま
し	
」
75
丁
ウ

く
や
と
光
君
お
ほ
し
て
み
つ
か
ら
お
は

し
て
其
人
か
ら
を
も
み
給
ひ
か
つ
は
猶
豫

す
ら
ん
心
を
も
取
定
め
給
は
ん
た
め
な
る

へ
し
伊
尹
か
湯
王
に
つ
か
へ
諸
葛
か
三

顧
に
答
し
た
め
し
を
お
も
ふ
へ
し

111
つ
の
く
に
ま
て
は
舟
に
て
そ
れ
よ
り
あ
な

た
は
馬
に
て
い
そ
き
つ
き
ぬ

津
の
国
よ
り
も
舟
に
て
も
ゆ
く
へ	

」
76
丁
オ

け
れ
と
波
上
を
お
ほ
つ
か
な
く
お
ほ

す
心
な
る
へ
し
是
も
姫
君
を
大

切
に
お
ほ
し
め
す
故
な
る
へ
し

112
は
ら
た
ち
な
し
給
ふ

紫
上
の
物
え
ん
し
給
へ
る
さ
ま
を

い
ふ
也
す
へ
て
女
の
嫉
妬
は
さ
ま
あ

し
く
に
く
け
な
る
物
な
る
を
中
〳
〵

愛
敬
つ
き
て
は
ら
た
ち
な
し
給
ふ	

」
76
丁
ウ

と
也
帚
木
巻
ニ
す
へ
て
万
の
事
な

た
ら
か
に
え
ん
す
へ
き
こ
と
を
は
見
し

れ
る
さ
ま
に
ほ
の
め
か
し
恨
へ
か
ら
ん

ふ
し
を
も
に
く
か
ら
す
か
す
め
な
さ
は

そ
れ
に
つ
け
て
も
哀
ま
さ
り
ぬ

へ
し
と
い
へ
る
女
は
よ
く
思
ふ
へ
き
事
に
や

113
あ
た
〳
〵
し
き
す
ち
な
と
う
た
か
は
し

き
御
心
は
へ
に
は
あ
ら
す	

」
77
丁
オ

花
ち
る
さ
と
は
顔
か
た
ち
は
よ
か
ら
ね

と
貞
節
に
て
長
閑
な
る
心
は
へ
な

れ
は
紫
上
明
石
上
な
と
の
な
み
に

六
条
院
の
四
町
に
も
夏
の
御
か
た

と
て
夕
霧
の
養
母
な
と
に
て
お
は

し
け
る
女
は
貞
節
を
も
と
ゝ
す

へ
く
の
と
や
か
な
る
心
は
へ
な
る
へ
き
教
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な
る
へ
し
美
目
か
た
ち
は
次
と
す
へ
し	

」
77
丁
ウ

114
中
〳
〵
い
と
お
し
け
な
る
を
人
も
や
す
か
ら
す

聞
え
け
り

一
旦
の
威
勢
に
ほ
こ
り
て
因
果
の

理
を
も
わ
き
ま
へ
給
は
ぬ
を
そ
し
り

申
せ
し
詞
也
世
人
の
い
ま
し
め
也

115
お
か
し
き
こ
と
も
物
の
哀
も
人
か
ら
こ

そ
あ
へ
け
れ

遊
女
の
よ
し
め
き
あ
へ
る
も
光
君
の	

」
78
丁
オ

風
流
に
は
か
な
は
す
し
て
御
心
と
ゝ

め
給
は
す
う
と
み
御
覧
し
た
る
心
也

上
達
部
と
い
へ
と
遊
女
に
め
と
ゝ
め

給
ふ
を
そ
し
り
て
光
君
の
好
色
第

一
に
て
か
く
あ
る
事
を
ほ
め
た
る
詞

な
り
高
き
も
い
や
し
き
も
是
に

ま
よ
ふ
こ
と
の
を
ろ
か
さ
を
い
ま
し
め

た
り
し
に
心
を
つ
く
へ
し	

」
78
丁
ウ

（15）　

蓬
生
巻

116
い
け
る
よ
に
し
か
な
こ
り
な
き
わ
さ
は
い
か
ゝ
せ
ん

父
母
の
旧
宅
を
か
ろ
〳
〵
し
く
人
に

は
な
ち
や
り
給
は
ぬ
を
ほ
め
し
詞
也

117
な
き
人
の
御
ほ
い
た
か
は
ん
か
哀
な
る
事

と
の
給
ひ
て
さ
る
わ
さ
は
せ
さ
せ
給
は
す

父
母
の
し
を
き
給
へ
る
調
度
を
沽
却

せ
ん
こ
と
を
悲
し
き
こ
と
に
し
給
ふ
さ
ま	

」
79
丁
オ

也
さ
る
わ
さ
と
は
売
給
ふ
事
を
云
也

此
二
段
末
摘
花
の
貞
心
に
て
ま
つ
し
く

て
も
親
の
家
財
を
か
ろ
く
せ
ぬ
御
心

さ
ま
を
か
き
て
此
心
よ
り
源
氏
を
待

給
ひ
て
他
に
う
つ
る
心
も
ま
し
ま
さ
す

終
に
時
節
を
待
得
給
へ
る
事
を

か
き
て
世
人
の
教
を
か
く
也
世
の
あ
さ

は
か
な
る
ひ
と
の
あ
た
な
る
わ
さ
に	

」
79
丁
ウ

貨
財
を
つ
い
や
し
て
は
て
は
父
母
の

古
物
を
市
に
ひ
さ
き
重
代
の
家
を

人
の
も
の
と
な
す
不
孝
不
義
い
は
ん
方

な
く
天
罰
神
罰
い
か
て
の
か
る
へ
き

を
そ
れ
つ
ゝ
し
む
へ
き
物
な
る
へ
し

118
こ
と
よ
か
る

　

好
（
マ
マ
）言
令
色
鮮
矣
仁
と
論
語
に
い
へ
る

詞
に
て
か
け
る
な
る
へ
し
此
お
は
の
心	

」
80
丁
オ

さ
ま
し
わ
さ
無
礼
不
義
み
る
人
き
く

人
こ
と
に
に
く
ま
れ
ぬ
へ
し
人
に
に
く
ま

れ
人
に
よ
み
せ
ら
る
ゝ
も
た
ゝ
わ
か
心

の
人
や
り
な
ら
ぬ
し
わ
さ
と
し
り
て
た

し
な
み
つ
ゝ
し
む
へ
き
こ
と
は
り
な
る
へ
し
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119
わ
か
心
も
て
は
か
な
き
御
て
う
と
と
も
な

と
も
と
り
う
し
な
は
せ
給
は
す

此
て
う
と
ゝ
も
な
と
も
と
い
ふ
に
前
の	

」
80
丁
ウ

詞
の
御
家
居
も
有
し
よ
り
け
に
あ
さ

ま
し
け
れ
と
ゝ
い
ふ
を
う
け
て
家
を
も

う
し
な
ひ
給
は
ぬ
心
を
こ
め
た
り
さ
て

前
の
名
残
な
き
わ
さ
は
い
か
ゝ
せ
ん
さ
る

わ
さ
せ
さ
せ
給
は
す
と
い
へ
る
首
尾
を

か
く
也
前
は
猶
大
か
た
の
貧
し
か
り
し

ほ
と
の
さ
ま
こ
ゝ
は
極
り
て
乏
し
き
さ

ま
に
な
り
給
ひ
て
も
猶
心
つ
よ
く	

」
81
丁
オ

お
な
し
さ
ま
に
て
念
し
過
し
給
ふ
な

り
け
り
と
か
け
る
筆
力
有
て
哀
也

知
仁
勇
の
勇
の
こ
ゝ
ろ
に
て
心
つ
よ

く
と
書
た
る
へ
し
松
柏
の
年
の
寒
き

に
其
み
さ
を
ゝ
あ
ら
は
す
た
く
ひ

君
子
の
貧
賤
に
素
し
て
を
こ
な
ふ
と

い
ひ
つ
ね
の
座
な
き
に
も
つ
ね
の
心
を

う
し
な
は
さ
る
士
の
有
さ
ま
誰
も
お
も
ふ	

」
81
丁
ウ

へ
き
所
な
る
へ
し

120
よ
き
く
る
ま
に
の
り
て
お
も
も
ち
ほ
こ
り
か
に

師
説
云
ま
つ
し
き
所
な
と
へ
ほ
こ
り
か
な
る
さ

ま
に
て
入
く
る
は
礼
に
た
か
ふ
心
也
心
浅
き

人
の
す
る
わ
さ
也
礼
記
内
則
ニ
適
子
庶

子
祗

ツ
ヽ
シ
ン
テ

事ツ
カ
フ

二
宗
子
宗
婦
ニ一
雖
二
貴
富
ト一
不ス

下
敢ア

ヘ
テ　

以
二
貴
富
ヲ一
入
中
宗
子
之
家
ニ上
雖
レ
衆

ヲ
ヽ
シ
ト二

車
徒
一

　

舎ヲ
イ
テ二
於
外
ニ一
以
二
寡
約
ヲ一
入
ル
不
下
敢
テ
以
二
貴
富
一
加

ヲ
シ
ノ
カ中
於	

」
82
丁
オ

父
兄
家
族
ヲ上
在
湖
月
抄

121
か
く
は
る
か
に
ま
か
り
な
ん
と
す
れ
は

う
し
ろ
め
た
く
あ
は
れ
に
覚
え
給
ふ

前
に
こ
と
よ
か
る
と
あ
り
し
首

尾
な
り
ま
こ
と
の
心
に
て
か
く
い
は
ゝ

哀
深
か
る
へ
き
詞
な
か
ら
を
の
か
む

す
め
と
も
の
後
見
な
と
に
と
思
ふ

内
心
に
て
う
は
へ
は
か
り
に
い
ふ
な
れ
は	

」
82
丁
ウ

聞
か
ら
に
に
く
ゝ
侍
る
へ
き
を
い
と

嬉
し
き
事
な
れ
と
世
に
ゝ
ぬ
さ
ま

に
て
何
か
は
な
と
お
い
ら
か
に
い
ら
へ

給
ふ
末
摘
花
の
本
性
か
く
人
に
く
か

ら
ぬ
ゆ
へ
光
君
も
あ
は
れ
み
お
ほ
し

た
る
さ
ま
の
草
子
の
文
躰
偏
に

世
人
の
を
し
へ
に
や

122
心
は
へ
な
と
は
た
む
も
れ
い
た
き
ま
て	

」
83
丁
オ

よ
く
お
は
す
る
御
あ
り
さ
ま
に

彼
大
弐
北
方
に
い
と
う
れ
し
き
こ
と

な
れ
と
な
と
い
ら
へ
給
ひ
侍
従
か
故
ま
ゝ
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の
い
ひ
置
し
事
を
も
た
か
へ
て
見
捨

ま
い
ら
す
る
に
も
わ
か
御
く
し
の
九
尺

あ
ま
り
の
か
つ
ら
く
の
え
か
う
な
と
つ

か
は
し
て
年
へ
ぬ
る
し
る
し
み
せ
給

な
と
の
首
尾
に
か
け
る
詞
な
り	

」
83
丁
ウ

123
か
の
大
弐
の
北
方
の
ほ
り
て
お
と
ろ
き

思
へ
る
さ
ま
侍
従
か
う
れ
し
き
物
の

い
ま
し
は
し
ま
ち
聞
え
さ
り
け
る
心
あ

さ
ゝ
を
は
つ
か
し
う
お
も
へ
る
ほ
と

零
落
の
人
を
あ
な
つ
り
わ
か
す
こ

し
の
い
き
を
ひ
に
ほ
こ
る
ま
し
き
い
ま

し
め
也
か
つ
又
侍
従
か
さ
ま
は
末
摘

花
の
心
つ
よ
く
貧
窮
に
堪
忍
ひ
給
へ	

」
84
丁
オ

る
心
に
は
か
は
り
て
た
の
も
し
け
な
き

後
悔
を
書
て
又
世
人
の
教
と
す
る
也

（16）　

関
屋
巻

124
む
か
し
わ
ら
は
に
て
い
と
む
つ
ま
し
う
ら
う

た
き
物
に
し
給
ひ
し
か
は
か
う
ふ
り
な
と

え
し
ま
て
此
御
と
く
に
か
く
れ
た
り
し
を

お
ほ
え
ぬ
世
の
さ
は
き
有
し
こ
ろ
物

の
聞
え
に
は
ゝ
か
り
て
ひ
た
ち
に	

」
84
丁
ウ

く
た
り
し
を
そ
す
こ
し
御
心
を
き
て

小
君
光
君
の
さ
ま
〳
〵
の
御
恩
を
忘

て
世
に
な
ひ
き
て
常
陸
に
下
り
し

を
聊
疎
み
お
ほ
し
め
す
と
也
師
説
云

小
君
か
源
氏
の
君
に
み
や
つ
か
へ
せ
し
は

空
蝉
に
媒
の
故
に
む
つ
ま
し
か
り
し

ま
こ
と
の
忠
義
の
心
に
あ
ら
ね
は

終
に
す
ま
の
御
難
を
見
と
ゝ
け
さ	

」
85
丁
オ

り
し
也
右
近
の
せ
う
か
妻
子
を
す
て

官
を
と
け
て
御
供
せ
し
志
と
は
は
る

か
に
か
は
れ
り
世
に
便
佞
の
と
も
か

ら
実
な
き
追
従
に
て
さ
い
は
い
に

近
習
の
む
つ
ひ
を
な
す
者
い
つ
れ
も

小
君
か
た
く
ひ
な
る
へ
し
こ
れ
を

な
ら
へ
記
し
て
君
臣
の
道
の
心
は

せ
の
い
ま
し
め
と
す
る
な
る
へ
し	

」
85
丁
ウ

125
よ
う
な
き
こ
と
ゝ
お
も
へ
と
え
こ
そ
聞
え
返
さ
ね

小
君
お
さ
な
き
ほ
と
は
さ
も
あ
る
へ
し

成
長
の
ゝ
ち
姉
に
不
義
の
使
す
る
を

用
な
き
事
と
思
ひ
な
か
ら
も
諂
ひ
て

え
辞
退
申
さ
ぬ
は
自
欺
く
な
り

更
に
誠
意
の
わ
さ
に
あ
ら
す
か
く

ま
さ
な
き
者
な
れ
は
す
ま
の
御
供

を
も
に
け
の
か
れ
し
な
る
へ
し
其
人	

」
86
丁
オ

と
な
り
を
各
々
書
わ
け
た
り
し
紫
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式
部
の
筆
法
奇
妙
に
や

126
か
う
ち
の
か
み
の
み
昔
よ
り
す
き
心
有
て

帚
木
巻
に
き
の
か
み
す
き
心
に
こ
の

ま
ゝ
母
の
有
さ
ま
を
あ
た
ら
し
き

物
に
思
ひ
て
つ
い
そ
う
し
よ
る
心
な

れ
は
と
あ
り
此
紀
伊
守
か
ま
め
な
ら

ぬ
心
ゆ
へ
空
蝉
を
た
ゝ
よ
は
し
て
親	

」
86
丁
ウ

の
い
よ
の
介
か
遺
言
を
や
ふ
り
か
く
あ

さ
ま
し
き
心
は
へ
を
書
し
る
し
て

末
代
の
継
子
の
い
ま
し
め
と
す
る
也

127
の
こ
り
の
御
よ
は
ひ
は
お
ほ
く
物
し
給
ふ

ら
ん
を
い
か
て
か
す
く
し
給
ふ
へ
き

は
し
め
情
か
り
け
る
心
は
へ
も
実
の

心
に
あ
ら
す
懸
想
の
故
な
れ
は
こ
ゝ
に

い
た
り
て
親
の
遺
言
を
も
ま
も
ら
す	
」
87
丁
オ

見
捨
る
し
わ
さ
情
な
く
人
倫
の
大
道

す
た
れ
て
禽
獣
の
有
さ
ま
に
ゝ
た
り

あ
い
な
の
さ
か
し
ら
や
と
そ
し
り
て

人
の
教
と
す
る
也

光
君
好
色
に
ま
し
ま
す
ゆ
へ
家
司
の

河
内
守
も
か
く
の
こ
と
し
惟
光
も
く
ま

な
き
す
き
心
有
て
あ
り
か
さ
た
め

す
忍
ひ
あ
り
き
し
て
何
か
し
の
院
に	

」
87
丁
ウ

て
の
め
し
に
も
は
つ
れ
不
忠
の
有
さ
ま

あ
り
良
清
も
亦
入
道
の
遺
言
破
り

つ
へ
き
心
有
と
み
ゆ
か
み
を
見
な
ら
ふ

下
な
れ
は
一
人
貪
戻
に
て
一
国
乱
を

を
こ
す
と
い
へ
り
人
の
か
み
と
し
て
は

身
を
つ
ゝ
し
み
て
恭
以
し
も
に
向
ふ

へ
き
の
い
ま
し
め
を
ふ
く
め
る
こ
れ
こ
の

物
語
の
微
意
な
る
へ
し	

」
88
丁
オ

（17）　

絵
合
巻

128
御
む
す
め
に
き
し
ろ
ふ
さ
ま
に
て
侍
ひ
給
ふ

を
か
た
〳
〵
に
や
す
か
ら
す
お
ほ
す
へ
し

権
中
納
言
の
例
の
い
と
み
心
也
君
子

は
争
ふ
所
な
し
と
こ
そ
論
語
に
も

侍
れ
亦
人
の
教
也
ゑ
合
あ
る
へ
き

根
さ
し
な
り

129
さ
ら
に
え
見
奉
り
給
は
ぬ
を	

」
88
丁
ウ

秋
好
の
お
も
〳
〵
し
き
御
さ
ま
を
い

へ
り
ま
こ
と
の
后
か
ね
な
る
御

あ
り
さ
ま
を
か
け
る
な
る
へ
し

130
又
こ
な
た
に
て
も
是
を
御
ら
ん
す
る

に
心
安
く
も
と
り
い
て
給
は
す
い
と

い
た
く
ひ
め
て
此
御
か
た
に
も
て
わ
た

ら
せ
給
ふ
を
お
し
み
ら
う
し
給
ふ
を
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此
こ
き
て
ん
の
御
心
む
け
の
ひ
と	

」
89
丁
オ

こ
と
よ
ろ
つ
に
わ
た
る
へ
し
い
と
せ
は

く
お
と
な
し
か
ら
す
人
よ
り
さ
き
に

ま
い
り
給
へ
と
立
后
な
か
り
し
は
か
や
う

の
ゆ
へ
と
み
ゆ
る
あ
り
さ
ま
也

131
長
恨
歌
王
昭
君
な
と
や
う
の
ゑ
は

お
も
し
ろ
く
あ
は
れ
な
れ
と
こ
と
の
い
み

細
流
云
唯
今
事
の
始
な
る
故
に

斟
酌
あ
る
也
何
も
不
吉
な
れ
は
也	

」
89
丁
ウ

か
や
う
の
事
い
か
に
も
心
つ
か
ひ
あ
る

へ
き
事
と
也
い
は
ふ
へ
き
折
ふ
し
也

132
よ
は
ひ
た
ら
て
つ
か
さ
位
高
く
の
ほ
り

世
に
ぬ
け
ぬ
る
人
の
な
か
く
は
え
た
も
た

ぬ
わ
さ
な
り
け
り

河
海
云
後
漢
書
云
位
―
高
ケ
レ
ハ
身
危
シ

財
―
多
ケ
レ
ハ
命
―

殆
ア
ヤ
ウ
シ

云　
　

々

み
つ
れ
は
か
く
る

こ
と
は
り
人
つ
ゝ
し
み
思
ふ
へ
き
所
也	

」
90
丁
オ

功
―
成
名
遂
テ
而
身
退
ク
ハ
者
天
之
道

也
老
子
経
此
い
ま
し
め
忘
る
へ
か
ら
す

身
退
く
道
は
し
れ
と
も
む
さ
し
の
や

の
か
れ
す
む
へ
き
や
ま
し
な
け
れ
は

133
中
比
な
き
に
な
り
て
し
つ
み
た
り
し

う
れ
へ
に
か
へ
て
今
ま
て
も
な
か
ら
ふ
る
也

前
に
才
学
い
た
う
す
ゝ
み
ぬ
る
人
の

命
さ
い
は
い
と
な
ら
ひ
ぬ
る
は
い
と
か
た	

」
90
丁
ウ

き
物
と
い
へ
る
に
か
な
へ
り
万
事
に

可
思
之
と
細
流
に
い
へ
り

（18）　

松
風
巻

134
此
わ
か
き
み
の
御
お
も
て
ふ
せ
に
か
す
な

ら
ぬ
身
の
ほ
と
こ
そ
あ
ら
は
れ
め

明
石
上
受
領
の
む
す
め
な
れ
は
こ
の

遠
慮
常
に
あ
り
此
姫
君
を
後
は

紫
上
に
ま
い
ら
せ
て
養
子
と
せ
し
其	

」
91
丁
オ

機
す
て
に
こ
ゝ
に
あ
り

135
御
な
を
し
め
し
い
て
ゝ
た
て
ま
つ
る

礼
儀
を
人
に
教
る
心
は
へ
な
る
へ
し

且
又
わ
か
紫
の
巻
に
も
母
こ
そ
ゆ
へ

あ
る
へ
け
れ
と
い
へ
り
此
大
井
の
古
郷

兼
明
親
王
の
事
と
み
ゆ
し
か
れ
は

此
宮
の
む
す
め
に
准
す
へ
き
よ
し
弄

花
抄
に
有
其
故
に
愛
敬
し
給
へ
る
に
や	

」
91
丁
ウ

136
御
寺
に
わ
た
り
給
て
月
こ
と
の
十
四
五
日

つ
こ
も
り
に
を
こ
な
は
る
へ
き

富
貴
権
威
の
御
身
に
菩
提
を
忘
れ

給
は
ぬ
さ
ま
也
須
磨
に
て
も
御
精
進

に
て
釈
迦
牟
尼
仏
弟
子
と
の
給
へ
り
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人
と
し
て
仏
道
に
い
れ
は
慈
悲
深
く
歎
あ

さ
く
無
益
の
殺
生
を
な
さ
す
か
し

か
つ
は
現
世
安
穏
の
祈
祷
又
は
後
生	

」
92
丁
オ

善
所
の
功
徳
い
と
め
て
た
し
国
家
を

お
さ
め
民
を
撫
る
た
よ
り
も
と
を

か
ら
す
む
か
し
よ
り
貞
観
寛
平
の

明
君
大
職
冠
淡
海
公
等
の
賢
臣
を

は
し
め
武
家
に
は
鎌
倉
大
将
最

明
寺
等
の
名
将
み
な
仏
を
信
し
給
へ
り

故
あ
る
事
と
知
へ
し

（19）　

薄
雲
巻	

」
92
丁
ウ

137
あ
ま
き
み
お
も
ひ
や
り
ふ
か
き
人
に
て

松
風
巻
に
て
も
光
君
御
直
衣
奉
り

な
と
愛
敬
の
御
気
色
有
し
も
か
く

か
と
あ
る
所
有
て
よ
の
つ
ね
の
女
性

に
は
あ
ら
さ
り
し
さ
ま
也
此
明
石
上
へ
の

異
見
の
さ
ま
言
々
皆
道
理
あ
り
た
ゝ

あ
り
の
舐
犢
の
愛
姑
息
の
養
ひ

に
の
ち
せ
を
か
へ
り
み
ぬ
女
の
た
く
ひ
に	

」
93
丁
オ

は
あ
ら
ぬ
さ
ま
也
此
姫
君
を
紫
上
に

ま
い
ら
せ
し
ゆ
へ
に
光
君
の
明
石
上
を

憐
み
お
ほ
す
心
も
ま
さ
り
紫
上
の
御

妬
み
も
う
す
く
な
り
て
後
ま
て
も

明
石
上
に
御
心
よ
せ
こ
と
な
り
し
光

君
へ
の
御
恨
み
も
は
れ
て
夫
婦
の
御

中
和
合
せ
り
ま
し
て
姫
君
の
御
た
め

に
も
御
袴
着
入
内
立
后
の
ほ
と
ま	

」
93
丁
ウ

て
に
疵
な
き
玉
の
こ
と
く
な
り
し

諸
方
安
全
の
思
ひ
や
り
深
き
様
な
る
へ
し

138
女
も
か
ゝ
る
御
心
の
ほ
と
を
見
し
り
聞
え

て
過
た
り
と
お
ほ
す
は
か
り
の
こ
と
は
し
い

て
す
又
い
た
く
ひ
け
せ
す
な
と
し
て
御

心
を
き
て
に
も
て
た
か
ふ
事
な
く

光
君
を
し
な
へ
て
の
や
う
に
は
も
て
な

し
給
は
ぬ
ほ
と
を
明
石
上
見
知
ま
い
ら
せ	

」
94
丁
オ

て
よ
の
つ
ね
の
女
な
ら
は
其
愛
に
乗

し
て
過
分
の
ふ
る
ま
ひ
も
あ
る
へ
き
に

さ
は
な
か
り
し
有
さ
ま
是
亦
世
の
人

に
見
習
せ
ん
の
心
に
て
か
け
る
也
さ
り

と
て
い
た
く
卑
下
し
た
ら
ん
も
か
く

も
て
な
し
給
ふ
御
心
に
た
か
ふ
へ
し
よ

き
ほ
と
を
は
か
ら
ひ
て
光
君
の
御
こ
ゝ

ろ
を
き
て
に
た
か
は
ぬ
さ
ま
こ
れ
男	

」
94
丁
ウ

女
の
間
の
み
な
ら
す
君
臣
の
上
に
も
お

も
ふ
へ
き
を
し
へ
に
や

139
其
こ
ろ
お
ほ
き
お
と
ゝ
う
せ
給
ふ
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微
意
あ
り
お
く
に
委
記
す

140
お
ほ
や
け
さ
ま
に
物
の
さ
と
し
し
け
く

の
と
か
な
ら
て　

光
君
は
冷
泉
院
の

実
父
に
て
お
は
し
ま
す
を
帝
し

ろ
し
め
さ
て
臣
下
と
し
給
へ
る
を	

」
95
丁
オ

天
に
と
か
め
て
天
変
し
き
り
に

さ
と
し
し
め
す
さ
ま
也
上
一
人
よ
り
下

万
民
ま
て
親
を
敬
せ
す
は
あ
る
へ
か
ら

す
と
の
教
を
書
也
み
そ
か
事
の

父
子
の
間
に
て
聊
も
し
ら
せ
給
は
て

さ
へ
仏
天
の
と
か
め
あ
り
い
は
ん
や

よ
の
つ
ね
の
親
子
の
中
に
敬
せ

す
不
孝
の
わ
さ
あ
ら
は
い
か
て
天
罰	

」
95
丁
ウ

を
ま
ぬ
か
る
へ
き
を
そ
れ
つ
ゝ
し

む
へ
き
の
い
ま
し
め
な
る
へ
し

141
い
よ
〳
〵
御
か
く
も
ん
せ
さ
せ
給
ひ
つ
ゝ

朱
雀
院
の
御
代
に
お
ほ
ち
お
と
ゝ

文
才
う
と
く
お
は
せ
し
に
か
は
り
て

当
代
に
は
常
に
文
学
を
つ
と
め
た

ま
ひ
し
さ
ま
也
弥
と
い
ふ
に
心
を
付
へ
し

142
秋
の
つ
か
さ
め
し
に
太
政
大
臣
に
成
給
ふ	

」
96
丁
オ

ま
へ
に
お
ほ
き
お
と
ゝ
の
う
せ
給
ふ
こ

と
を
何
と
な
く
書
い
て
た
る
は
こ
ゝ

に
て
光
君
を
た
ふ
と
み
て
高
官

に
な
し
給
ふ
へ
き
事
を
か
く
へ
き
微
意

な
る
へ
し
作
物
語
の
か
き
さ
ま
奇
妙

に
や
是
は
先
有
増
に
て
実
は
乙
女

巻
に
て
任
し
給
へ
り

143
前
栽
と
も
こ
そ
の
こ
り
な
く
ひ
も
と
き	

」
96
丁
ウ

折
節
の
景
気
を
何
と
な
く
い
ひ
出
給
へ
る

も
つ
き
〳
〵
し
き
の
み
な
ら
す
野
宮
の

事
な
と
い
ひ
出
給
は
ん
便
り
も
面
白
く

こ
と
に
は
お
く
に
春
秋
の
勝
負
を

い
と
ま
せ
ま
い
ら
せ
て
秋
好
む
の
御

心
を
見
給
ふ
よ
し
を
書
て
乙
女
巻
に

至
り
て
六
条
院
に
四
ま
ち
を
し
め

て
四
時
の
興
を
つ
く
り
な
し
給
ふ
事	

」
97
丁
オ

を
か
く
へ
き
微
意
な
る
へ
し

144
い
つ
か
た
に
か
御
心
よ
せ
侍
る
へ
か
ら
ん

三
光
院
説
云
此
段
こ
て
ふ
の
巻
と
野

分
巻
と
を
書
出
へ
き
序
と
み
え
た
り

145
は
か
な
う
き
え
給
ひ
に
し
露
の
よ
す
か

に
も
思
給
へ
ら
れ
ぬ
へ
け
れ

秋
好
の
御
母
御
息
所
の
う
せ
給
へ
る
事

秋
な
れ
は
心
よ
せ
あ
る
よ
し
也
大
事	

」
97
丁
ウ

な
る
返
答
を
か
く
い
ひ
な
せ
る
殊
勝



北村季吟の源氏学（一）（宮川）

― 90 ―

也
と
細
流
の
説
也
予
案
斎
宮
女
御

徽
子
の
う
た
に
袖
に
た
に
秋
の
夕
は

し
ら
れ
け
り
き
え
し
浅
茅
の
露

を
か
け
つ
新ゝ
古
今
と
い
ふ
あ
り
こ
れ

村
上
天
皇
を
お
ほ
し
め
す
心
也
此
秋
好
を

斎
宮
と
申
せ
は
此
詞
も
比
し
て
か
き

つ
ら
ね
た
り
と
み
ゆ
餘
情
幽
玄
に
や	

」
98
丁
オ

146
し
の
ひ
か
た
き
折
〳
〵
も
侍
し
と
聞
え
給
ふ

光
君
実
に
は
斎
宮
を
を
か
し
ま
い

ら
せ
ん
の
心
は
あ
ら
ぬ
よ
し
物
か
た
り
に

み
ゆ
然
と
も
好
色
の
人
の
く
せ
に
て

か
く
た
は
ふ
れ
こ
と
の
給
ふ
さ
ま
也
こ
の

次
に
か
う
あ
な
か
ち
な
る
事
に

む
ね
ふ
た
か
る
く
せ
の
猶
有
け
る
よ

と
我
な
か
ら
お
ほ
し
し
ら
る
是
は	
」
98
丁
ウ

い
と
に
け
な
き
こ
と
也
な
と
あ
り

（20）　

朝
顔
巻

147
宮
わ
つ
ら
は
し
か
り
し
こ
と
を
お
ほ
せ
は

御
返
り
も
う
ち
と
け
て
聞
え
給
は

（
マ
マ
）り

あ
さ
か
ほ
の
斎
院
也
一
生
源
氏
君

に
難
面
き
さ
ま
に
て
過
し
給
へ
り

人
は
心
さ
し
を
立
へ
き
い
ま
し
め
に

て
書
也
あ
ま
た
の
御
か
た
〳
〵
源
氏	

」
99
丁
オ

に
は
み
た
り
給
へ
り
し
に
一
人
此
斎

院
の
み
人
に
似
し
と
お
ほ
し
さ
た

め
し
と
な
り

148
さ
す
か
に
し
た
つ
き
に
て
う
ち
さ
れ
ん
と

は
猶
お
も
へ
り　

源
内
侍
今
尼
に
な
り

て
も
猶
生
得
の
好
色
の
く
せ
や
ま
ぬ

さ
ま
也
い
と
み
く
る
し
き
有
さ
ま
を

興
言
に
か
き
て
老
人
の
心
つ
か
ひ	

」
99
丁
ウ

い
ま
し
め
と
す
る
な
る
へ
し

149
ま
い
て
う
ち
あ
た
け
過
た
る
人
の
年
つ
も

り
ゆ
く
ま
ゝ
に
い
か
に
く
や
し
き
事
多
か
ら
ん

若
き
ほ
と
物
の
心
も
深
く
し
ら
す
世

の
あ
さ
け
り
何
か
を
も
顧

カ
ヘ
リ
ミる
遠
慮
す

く
な
き
ほ
と
の
す
さ
ひ
に
好
色
の

人
の
わ
か
あ
た
し
名
を
流
す
の
み
な

ら
す
人
の
名
を
も
く
た
し
て
年
よ
り	

」
100
丁
オ

て
後
ま
こ
と
の
智
出
来
て
悔
し
き

こ
と
お
ほ
き
よ
し
を
か
き
て
人
の
平

生
を
た
し
な
む
へ
き
い
ま
し
め
を
云
な
る

へ
し

150
も
ら
さ
し
と
の
給
ひ
し
か
と
う
き
名
の

か
く
れ
な
か
り
け
れ
は
は
つ
か
し
う
く
る
し
き

め
を
み
る
に
つ
け
て
も
つ
ら
く
な
ん
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薄
雲
女
院
夢
に
み
え
て
光
君
に	

」
100
丁
ウ

恨
み
給
ふ
詞
也
も
ら
さ
し
と
ち
か
へ
る

こ
と
も
我
し
る
汝
し
る
を
の
つ
か
ら
よ
に

隠
れ
な
き
物
な
れ
は
心
中
に
な
す
悪

念
も
終
に
は
も
る
ゝ
習
ひ
と
し
り
て

か
ね
て
正
心
誠
意
の
修
行
を
こ
た
る

ま
し
き
わ
さ
也
と
の
教
な
る
へ
し
下
賤

の
人
と
て
も
す
こ
し
志
を
た
て
身
を

も
た
て
ん
と
思
は
ん
人
は
後
名
を
恥
へ
き	

」
101
丁
オ

に
悪
念
を
ひ
る
か
へ
し
て
内
に
か
へ
り
み
て

や
ま
し
か
ら
ぬ
や
う
に
あ
ら
ま
ほ
し
ま
し

て
高
貴
の
人
自
棄
し
て
放
埒
す
へ

か
ら
す
必
後
悔
す
へ
し
後
悔
の
期
に

至
り
て
は
千
た
ひ
く
ひ
て
も
か
ひ
な
し

か
ね
て
覚
悟
し
て
つ
ゝ
し
み
を
そ
る

へ
き
わ
さ
也	
」
101
丁
ウ

（
遊
紙
2
丁
）

〔
附
記
〕　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
貴
重
資
料
の
閲
覧
・
翻
刻
・
複
写

等
に
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
各
所
蔵
機
関
、『
源
氏
物
語
微
意
』

の
閲
覧
・
翻
刻
を
お
許
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
日
本
大
学
総
合
学

術
情
報
セ
ン
タ
ー
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
稿
は
平
成
二
十
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特

別
研
究
員
奨
励
費
、
課
題
番
号25

・1422

）
の
成
果
の
一
部
で

あ
る
。（

み
や
が
わ
・
し
ん
や　

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


